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      「え？」

　優ゆう馬まは呟つぶやいた。

　そこは校舎と校舎をつなぐ廊下の途中だった。

　窓から夏の日差しが無遠慮に入り込み、白い壁がそれを反射する。

　彼女の髪は燃えるような赤毛だった。毛先がくるんと跳ねている。

「きみが五百月いせづきゆーまくんでしょ？」

　下から覗のぞきこむようにして彼女は言った。

　その仕草にドキリとする。

　見覚えのない女生徒だった。挑戦的なつり目がこちらを見つめている。

「……えっと、ごめん……なさい。どこかで会ったこと、ある、かな？」

　同学年なのか、それとも上級生なのかも分からず、優馬は相手との距離を測るように訊たずねる。

　小柄というわけではないけれど、どこか幼い印象を覚える少女だった。栗花落つゆり高校の夏服から伸びる、その腕や脚が子こ鹿じかのように華きや奢しやだからだろうか。

　彼女は、細い人差し指を自分の下唇に持っていき、

「ちめーてきに美お味いしそだね、食べちゃいたいよ、調律士見習いくん」

　言った。

　幼さとは正反対の妖よう艶えんな仕草。

　優ゆう馬まの背筋をゾクリと冷たい汗が通り過ぎる。

　瞬時に、頭の中で警報が鳴り響く。

　ヤバい。これは絶対にヤバい。

　本能が全力で危険だと告げている。

　それはほとんど未来予知の精度だった。

　次の瞬間、予測された悪夢的未来が展開する。



「鬼ごっこする者この指とまれハイド＆シーク♪　《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》」



　少女がかざした右手を中心に空間が歪ゆがみ、部品パーツが虚空に生じていく。それらは意志を持った生き物のように組み上がり、結果、少女の手には、グレネードランチャーが握られていた。漆しつ黒こくのボディに毒々しいピンクのドクロマークがペイントされていた。

「な……」

　優馬の頭は、状況を正しく認識できていない。

　それでも咄とつ嗟さに腰を落とし、

　弾ダンッ！

　床を蹴けって後ろに跳んだ。

　背を向ければやられるとの咄嗟の判断だった。

　優馬は左手首に下がっているクロスに意識を置いた。

「くッ」

　だが解除はとても間に合わない。

　少女は銃口をこちらへ定め、引ひき鉄がねに細い指をかける。

　にこりと満面の笑みを浮かべている。

　赤い髪の先が、ふわりと軽やかに揺れた。

　そして歌うように唱える。



「さぁ逃げなさいラン・フオレスト・ラン」



    

  
    
      
第１章　大おお禍まが時ときに誰だれかが消える

　　　　――"I know who you are" by Red Reason





　栗花落つゆり市し時じ間かん守もり町は、発条ぜんまい館かん。築三十年以上、外観だけは洋館っぽい木造二階建てのオンボロアパート。その一室、一〇五号室で事件は起こった。

　ガタガタという物音で五百月いせづき優ゆう馬まは目を覚ました。

「ぁ、ん……？」

　頭上の目覚まし時計に左手を伸ばす。優馬の左手首には革のバングルが巻いてあり、そこに紅あかいクロスがぶら下がっている。手を伸ばすと、それが振り子のように揺れた。

「……まだ、五時前じゃないか」

　七時にセットしてあるベルは、まだ鳴っていない。ぼとりと目覚まし時計を落とす。

「…………暑い」

　七月の朝。

　寝汗をかいていて、少し息苦しい。咽の喉どが渇いていた。目覚めにつきまとう倦けん怠たい感かん。それはどこか罪悪感にも似ている。誰だれしもが覚える感情なのだろうか。それとも……。

　ガタガタ。

　また物音がした。建てつけの悪いふすまが開く音だ。一応カギは閉めたはずだが、この発条館ではカギなどあってなきが如ごとしだ。そのくせ、窓は古くて開かないときている。

　優馬はせんべい布団から、むくりと上半身を起こす。その拍子に寝癖が立ち上がった。

　ゆらぁりと人影が動いたのが視界の隅に映る。

「……美み毬まりさん、ですか？」

　欠伸あくびを噛かみ殺して、優馬はこの発条館の管理人、女郎花おみなえし美毬の名を呼んだ。

　女郎花美毬。彼女は人の部屋を我が物顔で占拠する犯罪者だ。何な故ぜだか、常に明治時代の女学生気取りで袴はかまを着つけている。コスプレの類たぐいだろう。

「もう、何ですかこんな朝っぱらから……」

　発条館は、各部屋、入ってすぐの短い廊下部分に小さな台所が備えつけてある。そこを抜けると、ふすま一枚に隔てられて六畳一間が広がっていた。トイレもお風ふ呂ろも共同のものしかなく、どの部屋も押入れしかない一室である。

　洋館を模している外観と和室の組み合わせは「文明開化」な時代を彷ほう彿ふつとさせる。もっとも二十一世紀現在、「文明退化」の音がしないでもないが……。

「ちょっと美毬さん、聞いてますか？　何度言えば分かるんですか？　勝手に入らないでくださいって言ってるじゃないですか。本気で法廷沙ざ汰たにしますよ？」

　返事がないので、優ゆう馬まは頭をがしがしとかいた。

　だが、次の瞬間。

　優馬の眠気は、瞬間最高風速三十メートルの暴風（的なもの）に吹っ飛ばされた。

　部屋に無断で入ってきたのは、女郎花おみなえし美み毬まりではなかった。優馬の想像を裏切り――。

　そこには、ノエル・ローゼンバーグが立っていた。

「え、ノエル、は？　え？　ど、どどどどど、どしたの？」

　ノエルは優馬の呼びかけには答えず、ふらー、ふらーと歩いてくる。

　女郎花美毬に与えられたらしいアニメ柄のパジャマ（七分丈）を着ていた。

　素足が畳の上で、ぺっとり、ぺっとりと音を立てる。

　ノエルの神々しいはずの髪は、今はボサボサに乱れ、アホ毛とか触角とかいうレベルではなく、もはや触手のようにうねっている。彼女の青い宝石のような瞳ひとみは半ば閉じられ、さくらんぼ色の唇はむにゃむにゃしながら「ペペロンチーノ」とか言っている。剥むいたモモのような瑞みず々みずしい頬ほおに、大理石を思わせる白い肌。よく見ると、パジャマのボタンをかけ違えている。肩の部分がずり落ちていた。そのせいで白い肌が……。

　ごくりと優馬は生なま唾つばを飲み込む。

　重層世界調律機関からやってきた調律士の少女、ノエル・ローゼンバーグ。

　――世界は単一ではなく、幾重にも重なった層からできている。それぞれの世界は個々の因果律から成り立ち、交わることはない。本来ならば。

　だが何者かの意図により、あるいは自然現象として「世界」同士が交差することがある。そんなとき、「世界」の因果律を調律する者が機関より派遣される。それが調律士だ。

　そしてノエルは、重層世界調律機関の中でもたった十二人しか与えられない称号《龍騎士ナイトアノール》を持つ、若き天才調律士である――

　あるのだが……。

　ぺっとり、ふらふら、ぺっとり、ふらふら。

　ノエルがこちらに近づいてくる。足元が覚おぼ束つかないのは寝ぼけているからか？　なるほど、ここを自分の部屋と間違っているのかもしれない。

　暑さを原因としたものではない別種の汗が、優馬の額をつぅと流れる。

「ノ……ノエル？」

　試しに声をかけてみた。

「……ハッシュドビーフ」

「……は？」

「たまごかけ……ごはん」

「な、何言ってるの？」

　ノエルは布団の上で固まったままの優馬の前まで来ると。

　ばふん……、と前のめりに倒れた。

「……ノエル？　きみ、大丈夫？」

　わけが分からず、優ゆう馬まはそっと左手を伸ばす。次の刹せつ那な。

「がうっ」

　ノエルに喰くいつかれた。

「うがぁああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　咄とつ嗟さに、引き抜こうとした優馬だが、その拍子にバランスを崩した。

　べったん。

　後ろへ倒れた優馬と、優馬を押し倒したような格好のノエル。

　その絶妙なタイミングで――パシャリ。部屋の中を閃せん光こうが満たした。

「にゃ、決定的写真を撮ってしまった。ゆまにゃんがノエルたんを襲っている場面！」

　いつの間にか入口にたたずんでいた女郎花おみなえし美み毬まりが何やらカメラを片手にそう言った。

　矢羽根紋の着物に袴はかま。人を舐なめたようなタレ目を優馬に向けている。

「な!?　逆でしょ!!　どう見ても襲われてるのは、僕ですよ!!」

　優馬が怒鳴り声を上げる。と。

「ぅに？」



    

  
    
      



    

  
    
      　かぱっとノエルは優馬の左手を口から離した。どうやら、このときようやく目を覚ましたらしかった。周囲をぐるっと見回し、それから組み敷いている優ゆう馬まを見た。

「お……おはよう」

　と、優馬。できるだけにこやかに言ってみた。

「ひっ、くぅ、う」

　ノエルの顔が紅潮していく。

「き、きさま、この、外げ道どうめが!!」

　寝癖を振り乱して、ぐわっと立ち上がる。

「ちょ、ちょっと待て、おかしいよ、今の」

「きさまが、このような卑劣な……ぐ、わたしの意識がないのをいいことに……」

「証拠もばっちし、ゆまにゃんの有罪はもはや確定だね」

　女郎花おみなえし美み毬まりが余計な合の手を入れる。

「いやいやいや。倒されてんのは僕だし、きみが僕の部屋に勝手に入って、」

「問答無用の長物！」

　しゃべっている途中で、ノエルは優馬の頭にかかと落としを入れた。

「がぶらッ」

　優馬はうすっぺらい布団に顔を沈める。厚みがないおかげで、衝撃は少しも吸収されなかった。そのまま、ぐりぐりぐりぐりぐり、と後頭部を踏みにじられる。

「このゴミめ！　クズめ！　人間失格め！　腐った脳みそから矯正してくれるわ！」

　げしげし、げしげし、げしげし。

　あーん、ゆまにゃんがいじめられてる顔、ごはん三杯はいけちゃうという声が聞こえた気がするが幻聴だと信じたい。幻聴でなければ、そいつこそ人間失格だろ。てか助けて。

　冤えん罪ざいだ、という優馬の主張など少しもカケラもちょびっとも聞き入れてくれないノエルに暴行されること約十分。優馬は布団の上で正座させられていた。

　そしてノエルは厳かに言った。

「おまえに選択肢をやろう。せめてもの計らいだ」

　布団の上で正座をしていた優馬は、声の主を恐る恐る見上げる。

　パジャマ姿のまま、ノエルは仁王立ちしていた。

　いつの間にか寝癖が直った長い髪は光沢を放ち、どこか幼さを残した丸みのある頬ほおは健康的なバラ色をしている。つやつやした形のよい小さな唇が笑みの形を作っていた。

「①殴り殺す。②蹴けり殺す。③絞め殺す。④撃ち殺す。どれがいい？」

「何だよ、その猟奇ゲームの選択肢みたいなのは！」

　殺す気満々ではないか。このゲームには暴力シーンやグロテスクな表現が含まれています。優馬の脳裏にそんな一文が浮かんだ。

「殺すと言っている。わたしはやると言ったらやる女だ。有言実行型なのだ」

「どうしてカッコイイ言い方なんだよ。頼むよ。話を聞いてよ。話せば分かるから」

　優ゆう馬まはノエルを押しとどめるように両手を突き出す。

「聞く耳持たぬわ、単細胞藻そう類るい風ふ情ぜいが！」

「いや聞けよ！　つーか、何だよ、それ！」

「歯を食いしばれ、ミドリムシ」

「また葉緑体なのかよ！　というか、ミドリムシに歯は――」

　ない、と言い終える前に、ノエルはくわっと笑みを解いた。

　青い瞳ひとみがぎらりと獰どう猛もうに光る。ぐわっぱと振り上げられる拳こぶし。

　それが、めきょりと優馬の顔面に突き刺さったのと同時に――、

　優馬はもう一度、夢の世界へと送られたのである。



　　　†



　セミが鳴きはじめたら夏。そんな気がする。

　開け放たれた一年六組の教室の窓のすぐ近くで、一匹ジージーと鳴いている。

　鮮やかな青空。太陽に照らされた木々の足元には、濃い影が落ちている。

　窓枠のすぐそばを二匹の緋ひ色いろの蝶ちようが舞っていた。珍しい蝶だ。

　優馬は、ふぅと息を吐いてから、今しがた返却された世界史の答案を眺めた。

「六十七点、ま、可もなく不可もなくってとこね」

　後ろから点数を読み上げられ、優馬は背後を振り向く。

　その途端に、ぐさり。優馬の頬ほおに人差し指が刺さった。

　優馬の幼なじみの緋ひ村むらあゆきだ。彫刻刀で彫り出したようなくっきりと整った目鼻立ち。栗くり色いろの髪が左向きに跳ねているのが、彼女のトレードマークとも言える。

「そう言う、あゆきは何点だったの？」

「九十八点」

　容姿端麗、成績優秀。優馬の幼なじみは、何をやらせてもそつがない。

　ただ今、世界史のテスト返却まっただ中である。平均点は六十四点らしいので、キング・オブ・平凡の優馬は平均である。

　誇らしげに、ふふんと笑った後、不意に、あゆきは優馬のほうへぐいと顔を寄せた。

　優馬の頬にはあゆきの人差し指が突き刺さったまま。

「な、何？　顔、近いよ」

　あゆきの息がかかりそうな距離だった。あゆきは、むむ、と目を細める。

「あんた、何、その顔？」

「あーいやーこれはー」

　優ゆう馬まはちらりと教室の前方に目をやった。教卓の前、一番前の席で、ノエルは腕組みをして座っている。どれだけ偉そうなのだろう……。

　優馬の左の目の周りはうっすらと青あお痣あざができていた。言わずもがな、ノエルの鉄てつ拳けん制裁の結果である。理不尽な理由で、無防備な寝起きにガツンとやられたのだ。

　もちろん、そんなことをあゆきに言えるはずもない。

　あゆきには、ノエルの部屋と自分の下宿先が近いというようなことは伝えてはある。嘘うそではない。何せ、同じアパート内なのだから。だが、間違って「一つ屋根の下」などというニュアンスで伝わろうものなら、今度は右目の周りが危ないかもしれない。

「ちょっとね、大型の台風が直撃したんだよ」

「何言ってんのよ、今日はいい天気じゃない」

　そう言って、あゆきは優馬の頬ほおをさらに一度、二度とつつく。あゆきの制服も、すっかり夏服になっている。ぴょんぴょんと左向きの髪が跳ねた。

「ケンカとかじゃないわよね？　あんた、昔っから弱っちいんだから、やめなさいよね」

　あゆきの言葉に優馬は肩を竦すくめる。

「男らしくないとか思ってんなら勘違い甚はなはだしいわよ。『男らしい』なんて、あたしから言わせれば『子供っぽい』ってだけなんだから。すぐに怒るヤツのほうが男らしくないわ」

「心配してくれて、ありがと。でも、そんなんじゃないよ。これはちょっとぶつけただけ」

　含みのある声で「ふーん」とあゆきは呟つぶやく。「ま、いいけど」と。

　それ以上追及してはこなかった。だが、あゆきが納得して引き下がったのかどうか、優馬には分からない。幼い頃ころからずっと一緒だったけれど、でも、互いの心の内が何もかも分かるなどということは、どうしたってないのだ。

「ねぇ、ちょっと変なこと訊きいてもいい？」

　あゆきが言った。急に声のトーンが低くなったように感じられた。

「何？」と応じる。

「三年生の平ひら木き渉あゆむさんって知ってる？」

　いいや、と、優馬は首を横に振る。まったく覚えのない名前だった。

「……じゃあ……神隠しって信じる？」

「……神、隠しって、何の前触れもなく人が消えるとか、そういうの？　何で急に？」

　頭の中に浮かんだのは《歪わい曲きよく》という言葉だった。

「ちょっとそういう噂うわさ聞いて」

　優馬と違って、交友関係の広いあゆきの耳には色々な情報が入ってくる。

「平木渉さんて三年生が、神隠しに遭ったみたいにして……消えちゃったって」

「単なる家出じゃなくて？」

　人が消える。その理由はいくつか考えられる。神隠しというのは、さすがに現代的ではない。だが、失しつ踪そう事件そのものは現代でも珍しいことではなかった。

　家出というのは、優ゆう馬まの頭に浮かんだ中では、ある意味で一番、穏おん便びんな解釈である。

「うん、そうなんだけど……、でも事件って可能性もあるし」

　あゆきはわずかに表情を曇らせる。

　今度は、あゆきが何を考えているのか優馬でも分かった。

「…………誘拐を心配してるの？」

　児童福祉施設「ひまわり荘」。優馬もあゆきもそこで育った。かつては、ずっと一緒だった二人だが、優馬は高校進学とともに一人暮らしをはじめている。

　一方、今もなおそこで暮らすあゆきにとって、子供たちは家族そのもの。心配もするだろう。神隠しなどと噂うわさされているのだから、身代金目的の誘拐ではないはずだ。こう言っては何だが「ひまわり荘」相手に身代金を要求しても犯人に得はない。しかし、誘拐の目的がすべて身代金であるわけではない……。

　あゆきは下唇を噛かんで、こくりと頷うなずいた。左に跳ねているくせ毛が一緒に動く。

　それを見て、優馬は言った。

「きっと大丈夫だよ」

　根拠なんてありはしない。もしかしたら無責任とも言えるかもしれない言葉だったけれど、優馬はそう言った。きっと大丈夫だよ。何も起こらないよ。心配ないよ。

　あゆきを少しでも安心させたかった。あゆきが「ひまわり荘」のみんなを心から心配しているのが分かったからだ。

　自分があの家を去るとき、一番反対したのはあゆきだ。それは、今思えば、優馬を本当に心配してくれていたからだ。そう思う。あゆきはとても優しいから。

「平ひら木きさんだっけ？　その三年生だって、やっぱり家出じゃないかな？　三年生って言ったら大学受験とか就職とか色々大変な時期だろ？　逃げ出したくなったとかさ。きっと警察がすぐに見つけるよ。本人は大事になって帰りにくくなってるだけかもしれないよ？」

　優馬は柔らかく言った。あゆきがみんなを心配しているように、自分もあゆきを大切にしてるんだよという気持ちが少しでも届くように。

「うん、そうだね」

　あゆきは小さく笑った。が。

「でも何か優馬のくせに、あたしに優しい言葉とかかけようとしてるのが見え見えで、急にムカついてきた。生意気！」

　ぐにぃぐにぃと優馬の頬ほおを人差し指で容よう赦しやなく刺してきた。

「な、何だよ……」

「ムカつく、ムカつく」

　ぐさぐさと頬を刺されながら、優馬は心の隅に「神隠し」という言葉をとどめておく。

　一応、後で鬼おに束づか響きよう士し朗ろうに何か知らないか訊きいてみよう。



　世界史の授業はテストの解説のみで終わった。チャイムが鳴るまで、およそ十五分の余裕を残したまま昼休みになった。終わったー、と優ゆう馬まは伸びをする。

　と、教卓の前にでんと腰かけている某《龍騎士ナイトアノール》様が、人差し指をくいくいさせて「こっちへ来い」と示しているのが目に入った。

　十五分早く授業が終わってラッキーという喜びが、即座に風に吹かれて消えていく。

　優馬は憂ゆう鬱うつな気持ちでノエルの席に向かった。

「何？」

「あ？　口のきき方も知らんのか、ミドリムシ？」

　ドスの利いた声でノエルは言う。せっかくの美少女顔を不愉快そうにへにゅっと歪ゆがめる。ノエルはスカートのポケットから写真を数枚チラつかせた。今朝、女郎花おみなえし美み毬まりがデジカメで撮ったものだ。あっという間にプリンタで印刷されてしまった。こんなの証拠でも何でもない。ないのだけれど……。

「…………な・ん・で・す・か？」屈辱。

「頃ころ合あいもよい、血糖値を上げたいな」

　今日も食堂で奢おごらされるのか。何かもう、これ、カツアゲじゃないのか？



　一応、授業中なので辺りは静かだ。ノエルは「ビビンバー、ビビンバー♪」と即興の歌を歌っている。心の中がダダ漏れであった。一度、立ち止まり、白いハイソックスをくいくいっと持ち上げると、スキップするように歩き出す。

　優馬はそんなノエルの後ろをゆっくり進んだ。

　栗花落つゆり高校は、生徒の自主性を重んじているため、あまり縛りがきつくない。授業の邪魔をしなければ、休み時間でない時間に校舎内を歩いていても咎とがめられることはない。

　ノエルの歌も、まぁ授業妨害と言うほどではないだろう。

　食堂は第四校舎の一階にあり、二時間目の終わりくらいから開いている。たまに、近所に住む卒業生が食べに来たりもするほどだから、大らかな学校だ。

　各学年の教室は第一校舎と第二校舎に集中していて、第三校舎や第四校舎は特別教室などに割り振られている。夏休み前で変則的な時間割りの関係だろうか、特別教室は、今は使用されている気配もなく静かだった。

　ノエルは足取りも軽やかに、とてたった、と先を行く。

　校舎と校舎を結ぶ廊下。窓から差し込む夏の太陽。誰だれもいない。

　気温も湿度も高いが、不思議と穏やかな一瞬だった。

　静かだからかもしれない。校舎の白い壁が角からとろりと溶けていくように見える。

　人込みは苦手だ。みんなでワイワイと騒ぐのもあまり好きではない。

　人とかかわることは難しいと思う。人の心は目では見えないものだから。

　どうやったら相手を傷つけないでいられるだろうかと思う。

　どうやったら相手に傷つけられないだろうかと思う。

　何かをして、何かを言って。もしかしたら、それが相手に一生消えない傷を負わせることになるかもしれない。そう思ったら、怖くて躊躇ためらってしまう。

　脳裏に「ひまわり荘」で暮らす、みゆという少女が浮かんだ。心に深く刻まれた傷のせいで、話すことをやめてしまった少女……。

　優ゆう馬まの頭の中で、みゆとノエルが一瞬重なる。けれど、すぐに分離した。彼女たちはどこか似ていて、それでいて決定的に違う。もちろん優馬とも。

　誰だれかを傷つけているかもしれないという、この恐怖を、みんなはどうやって乗り越えているのだろう。そもそも恐怖など感じないのだろうか。

　あるいは、とも思う。この思いは、すごく身勝手なものではないかとも。

　相手を傷つけないためと言いながら、その本質が結局のところ自分が傷つきたくないことからくる恐怖なのだとしたら、優馬が気き遣づかっているのは、相手ではなく自分自身でしかないのだから……。

　優馬は少し顔を俯うつむかせて、左手で少し汗ばんだ首の後ろを撫なでた。上履きの先が目に入る。左手首にはあゆきからプレゼントでもらった革のバングルが巻かれている。そこに紅あかいクロスをぶら下げていた。

　顔を上げる。ノエルに追いつかないと、と思った。

　そのとき、正面から女生徒が歩いてくるのが目に入った。燃えるような赤毛の少女だ。長い髪の毛の先がくるん、くるんと跳ねている。彼女は迷いない足取りで優馬の横を通り過ぎる。鼻をくすぐるように、甘いヴァニラみたいな香りがした。少しだけ振り返る。

　可愛かわいい子だな、ちょっとだけそう思った。それから顔を戻す。ノエルは優馬を振り返らず、廊下をずんずん進んでしまう。くいっ、くいっと小さなお尻しりが左右に揺れていた。

　いけない、離されてしまった。

　ノエルを追って、廊下を走りかけた瞬間だった。不意に――。

「ねぇねぇ、きみが、ゆーまくん？」

　制服の袖そでをちょんちょんと引っ張られた。

「え？」

　突然のことで優馬は足を止める。今しがた横を通り過ぎた少女だった。

「きみが五百月いせづきゆーまくんでしょ？」

　下から覗のぞきこむようにして彼女は言う。ふわりと、また、甘い香りがする。見知らぬ女生徒に、しかもこんなに間近で話しかけられ、優馬はドキリとする。

「……えっと、ごめん……なさい。どこかで会ったこと、ある、かな？」

　本当に覚えがなかった。同級生なのか、上級生なのかも分からない。

　どこか挑戦的で挑発的なつり目が、優ゆう馬まをじっと見つめている。

　特別に小さいわけでもないだろうけれど、彼女には幼さのようなものを感じた。仕草や口調から感じるのかもしれない。制服から伸びる手足も細く長い。

　彼女は、ぺろりと舌を出し、人差し指を自分の下唇に持っていく。

「ちめーてきに美お味いしそだね、食べちゃいたいよ、調律士見習いくん」

　優馬の背筋をゾクリと冷たい汗が通り過ぎる。この一瞬に、時間が静止してしまったかのような錯覚を覚えた。夏の日差しさえ、今は熱を伴わない。

　瞬時に、頭の中で警報が鳴り響く。ヤバい。これは絶対にヤバい。

　本能が全力で危険だと告げている。それはほとんど未来予知の精度だった。

　次の瞬間、予測された悪夢的未来が展開する。



「鬼ごっこする者この指とまれハイド＆シーク♪　《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》」



　少女は、この指とまれというふうに右手の人差し指を伸ばした。その右手を中心に空間が歪ゆがむ。それは、クレイアニメを早送りで見るかのような光景だった。虚空に生じた部品パーツが、意志を持った生き物のように組み上がり、一つの物体を形成していく。現実感の希薄な一瞬だった。少女の手にはグレネードランチャーが握られていた。漆しつ黒こくのボディに毒々しいピンクのドクロマークがペイントされている。

「な……」

　優馬の頭は、状況を正しく認識できていない。

　それでも咄とつ嗟さに腰を落とし、

　弾ダンッ！

　床を蹴けって後ろに跳んだ。

　背を向ければやられるとの咄嗟の判断だった。

　左手首に下がっているクロスに意識を置いた。

　だが解除はとても間に合わない。

　少女は銃口をこちらへ定め、引ひき鉄がねに細い指をかける。

　にこりと満面の笑みを浮かべ、歌うように唱えた。



「さぁ逃げなさいラン・フオレスト・ラン」



　牙吟ガギン！

　しかし、少女の握ったピストル型のグレネードランチャーが火を噴くことはなかった。

　優ゆう馬まの目には、輝くような少女の長い髪と、彼女の凛り々りしい背が映っている。

　優馬と銃口との間に割り込んできたのは、電光石火で身を翻ひるがえした、

　――ノエルだった。

　彼女が押し殺した声で、しかし強く問う。

「何者だ、きさま!!」

　つばぜり合いのように銃身と銃身がクロスしている。ギリギリと鉄の音が響く。

　ノエルの愛銃《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》も、本来の姿――大口径へと解除されていた。

「あんたが《龍騎士ナイトアノール》のノエルちゃんね」

　つばぜり合いのさなか、少女はそう口にした。

「何な故ぜ、わたしたちのことを知っている!!」

　ガリガリと銃と銃がぶつかり合う。互いが本気で競せり合っているのが分かる。上履きが床と摩擦を起こし、ギュッと鳴った。

「知ってるも何も、きみたち有名だよ？　歪わい曲きよく師しイーサン・ソルトウォーターを倒した《龍騎士ナイトアノール》と《追儺おにやらいノ命みこと》の秘蔵っ子ってね」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの調律士としての名前が出ると同時に、ノエルは右脚を大きく蹴けり上げた。風を切る音が優馬の耳にも届く。プリーツスカートがパッと翻る。

　だが、謎なぞの少女は素早く銃を引き、身を反そらすようにして後ろへ跳んだ。彼女の赤い髪が一緒に跳ねる。

　ノエルと少女の距離は数メートル開く。少女は着地から一秒と空あけず、銃口をノエルに定めた。ノエルもまた少女へ大口径を向ける。動作のタイミングは、二人とも同時だった。

　優馬は二人の動きを目で追うのがやっとだった。

「もう一度問う。何者だ？　わたしが納得いくように答えろ。さもなくば有機分解させる」

　ノエルの激しい言葉に、しかし、少女はにまにまと笑みを浮かべた。

「何がおかしい！」

　ノエルの声が鋭く尖とがる。互いに銃を向けあったまま体勢を崩さない。

「愛いとしのゆーまくんを守ってあげてるってわけね、さすが《片手袋メイト》。感心、感心」

「違う！　全然違う！　ちょっとも合ってない。間違い。不正解」

「ふーん」と呟つぶやいて、少女はどういうわけか銃を下げた。

　優馬もノエルもそれに困惑する。

「何の真ま似ねだ？」

　ノエルのほうは構えを解かない。引ひき鉄がねに指をかけたまま問う。

「別に。だって、これはテストみたいなものだもの。あたしの自己紹介も兼ねてね」

「「テスト？」」

　優ゆう馬まとノエルは同時にそう繰り返した。

「『殴り合うこともせず、相手の何が分かると言うのか』。つまりはそういうこと」

　聞いたこともない言葉だった。ただし何となく出所が知れるような……。

　少女はくいっと銃を手にした右手を腰に当てた。その仕草は、やけに高飛車で、だが、少女には怖いくらいに似合っている。毛先が跳ねた赤い髪と、どことなく気まぐれな猫を彷ほう彿ふつとさせる瞳ひとみ。彼女が言った。

「あたしの名前は窪くぼ双ふた美び理り梨り。重層世界調律機関の《特殊追跡班レースランナー》に所属する調律士だよ。よろしくね、ゆーまくん、ノエルちゃん♪」



　　　†



「どういうことですか！」「どういうことだ！」

　優馬とノエルは同時に叫んだ。バンとデスクを叩たたきつける。

　そこは幸福商会の事務所であった。主あるじの気質をそのまま反映するように散らかっている。扇風機が生ぬるい風を送っていた。

「あー、デジャブか？　前にもこんなことあったなぁ」

　火のついてないタバコをくわえたまま、幸福商会の主である鬼おに束づか響きよう士し朗ろうはうそぶく。

　片かた肘ひじをデスクについて尖とがった顎あごを乗せていた。前髪が長く、後ろ髪が短いヘアスタイルはいつもの通り。ばさぁと面倒くさそうに前髪をかき上げる仕草は気だるげだった。

　まつ毛が長くて、スタイルも抜群、町ですれ違ったら思わず振り返ってしまうような美人ではあるが、目つきがやたら悪い。明らかに堅かた気ぎの人間の目つきではない。ファッションのコンセプトは「反権力反政府パンクス・ノツト・デツド」だろう。細身のジーンズはビリビリに破けている。

　人通りのほとんどない繁華街の裏道に隠れるようにしてたたずんでいる六階建ての共同ビル、柳葉魚ししやもビル。その五階に幸福商会はある。重層世界調律機関の支部の一つだ。

　支部とはいえ、実際には「この世界」の因果律を正常に保つために「自治的活動」を許されている。

「そんなことより、水すい蜜みつは気になることがあるのですが」

　別の声が上がった。優馬はそちらへ顔を向ける。

　栗花落つゆり高校の夏服に身を包んだプラチナブロンドの少女、白しろ銀がね水蜜が姿勢よくソファに座っていた。水蜜の眠たげな瞳が優馬を見つめている。どことなく冷たい色のその目は、すっと通った鼻筋とともに、水蜜に独特の「色気」を与えている。

　彼女は膝ひざの上に乗せていた左手の人差し指を伸ばして自分の左目の下に持っていく。

「五百月いせづき優馬、その青あお痣あざはどうしたのです？　戦闘で負ったのですか？」

　優馬は一瞬、ギクッとなる。

　以前、水すい蜜みつに怪け我がの治療のために潜在的治ち癒ゆ力りよくとやらを底上げする「暗示」をかけてもらったときの記憶がじわりと思い出された。

　白しろ銀がね水蜜。彼女もまた重層世界調律機関からやってきた調律士の一人で、《調査班シユミツトモニター》に所属している。彼女の能力は強制的とも言える暗示《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》である。ぺろりと舌を出せば、そこには魔法円が刻まれている。

　言葉によって相手を操ることができる《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》は、より強力に発動させる場合、対象者の唇を奪うのだと言う。

「ん、ホントだ。おまえ、また負けたのかよ」

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが言うと、火のついてないタバコがぷらぷら揺れる。禁煙中らしい。もっとも、いつ、タバコを吸うのをやめることをやめることやら。

「これは、ノエルに寝込みを襲われてできた痣あざです」

「ご、誤解を招く言い方をするな！　おまえが寝ているところを襲ったみたいではないか」

　心外だという顔をして憤慨するノエル。

　いやいや、こちらは人権侵害されてるんだぞ？

「そう言ってるんじゃないか。一二〇パーセント合ってる言い方だよ」

「何だ、その二〇パーセントは。わたしは、ちゃんと謝罪しただろう」

「腕組みして、頭も下げずに『悪かった』と言うのが、きみの謝罪なのか？」

　ノエルはへちゅっと唇を歪ゆがめた。

「ま、上手くやってるみてぇじゃねぇか。よきかな、よきかな」

　鬼束響士朗はカカと笑う。

　少しもよくない。不幸が一定ポイント溜たまったら、何か素敵な景品と交換できるシステムだったらいいのに、と優ゆう馬まは思った。

「そんなことこそ、どうでもよい。脱線させるな、優馬！」

　ノエルがバンバンと、またデスクを叩たたく。

「僕じゃなくて水蜜が……」

「おまえの目に青痣などあるから悪い」

　だからそれは、きみがやったんじゃないか。

「ねぇ、ここの人たちってみんな、ちめーてきに仲悪いの？」

　まとまりない会話に焦じれたように窪くぼ双ふた美び理り梨りが口を開いた。

　ノエルは唇をへちゅりとさせたまま、理梨を指差す。

「響士朗！　何な故ぜ、ここに《特殊追跡班レースランナー》がいるのだ!?」

「それは機関から派遣されてきたからだよ。当然じゃない、ノエルちゃん」

　鬼束響士朗ではなく理梨が答えた。

「つーわけだ」

「いや鬼おに束づかさん、端折はしよりすぎで分かりません。そもそも、レースランナーって何です？」

　優ゆう馬まが鬼束響きよう士し朗ろうのいい加減な発言に突っ込むと、理り梨りがとことこと優馬のそばに近寄る。甘いヴァニラの香りが鼻をくすぐる。

「あたしはね、ゆーまくんを守るために来たんだよ」

　理梨は、人差し指を伸ばして優馬の胸を押す。つんと押されて優馬は少しよろけた。

「優馬を守る？　どういうことだ？」

　訊たずねたのはノエルだった。声にはどこか不機嫌そうなものが混じっている。

　守るということは、裏返せば優馬が狙ねらわれているということ…………なのか？

　すると、すぐさま理梨が答えた。

「螢ほたる火び鉄葉ぶりき」

「螢火鉄葉……？」

　優馬は呟つぶやく。ただ、言葉を繰り返しただけで、もちろん知らない名だった。

「きみたちが倒したイーサン・ソルトウォーター、覚えてるでしょ？」

　優馬の脳裏に、顔の左半面を仮面で隠した男が思い浮かぶ。

　歪わい曲きよく師しイーサン・ソルトウォーター。《影を歩む者シヤドウ・ウオーカー》と呼ばれた機関の元調律士。《歪曲》の悪用により収監された男だ。だが、イーサンは機関の収容所から脱獄した。その際、九九九人の絶望と引き換えに持ち主の願いを叶かなえるという魔法具《混沌の柩パズル・ボツクス》を盗み出した。



    

  
    
      



    

  
    
      　ノエルは重層世界調律機関《統括府フラツトリザード》の命でイーサンの討とう伐ばつと《混沌の柩パズル・ボツクス》の奪還のため、この栗花落つゆり市しへとやってきたのだ。

　優ゆう馬まはそんなノエルとともに戦い――そして、イーサンをその手にかけた。

　はずだった。しかし、イーサンの遺体はいまだ発見されていないと聞く。

　ほんの少し前のことなのに、遠い昔に観た映画みたいに記憶が曖あい昧まいになっている。

　イーサンは《死者恋ネクロマンテイツク》という能力で死者に擬似的な魂を込め、操ることができる。さらに、《歪わい曲きよく》を駆使しても不可能とされている「瞬間移動」をも可能にしていた。「永遠の命」、「死者の蘇そ生せい」、「絶対の平和」、「究極の真理」……、どれもまだ完全な形では可能とされていない。「瞬間移動」もその一つだ。マンガのように一瞬で移動などできるものではない。裏技がないでもないが、少なくとも戦闘中に使えるようなものではない。

　イーサンはそれを可能としていた。仮面の下に隠されていた彼の奇妙な左の目《見閉じられた魔眼アイズ・ワイド・シヤツト》、あれが関係しているのだろうか？

　イーサン・ソルトウォーターは生きているのか、それとも……。

「イーサンと、その螢ほたる火び鉄葉ぶりきとの関係は？」

　優馬の問いに、理り梨りは口の中でゆっくり言葉を転がすようにして答えた。

「螢火鉄葉はイーサン・ソルトウォーターを脱獄させた人物なんだよ」

　理梨は人差し指を立てる。そのまま事務所の中をぐるぐる歩き出した。

「螢火鉄葉。クオータニオンに所属する歪曲師。螢火が関わったとされる事件は、確認されているだけで軽く三十は超える。しかし、第一級指名手配犯でありながら、その容姿、年齢、性別までも一切の詳細が不明のため、捜査は遅々として進まない。イーサンを脱獄させた人物と言われてはいるけれど、その姿をはっきりと確認したものは皆無」

「姿は確認できていないのに、イーサンを脱獄させた人物だって分かるの？」

　優馬は当たり前の疑問を口にした。

　すると理梨は、優馬の正面で立ち止まる。ふわりと彼女の髪が揺れた。片手を腰に当て、立てた人差し指を優馬に突きつける。

「螢火鉄葉に遭遇した調律士の生還率は一割に満たないんだよ」

　理梨のぴんと伸びた人差し指がそのまま「一割」の「一」を示しているようだった。

「仮に生き残っても、ちめーてきな傷を負って再起不能ってのがほとんど。つまり、螢火鉄葉の姿を見て、まともに生きてる人間はほとんどいないってこと」

「……そんなヤツが、イーサンを脱獄させたのか？」

　優馬は、ほとんど無意識のうちにノエルを見み遣やった。

　ノエルは何かに耐えるように赤を含む唇を固く結んでいた。優馬の視線に気づいて、ふん、と長い髪を払う。

「水すい蜜みつが聞いたところによると、イーサン・ソルトウォーターを脱獄させたのは二人組だったようですが？」

　声がしたので、優ゆう馬まは、今度は水蜜に視線を転じる。

　水蜜はきちんと膝ひざの上に手を置いたままソファに腰掛けていた。

「もっとも目撃者はその後、息を引き取ったので、今では確認のしようもありませんが」

　イーサンを脱獄させたのは螢ほたる火びと、もう一人の誰だれか……。

　そいつは何者だ？　それは何か重要な情報に思えた。

「ま、とにかく謎なぞの多い歪わい曲きよく師しなんだよ。で、さっきの質問の答えだけど、《特殊追跡班レースランナー》ってのはね、《調査班シユミツトモニター》みたいな広範囲の調査ではなく――」

　理り梨りは、広範囲を示すように両手を大きく広げる。

「もっと一つの事件に専念するような部署なの。平たく言えば、要注意人物を追いかけるのが仕事。《調査班シユミツトモニター》は主に後方支援を担になうんだけど、《特殊追跡班レースランナー》は斬きり込こみ隊みたいなもんかな。勇敢なる戦士の集まり」

　水蜜が眉まゆをぴくっとさせたように見えたが、優馬はそれには反応しないでおく。

「きみは、螢火鉄葉ぶりきを追いかけている？」

「そ」

　こっくんと大きく頷うなずく。くるんと跳ねた赤い髪が揺れた。

　そんな危険な人物を、こんな細腕の少女が一人で追いかけているのか……と思ったのと同時に何か引っかかる。……ん？

「あれ、でもさっき、きみは――」

　優馬が言いかけると、

「螢火鉄葉が、こいつを狙ねらっていると言うのか？」

　ノエルが固い声で理梨に訊たずねた。こいつ、と優馬を指差す。

「そーゆーこと」

　理梨のほうは軽い口調で認め、くりくりとした猫のような瞳ひとみを優馬に向けた。

「は？　え？　何、それ？」

「おまえは今や有名人ということだ。イーサンを倒した調律士見習いとしてな」

　ノエルは長い髪を後ろに払い、腕を組む。金色の髪飾りが光を反射する。

「イーサンの遺体が発見されなかったのは、螢火鉄葉が一枚噛かんでいるからか。なるほどな、合点がいった」

　螢火鉄葉。目撃者の生還を許さないような歪曲師。イーサンを脱獄させた人物。そんな危険なヤツに自分は狙われている？　どうして？　せっかく脱獄させた仲間をやられたことに対する報復か？　それにしては、何となく腑ふに落ちない……。

「情報の精度は？」

　ノエルが理り梨りに問いただす。

「信用のおける情報源ソースからのタレ込みだから、まず間違いないよ。事実上、螢ほたる火び鉄葉ぶりき自身が五百月いせづき優ゆう馬まを狙ねらうって犯行声明出したようなもん」

　ふと、ノエルが、理梨が、水すい蜜みつが、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが、優馬をじっと見ているのに気づいた。

　それぞれが優馬を視界に入れている。そして、四人は何な故ぜか輪唱するように言った。

「ヤバいな」「ヤバいね」「ヤバいですね」「ヤベェな」

「殺されかねん」「ちめーてき」「貧弱そうですね」「噛かませ犬っぽ」

　傷つくっちゅーねん。

「……ねぇ、みんな。もっと、オブラートに包んでくれよ」

　鬼束響士朗は愉快気に眉まゆを持ち上げた。

「まぁ、こういう事情だからよ、五百月。おまえの警護には、螢火鉄葉の調査を専任していた理梨がつく」

　それから、さらにノエルに目をやった。

「ノエルも五百月の警護に専念しろ。これは正式な仕事だ。つまり命令」

　ノエルは少しだけ眉を寄せる。

「構わないが、いっそここに監禁したらどうだ？　手間が省けるだろう」

　何でノエルはすぐにそういうこと言うかな。

「わたしも忙しいんだよ。別件の依頼もあってな。神隠しとかなんとか。だから、五百月の警護とか、ぶっちゃけどうでもいい」

　最後のひと言は結構ひどいよ？　それはいいとして。いや一つもよくないのだが。

「神隠しですか？」

　優馬は訊たずねる。

「ん？　ああ。何だ、知ってるのか？」

　鬼束響士朗は邪魔そうに前髪をかきあげた。切ればいいのにとちょっと思う。

「はい、ちょっと」

　あゆきが話していたことを思い出す。平ひら木き渉あゆむという女生徒の失しつ踪そう。

　優馬が答えると、鬼束響士朗はイスに深く腰かけなおした。思案顔で、火のついていないタバコを唇でぷらぷらさせる。それからこう言った。

「神隠しは子供ばかりが消えるものだ。どうしてだか知ってるか、五百月？」

　優馬は首を横に振って「いいえ」と言った。

「児童遺棄ですね」

　そう答えたのは水蜜だった。涼しげな声だった。

　鬼束響士朗が頷うなずいて見せる。

「あぁ、昔は育てられない子供は捨てたんだ。それを神隠しに遭って消えたと言った。公然の秘密だったわけさ。神隠しが減るのは、国勢調査以降、人口の把握がはじまってからだな。だから現代はそういう神隠しは少ない」

　児童遺棄、優ゆう馬まの胸を締めつける言葉だった。親に捨てられた子供たち。産んだはいいが、欲しいものと違ったからと、捨て置かれる小さな命。

「とはいえ、神隠しが存在しないわけじゃねぇ。何かの加減で歪ゆがんだ時空に迷いこんじまった結果、神隠しに遭う事例ってのはあんだよ。偶発的な《歪わい曲きよく》だ。これは『境界』で起こりやすい。時刻は、昼から夜へ移行する夕刻『逢おう魔まが時とき』。場所は四つ角、十字路、道が交差する場所『辻つじ』。ま、資料を見た限りじゃ、ただの家出だと思うんだけどな。ただ、気になる名前が挙がっているのも事実だ」

「気になる名前ですか？」

「アラン・スミシー」

　その名前に鬼おに束づか響きよう士し朗ろうを除く全員が首を傾かしげた。

「……誰だれです？」

「おまえ、映画とか観る？」

「いえ、あんまり……」

「じゃ、いい。忘れてくれ」

「そうですか。あの、神隠しが螢ほたる火び鉄葉ぶりきと関係あるってことは？」

「知らん。不明だ。おまえは自分の心配だけしろよ。あの螢火鉄葉に狙ねらわれてんだぜ？　とりあえず理り梨りはおまえんとこで面倒見ろ。うちに置くのめんどくせぇし」

　何だか、どっかで聞いたセリフだった。

「あぁ逆か。おまえんちで面倒見てもらえばいい」

　妙な具合にねじれていて、理解できないよ、その概念。



　　　†



　発条ぜんまい館かんの一〇五号室、その隅っこで、優馬は膝ひざを抱えて座っている。口を挟む余地は一ミリもない。電子顕微鏡で探してもないだろう。

　開かずの窓の外はとっぷりと暮れている。

　一〇三号室に居を借りているノエルは、今は理梨に向かって何やら説明をしていた。

「――というわけで、ここは風ふ呂ろが一つしかない。よって、下等生物が偶然を装って覗のぞきにこないとも限らんので重々注意しろ」

　どういうわけかノエルは少し不機嫌そうだった。《龍騎士ナイトアノール》としてのプライドの問題なのかもしれない。優馬の護衛くらい一人でもできる任務だ、と。

「ふーん。でも、あたしの任務はゆーまくんの護衛だし、お風呂一緒でもへーきだよ？」

　理り梨りは、こちらを見ながら、とろっと笑った。ご馳ち走そうを前にしたような笑みだった。

「は、はは……」

　ゾッとしない。

「きさまに恥じらいはないのか！」

　ノエルは、がすん、がすん、と足を踏み鳴らす。制服のスカートがそのたびにふわふわ舞う。性格の不一致というのもあるのかもしれない。高校球児くらい硬派（？）なノエルに、理梨の態度は不謹慎に思えるのかもしれない。

　どうでもいいけど、畳が抜けるからやめれ。

「でもでも、ノエルちゃんもイーサン討とう伐ばつの任務のときは、ゆーまくんとずっと一緒だったんでしょ？　それってズルくない？」

「ズル……何をわけの分からないことを言っている！」

「あー、ゆーまくんは自分のものだから新参者にはやんないよってこと？」

「こいつはただの《片手袋メイト》だ！　それ以上でも以下でもビフォアーでもアフターでもない！」

「ぶー」と、理梨は幼い仕草で唇を尖とがらせると、くるっと優ゆう馬まを見た。

「ねぇねぇ、ゆーまくんはあたしとノエルちゃん、どっちとお風ふ呂ろ入りたい？」

「そんな話はしてなあぁぁぁぁぁぁぁぁぁいっ！」

　ノエルが甲高い声で吠ほえる。がすんがすん。畳が踏みしめられる。

　優馬はげんなりして、そろそろとタオル片手に部屋を出た。自分の部屋なのに、全然ゆっくりできないって、これ何の罰ゲームなんだろう。

　と。

「管理人は見た」

　発条ぜんまい館かんの管理人、女郎花おみなえし美み毬まりがいた。廊下の曲がり角から分かりやすく顔を出している。人を舐なめたようなタレ目がじとーとこちらを捉とらえている。

「家政婦は見たっぽく言われても……」

「ゆまにゃんって知らなかったけど、結構、女たらし？　モテなさそうなのに」

「大きなお世話だよ」

「噂うわさじゃ、幼なじみも一人キープしてるらしいじゃん」

「あゆきに対して失礼です」

「ふむふむ、あゆきっちね。あと、八歳の女児をたぶらかしてると。どの娘が本命だい？」

「そういうんじゃありませんから」

　優馬を守るという任務を負った二人は今、優馬そっちのけで一〇五号室を占領している。

　世の中は往々にして理不尽である。優馬は、きししきししと軋きしむ廊下を進んで、女郎花美毬を通り過ぎる。

「どこ行くのー？」

「今のうちにお風ふ呂ろ入ります。これが一番安全だ」

　一人で静かに暮らせる日は遠い。



　ようやく就寝が許可されたときには深夜零時を過ぎていた。

　今日一日（というか昨日の一日）、まったくと言っていいほど心休まる瞬間がなかった。

　せめて静かに寝かせてほしい。

　何な故ぜ、なかなか就寝時間にならなかったかというと、またもノエルと理り梨りがもめたからであった。朝まで生討論会する気かと思ったほどだ。勘弁してくれ。いやいやマジで。

　ノエルの主張は、「おまえ（優ゆう馬ま注・理梨）はわたしと一緒に一〇三号室を使用すればよい」と、いうものであった。女郎花おみなえし美み毬まり支給のパジャマ姿で、腰に手を当てていた。

「えー、ゆーまくんを守るには同室したほうがいいよ。じゅるり」

　しかし理梨は、そう言って譲らなかった。理梨はタオル地のショートパンツとＴシャツを支給されていた。丈が短くて、動くと小さなおへそが見えた。

「今のじゅるりは何だ！」

「ノエルちゃんはちめーてきにうるさいな。何もしないよ。そんなにゆーまくんが心配なら、三人一緒に川の字で寝ればいいじゃない。ゆーまくん挟んでさ。半分こしよ」

「な!?」

　ノエルは理梨の提案に目を剥むき、ついでに牙きばも剥いた。

「心配じゃない。誰だれがこんな発育不全のシシトウみたいなヤツの心配などするものか！」

　シシトウて。あと、半分こって……何か怖いよ。

　ギロ。どうしてだか、ノエルは優馬を睨にらんだ。めっちゃ怖いんスけど。

「もういい。勝手にしろ！　どうなろうとわたしの知ったことではないわ！　わたしは自分の部屋に戻る！　ついてくるなよ！　来たら殺す！」

　行かないよ。

　ダンダンと乱暴に足音を鳴らして、ノエルは優馬の部屋から出ていこうとして――。

　つるっ。畳の上で足を滑らせた。

「ひうっ」

　びってん。したたか、お尻しりを打ちつける。

「………………ノ、ノエルさん？」

　まさか、エリート調律士《龍騎士ナイトアノール》の一人であるノエルが、滑って転んでお尻を打つなんて……。アレだ、えーと、猿も木から落ちる。

　ぷしゅーっとやかんから蒸気が溢あふれるみたいな音が聞こえた気がした。

　ノエルの耳は真っ赤である。ノエルはゆっくりとこちらを振り向く。

「何か見たか？」

　青い瞳ひとみには、ぐるーっ、ぐるーっと狂気とも凶器ともつかないものが渦巻いていた。

「何も見てございません」と、優ゆう馬まは言った。



　そんなこんなで、結果的に、理り梨りは優馬の部屋で寝ることになってしまったのである。それが深夜零時だった。優馬は理梨のためにせんべい布団を敷いた。敷きながら、また押し入れで寝るかなぁと思った。

「二人っきりだね……ぽ」

　理梨は布団の上に座り、いかにも演技っぽく両の頬ほおに手を添えて「ぽ」とか言う。六畳一間に布団一枚の状況で言わないでほしい。ショートパンツから覗のぞく細い脚とか、動くたびにチラチラ見えるおへそとか、目の毒だ。

「ねぇ、窪くぼ双ふた美びさん」

　呼びかけて、優馬も畳の上で胡坐あぐらをかいた。

「理梨って呼んでよ」

　優馬は左手で首の後ろを撫なでる。紅あかいクロスが視界の隅で揺れた。

「ねぇ、理梨」

　呼びかけると、「何、何？」と理梨は顔を寄せてくる。ふわんと甘い香りがした。女の子って何もつけてなくても甘い香りを漂わせているものなのか……。

　少し腰が引けたが、咳せき払ばらいをして優馬は続ける。

「きみが仕事とはいえ、僕を守るためにしてくれることはありがたいことだけど……その、ノエルをからかい過ぎるのはちょっと……。ほら、ノエルって真面目まじめだし――」

　融通が利かなく、一直線で、プライドも高くて、ちょっと乱暴で、やたら大食いだけど……思うとちょっとムカつくけど、でも憎めない。ノエルは損な性格をしている。

　たぶん、ノエルは手を抜くのが下手くそなんだろう。そう思う。力加減が上手くない。いつでも全力投球で、一生懸命で。

　世の中は上手に手を抜けるヤツが取り仕切ってる。だから適当なところで加減できないヤツは上手に生きられない。そういうのが分かるから、自分もそうだから、憎めない。

　言うと、理梨は表情を改め「ふーん」と呟つぶやいた。下唇に指をあてる。

「短いつき合いとはいえ、《片手袋メイト》らしいことを言うんだね」

　ノエルの《片手袋メイト》、そう言われることに優馬は違和感を覚える。自分とノエルとでは差がありすぎるからだ。対等ではない。ノエルと対等になるために、何かをしなければならない気がする。でも、具体的に何をすればいいのかは分からない。あるのは漠然とした焦あせりだけだ。

　バランスの悪いこの関係を果たして《片手袋メイト》――パートナーと呼べるのかどうか。

　今の関係は、ノエルという大きな存在に守られているだけにしか思えなかった。まして、今回は護衛だと言う……。

「《片手袋メイト》らしいかどうかは分からないけど……」

　そこで、ふと思った。

「あれ、そう言えば、理り梨りの《片手袋メイト》は？」

　メイトとは文字通り手袋の片一方を意味する言葉で、調律士はパートナーのことをよくそう呼ぶ。調律士は二人一組で行動するのが普通だからだ。二人一組でないにしてもチームで動くのがほとんどで、単独で行動することは稀まれである。

　それはもちろん「危険」という概念からきている。一人では危険なのだ。だから助け合う。自分の背中を預ける相手が必要だ。

「いないよ。あたしは特別なんだもん」

　理梨はくすりと笑う。特別。それは、彼女が《特殊追跡班レースランナー》であることと何か関係があるのだろうか？

「きみ一人で螢ほたる火び鉄葉ぶりきを追っているの？」

「そだよ」

「《特殊追跡班レースランナー》は、みんな単独行動するものなの？」

「別にそうじゃないよ。特別なのはあたしだけ。あたしだから特別なの」

《特殊追跡班レースランナー》だからではなく、窪くぼ双ふた美び理梨だから特別。どういうことだろう。

「平気なの？　螢火ってヤツはかなり危険人物なんだろう？」

「危険は承知の上。何、あたしのこと心配してくれてるの？　あ、ゆーまくん、もしかしてあたしに惚ほれちゃった？　困るなー、あたしはゆーまくんの護衛なんだし、護衛対象者と特別な関係を結ぶのはちめーてきに問題ありだよねー。でも、チューだけなら」

　言って理梨は目を閉じ唇をむにゅーと尖とがらせる。そのまま優ゆう馬まとの距離を縮めてきた。優馬は「ちょっと待って、ちょま」と、理梨を押しとどめる。ノエルとは違って、理梨は悪ふざけタイプらしい。これはこれでやりづらい。ぐいーと理梨をひきはがす。

「僕が言ってるのは、きみに危険な目に遭ってほしくないってことで、つまり、僕は誰だれにも傷ついてほしくないんだ」

　理梨は一度、大きく目を見開き、それから逆に細める。

「ふーん、ゆーまくんは優しいんだね。それが命取りになんないといいんだけど」

　命取り。言葉が心に刻まれる。

「でもでも、きみならあたしの《片手袋メイト》にしてあげてもいいかな」

　意味深なことを言う。

「僕を？　でも、僕はただの見習いだよ」

「そんなことないよ。《龍騎士ナイトアノール》であるノエル・ローゼンバーグの極秘任務の際に、急きゆう遽きよ、彼女の《片手袋メイト》に任命された調律士見習いくん。だけど、見習いとは思えないほどの戦果を残したね。イーサンを倒し、ノエルちゃんを救い、《混沌の柩パズル・ボツクス》を奪い返すことにも成功した。これだけプロフィールに載せてれば、引く手数多あまたじゃない？」

「……買いかぶり過ぎだよ。それに結局イーサンは……倒せたのかどうか分からないし」

　言いながら、その結果は優ゆう馬まを少し安あん堵どさせてもいた。あのときの記憶がいくら曖あい昧まいだからと言って、人の命を奪ったのだとは思いたくなかった。

「んー」

　理り梨りは下唇に人差し指を当る。それから、にゅっと優馬に顔を寄せた。

　甘いヴァニラの香りを乗せて、理梨は囁ささやく。

「ねぇ、ゆーまくん」

「な、何？」

　これはきみだから言うんだけど、そう前置きして理梨は言った。

「ノエル・ローゼンバーグをそんなに信用しないほうがいいよ」

「え？」

「これは、きみのために言ってるの。ノエルちゃんには、きみの知らない色々なことがあるよ？」

「そんなことは」

　ない、とは言い切れなかった。優馬はノエルのことを何も知らない。それは真実だ。

「昼間、幸福商会で白しろ銀がねちゃんが言ってたよね？　螢ほたる火び鉄葉ぶりきは、イーサン・ソルトウォーターを脱獄させた犯人だけど、イーサン脱獄の現場では、もう一人目撃されてるって」

　優馬はこくこくと頷うなずいた。だが、理梨が何の話をしているのか理解できなかった。

「そもそも、螢火鉄葉は機関の収容所にどうやって侵入したんだろ？」

　理解できない――そのはずなのに冷たい汗がよぎる。

　急に、この一〇五号室が異空間にでもなったような感覚……。

「誰だれかが内側から招いた、そうは考えられない？」

「何を言って……」

「ねぇ、もしかしたら、全部、仕組まれていたとしたら？　機関の元調律士イーサン・ソルトウォーター、正体不明の歪わい曲きよく師し、螢火鉄葉、そして《穢憑ケガレツキ》の《龍騎士ナイトアノール》」

《穢憑ケガレツキ》という言葉に、息が止まりそうになる。

「どうしてイーサンの遺体は発見されなかったの？　ううん、きみは本当にイーサンを倒したの？　だって、きみは気を失ったんでしょ？」

　咽の喉どの奥が急激に熱を持つ。言葉が上手く出てこない。

「すべてはつながっているかもしれないよ？　そう言えば、イーサンが盗んだ《混沌の柩パズル・ボツクス》だけど、あれは、九九九人の絶望と引き換えに持ち主の願いを叶かなえてくれる魔法具なんだ。ところで、ゆーまくん。きみはノエルちゃんが一体、どうして《穢憑ケガレツキ》になったか知ってる？」

　理り梨りの言葉が洪水のように押し寄せる。頭の後ろが痺しびれてでもいるように思考が鈍る。

「たった十二人にしか与えられない栄誉ある称号《龍騎士ナイトアノール》でありながら、《穢憑ケガレツキ》だなんてちめーてきに前代未聞なんだよ？　公式には発表されてない。きみは機関を知らないみたいだから事の重大さが分かってないようだけど、超絶Ｓ級のトップシークレットなの」

　理梨はそこで区切り、ゆっくりと優ゆう馬まの頬ほおに手を伸ばして、そっと触れた。理梨の手は暖かくて、柔らかくて、滑らかだった。それを振り払うことはできなかった。理梨の猫のような瞳ひとみから目が離せない。

「ねぇ、ノエルちゃんは、もしかしたらまだ諦めていないのかも」

「……諦あきらめて、いない……？」

「そう。たとえば、ノエルちゃんは《混沌の柩パズル・ボツクス》を欲ほつしていたのかも」

　何のために？　口を衝ついて出そうになった。

「だって、ノエルちゃんは――」

　だが、

「いい。言わないでいい」

　咄とつ嗟さに、優馬の頬に触れていた理梨の手をぎゅっと上から掴つかむ。左手首に巻いている紅あかのクロスが理梨の細い腕にぶつかった。

「ノエルはそんなことしない。イーサンを脱獄させても、螢ほたる火びを手引きしてもいない」

「そう言うのは、ゆーまくんがノエルちゃんを知らないからだよ」

「知ってる」

「知らないでしょ？」

「うん。だから、ノエルのことを知らないってことを知ってる。ノエルが……《穢憑ケガレツキ》とかいう罪を背負ってるらしいってのは……何となく聞いた。でも、僕はそういうのよく分からない。ちゃんと聞かなきゃって思う。でもそれは、ノエル自身から聞きたいんだ。それも僕が催促したからじゃなくて、ノエル自身が話してくれるようになったときに。詮せん索さくしたくない。だから、理梨からは聞かない……あ、いや、ごめん。きみが悪いとかじゃなくて、これは、何て言うか、僕なりの覚悟って言うか……」

　上手く説明できず、優馬の言葉は途切れてしまう。

　一方、理梨は、

「ふーん。いいね、そういうの」

　冷めた対応をされるかとも思ったが、顔は笑みの形であった。

「そう、かな」

「うん、いいよ、とっても。ちめーてきに」

　致命的に？　命にかかわるレベルってこと？

「ノエルちゃんのこと信頼してるんだ。ううん、信頼したいんだ。仲間だから、仲間になりたいから無条件で信頼する。ゆーまくんはノエルちゃんと本当の仲間になりたいんだ」

　そして、理り梨りはカナダの大都市みたいな表情を浮かべた。とろんと。

「何か、あたし、ゆーまくんのこと、本気で好きになっちゃうかもしれない」

「へ？」

　次の瞬間、理梨はがばちょと両手を広げると、ガゼルを襲うチーターの要領で優ゆう馬まに抱きついてきた。覆いかぶらされたのに、理梨はとても軽かった。

「ねぇ、ゆーまくん♪」

　甘い吐息がわふっと香る。ぷにっとした理梨の肌がぴっとりと密着する。や、柔やわい……じゃない。優馬はぐいーと理梨を押しやると声を裏返らせながら、

「も、もう、遅いから、ねねね、寝ないと」

　がちょんと間接が錆さびたロボットのように立ち上がり、優馬は押し入れに直行する。

「そんなとこじゃなくて、こっちで眠ればいいのに」

　ノエルを部屋に泊めたときとは大違いの温かい言葉ではあったが。

「いや、自分、ここで、平気スから」

　言って、優馬は押し入れを閉めた。一睡もできなかったのは言うまでもない。
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　要人警護の任務において、ボディーガードが一人、二人などということは通常ありえない。対象者の安全を二十四時間確保するには、最低でも十五人は必要だと言われる。

　指揮者の統率のもと、身辺警護チームに監視チーム、移動チームなどに分かれる。

　何な故ぜかと言えば、警護の目的は事後の対応ではなく、そもそも「暗殺は不可能だ」と敵に悟らせることが目的だからだ。「狙ねらえる」と思わせてしまった瞬間に任務は失敗と言っても過言ではない。だから、警護は長期戦なのである。

　その意味で、対象者の健康にも気を使わなくてはならない。何者かに狙われているという状況下で受けるストレスは並大抵のものではない。身辺警護チームは、対象者の健康を常に把握し、ケアに努める必要もある。あるのだが……。

　どうしてだか、優馬は胃が痛くて仕方ない。キリキリ、キリキリ。

　一夜明けて。空は、いっそ罪深いとさえ思える青色だった。雲一つない。木々の、ブランコの、郵便ポストの、自動販売機の足もとに、くっきりとした影が落ちている。

　優馬はそっと溜ため息いきをついた。冬でもないのに白っぽい息だったのは、もしかしたら魂が抜けかけていたのかもしれない。

「そんなにベタベタくっつくな。いざというときに身動きが取れんではないか」

　前を行くノエルが、長い髪をいらだたしげに振り乱しながら言った。振り返ったその顔は、実に不愉快そうだった。宝石みたいな青い瞳ひとみはぐるぐる渦巻いている。

　ノエルを不愉快にさせているのは、優ゆう馬まではなく、優馬の腕にぺとっと、くっついている理り梨りだ。そのはずだ。だが、何な故ぜか睨にらまれているのは優馬だった。何でー。

「羨うらやましいんなら、ノエルちゃんも腕組めばいいじゃん」

　理梨の赤毛が、ふわんと揺れて、優馬の顎あごの下をにゅるんと撫なでた。触手!?

「羨ましくなどないッ！　どいつもこいつも何を考えているのだ!!」

　人類を滅ぼしかねない具合にノエルは激怒している。

　そんな登校風景だった。

「あぁ、胃が痛い……」

「何か言ったか？」

　ノエルが肉食獣みたいに、がるると呻うなる。

「何でもないよ」

「ふん」

　ノエルは小さな鼻を鳴らして、がっす、がっすと先を行ってしまった。

　が、びたっと歩行を止め、くるっと踵きびすを返すと、たたたたと小走りで戻ってくる。

「おい、優馬」

　ばちん。優馬はノエルの両手で頬ほおを挟まれた。

「はんへふは何ですか？」

　ノエルはむすっとした表情のままだった。唇を二等辺三角形に尖とがらせている。金色の髪飾りが太陽を反射して眩まぶしいス。

「きさま、わたしがやった指輪はちゃんと持っているか？」

　指輪。それは《龍騎士ナイトアノール》を証明する刻印の指輪だ。ノエルがイーサンとの決戦を迎える前に優馬に託した指輪。結局、今もまだ返せていない。優馬が返すと言っても、ノエルが受け取ってくれないのだ。鎖に通された指輪をノエルは首にかけていたが、優馬はポケットに入れて持ち歩いていた。

「はふほあるよ」

　優馬は左のポケットに手を入れて、鎖を手繰り寄せる。引き抜いてノエルの顔の前でかざした。一緒に優馬の紅あかいクロスが揺れる。

「へぇ、これが《龍騎士ナイトアノール》の指輪なんだ」

　理梨がどこか感心したような声で言った。

　ノエルは硬い表情を少しだけ柔らかくして、こくりと頷うなずく。

「よし。いいか？　この指輪は、代々の《龍騎士ナイトアノール》の間で受け継がれてきたものだ」

　優ゆう馬まはノエルの青い瞳ひとみをじっと見つめる。

「《龍騎士ナイトアノール》の定員は常に十二人で、先代が職を辞すると同時に、後継者に席が譲られる。その際に、この指輪の授受が行われる。指輪は何代もの《龍騎士ナイトアノール》と戦場をともにしてきた。幾人もの《龍騎士ナイトアノール》と接するうちにこの指輪そのものにも加護の力が備わった」

　ノエルはもう一度頷うなずく。

「つまり、この指輪はきっとおまえを守る。肌身離さず持っていろ」

　優馬もノエルにつられて頷いた。



　教室に入ってもノエルと理り梨りは何やかやと言い合いを続けていた。優馬はちっとも護衛されている気になれなかった。どころか、二人が言い合いをしているので妙に周囲の視線が気になった。すごく見られていた。プリーズ、心の平穏。

　――そして。

「ねぇねぇ、優馬、あたしね、綾あや乃のさんに――」

　そう声をかけてきたあゆきは、次の瞬間には声のトーンを一段低くしていた。

「…………………………何、ちょっとどういうことよ、これ？」

「僕も何が何だか……」

　優馬は、もごもごと答えた。

　朝のホームルーム前、一年六組の教室は、表層的に普段と何ら変わりないが、それはあくまで表向きだけだった。窓際の優馬の席の後ろは、本来はあゆきの席である。だが、今はノエルが腕組みをして座っていた。そのせいなのか、優馬はさっきから背中がヒリヒリする。紫外線かあるいは放射線が発せられているのかもしれない。

「あたしの席にノエルさんが座っているのは何でなの？」

　あゆきの声は電動のこぎりチエーンソーのエンジンをかけるように凶暴だった。

「い、いやぁ……」

「で、お隣さんは……えーと」

「あたし、窪くぼ双ふた美び理梨、よろしくね」

「うん、そう、窪双美さん。で、何でどうして何ゆえに優馬の机に自分の机をくっつけてるわけ？　つーか、二人、近いんだけど？」

　優馬の隣の机をぐいと寄せて、そこに窪双美理梨が座っている。見知らぬ生徒であるはずだが、そこは一時的な調律作業の結果とか何とか説明された。

　優馬は最近になってつくづく思うようになった。調律士というのは適当な理由をでっちあげて、よく《歪わい曲きよく》を行っている気がする。それ一応、重罪なんだけどね。

「さ……さぁ」

　自分、指名手配中の歪曲師に狙ねらわれてるんで、なんて言えるわけない。

　即答を求めるあゆきの目から逃れるため、優ゆう馬まは顔を伏せた。

　教室にさらっと紛れ込む記憶操作を可能とするなら、この状況を誰だれも不思議がらないように上手く調律でも《歪わい曲きよく》でもしてくれよ。

　そう思ってチラと理り梨りに視線をやると、理梨はにまにまとやけに嬉うれしそうに笑っていた。あるいはわざと中途半端な状況にして楽しんでいるのかもしれない……。

　クラスメイトたちは、こちらをチラチラ窺うかがいながらヒソヒソと何か話し合っている。

　勘弁してくれ……。

「ごめん、あゆき。その、これには色々事情があって、あとでちゃんと説明するから」

　言いながら、あゆきに説明する機会など一生訪れないのではないだろうかと優馬は思った。だとしたら、これは意識的な嘘うそだ。あゆきに嘘をついている。

「別にいいし、説明とかしなくて。察するし」

　あゆきはスカートのポケットに手を入れた。

「そうもいかないだろ？　何だよ、察するって」

「よかったね、カワイイ女の子二人に好かれて」

　この世には何一つよいことなどないのだ、という口調だった。あゆきは真夏にもかかわらず氷点下に達した冷たい双そう眸ぼうを向けてくる。

「違うって」

「あたしはゆーまくん好きだよ？」

　何、余計なこと言ってくれてやがるんですか理梨さん？　ややこしくなるから悪ふざけはやめてくれ。

「ほら」

「ほらって、違う違う」

「見苦しいな」

　背後でノエルが言った。

「ぐ……な、なぁ、そう言えば、さっき何か言いかけたよね？　何？」

　話題をスライドさせようと試みるも、

「別に何でもない。優馬は忙しいみたいだし」

　あえなく撃沈。

「そ、そう……」

「ただ教室でイチャイチャすんのはやめてよね？」

「だから違うって。これには事情があるんだ」

「深くてあさーい事情がね」と理梨が言う。

「浅いんだ」

「いや深いって」

「いいよ、そんなわたわた言わなくても。怒ってないし」

「むしろ怒ってるし」

「怒ってない」

「怒ってるじゃないか」

「怒ってない」

「いや――」

「怒ってないってば！」

　ぐさり、優ゆう馬まの頬ほおにあゆきの人差し指が刺さった。いつもより一割増しくらい痛い。

「怒ってない、アンダースタン？」

「アイ・アンダースタン……」

　そして、こういうときにこそ止めてくれよ、ボディーガードのお二人さん。

「無ぶ様ざまだな」

　ノエルが呟つぶやいた。
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　その日、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが失しつ踪そうした。



    

  
    
      
第２章　小さくて勇ましいきみが

　　　　――"Fallen" by Red Reason





　緋ひ村むらあゆきの朝は早い。

　児童福祉施設「ひまわり荘」の院長、桑くわ島しま綾あや乃のとともに子どもたちの朝食を作り、自分は作りながら食べる。寝ぼけまなこの子どもたちを急せかし、シャワーを浴びて、制服に着替え、自室に戻って髪をセットする。

　にらめっこするように、あゆきは鏡の中の自分を睨にらんだ。鏡の中では、反転しているので右向きに跳ねている。ぺたぁと両手で押さえつけてから放す。

　ぴょこん。はは、ざまぁみろとでも言うように髪の毛が飛び跳ねた。

「……何で、くせ毛かなぁ」

　どんなにブラシで梳とかしてもちっともストレートにならない。ストレートパーマをあてても、すぐに元に戻ってしまうほど強情だった。まるで、あゆきの性格そのままに……。

「むむー」

「あゆきちゃん、ちょっといい？」

　自室の鏡の前でくせ毛と格闘していると、トントンと扉をノックする音がした。

「はーい」

　現れたのは、桑くわ島しま綾あや乃のだった。彼女が一歩進むたびに、こんもり盛りあがったロングスカートとふわふわの髪が可愛かわいらしく跳ねる。大人の女性としての魅力を持ちながら、どこか少女の頃ころのままのような彼女を、施設の子どもたちみんなが慕っていた。

　大人というのは、本当は大人じゃない。彼らはただ年齢を重ねただけ。本物の「大人」という存在はきっと少ないだろう。「大人」になれないまま大きくなった大人たちの犠牲になる子どもが後を絶たない。「ひまわり荘」の子どもたちは多かれ少なかれそうだった。

　それは自分も。

　人前で緋ひ村むらという姓を名乗ることに今でも違和感がある。

　自分はもう「緋村」なんかじゃない。いっそ、桑島と名乗れたらいいのに。

　たぶん、本物の「大人」というのは綾乃のような人を言うのだろう。

　あゆきは、綾乃のような大人になりたかった。

「ごめんね、忙しいかしら？」

「ううん、何です？」

　あゆきはブラシを鏡台に置いた。プラスチックがぶつかるコトリという音がした。

「あのね、こんなのもらったんだけど、あゆきちゃんいるかしら、って思って」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう言いながら、綾あや乃のは二枚のチケットを差し出した。彼女の右手の中指には子どもが作った折り紙の指輪がしてあった。

「あぁ」

　そこには覚えのある劇団名が書いてあった。「ひまわり荘」の出身者がそこに所属しているのだ。最近は知名度も上がり、チケットの入手は困難だと聞く。

「もし都合がつくなら優ゆう馬まくんとどうかしら？」

「優馬と？」

「最近、一緒の時間が減って寂しいでしょ？」

「な、何言ってるんですか、優馬なんか、所しよ詮せん、優馬なんかですよ」

　綾乃はうふふと柔らかく笑っている。

　チケットをよく見ると、開催場所は「ＴＳＵＹＵＲＩ　ＳＫＹ　ＴＯＷＥＲ」となっていた。栗花落つゆり市しにある、巨大なアミューズメント・タワーだ。その中に確か劇場もあった。

　ツユリ・スカイ・タワー。

　あゆきの意識は過去に引っ張られていく。

　それは秋の終わりだった。あゆきは少し大きなコートを着ていたし、優馬はフードのついたジャケットを羽織っていた。幼い頃ころ、あゆきと優馬は建設途中のツユリ・スカイ・タワーに行ったことがあった。高い壁で隠された作業現場は、悪の秘密組織のように見えたものだ。トラックの出入りもあり、危険だから近寄ってはいけないと言われていたが、あゆきは優馬を伴い、一度だけ潜入捜査をしたのだ。

「あゆきちゃん、危ないよ。入っちゃダメなんだよ」

　優馬はそう言ってあゆきを止めようとした。

「いいから、一緒に来なさいよ」

　現場作業員の目を掻かい潜くぐって、二人は中に入り込み、そして階段を上った。誰だれにも見つからないようにするのも楽しかった。

　あゆきが先を行き、優馬が「ダメだよ、見つかったら怒られるよ」と言う。あゆきは優馬の手を引き、「いいから来なさいってば」と今にも泣き出しそうな優馬を引っ張った。

　あの頃は手をつなぐことなんて普通にできたのに……。

　そして、階段が途切れた広場から、二人は見た。

　優しい夕日だった。輪郭のぼやけた丸い太陽が、震えるようにそこにあった。

　優しくて、あったかくて、懐かしくて、そしてどうにもならないくらい悲しかった。

　そのとき、優馬があゆきの手を強く握った。

　だから、あゆきも優馬の手を強く握った。

　順序は逆だったかもしれない。あゆきが強く握ったから、優馬も応こたえるようにそうしたのかもしれない。

　記憶の中では最上階だったような気がするけれど、きっと全体の四分の一にだって到達していなかっただろう。想い出なんてそんなものだ。優ゆう馬まに至ってはきっと覚えてさえいないだろう。あの夕陽も想い出だからこんなに美しいのかもしれない。

　ツユリ・スカイ・タワーが完成して、社会科見学で行った際に、四面ガラス張りのパノラマ展望フロアから見た夕日は、あの日ほどキレイではなかったし……。

「いい口実になると思うんだけどな」

　綾あや乃のの言葉であゆきは現実に意識を戻す。

「ま、都合が合えばってことで。あいつもバイトか何かで忙しいみたいだし……」

　そうは言ったものの、登校中、あゆきは何だかそわそわした。

　だって、これってデートに誘うみたいだし……。

　二人で演劇を観に行く。ちゃんと想像すると急に胸がドキドキした。

　栗花落つゆり高校は小高い丘の上にあり、校門をくぐってからも緩やかなスロープが続く。そのスロープを上っている間に、あゆきの足はどんどん速まった。

　何て言おう。ねぇ、優馬、あたしね、綾乃さんに演劇のチケットもらったんだけど、今度の休みに一緒に行かない？　これで変じゃないだろうか？

　何だかドキドキした。昇降口で上履きに履き替えるのに、妙に手間取った。普通の作業なのにもどかしい。全部、省略して次のシーンに行けたらいいのにと思った自分を、何がっついてんのと思った。でも、あゆきのそんな内面など誰だれも知らないのだ。

「あゆき、おはよー」

　友達が声をかけてくる。「どしたの？」なんて訊きいてこない。心がそわそわしたって、浮かれて見えてるわけじゃない。あゆきの様子は、傍はたから見たって普通ということだ。

「うん、おはよ」

　あゆきも普段通り朝の挨あい拶さつを交わした。それでも心はずっとそわついていた。

　――だから。

「ねぇねぇ、優馬、あたしね、綾乃さんに――」

　演劇のチケットもらったんだけど、今度の休みに一緒に行かない？

　最後まで言えなかった。

　スカートのポケットに入れていたチケットを取り出すこともできなかった。

　優馬の席はあゆきの目の前。その席に、確かに優馬は座っていたけど、自分の席にはこのところ妙に優馬と一緒にいる転入生、ノエルが座っていた。

　彼女の顔の造りは神がかっていて、正直、同性のあゆきでも見み惚ほれてしまうような美少女だ。青い瞳ひとみに、色素の薄い長い髪、透き通るような白い肌。それでいて、頬ほおと唇はきれいなさくらんぼ色をしている。

　さらに、優馬の隣にはよく知らない女の子が座っていて、しかも机を寄せてくっつけている。忘れた教科書を見せてもらうときみたいに。

「…………………………何、ちょっとどういうことよ、これ？」

　知らず、声は不機嫌なものになっていた。

「僕も何が何だか……」

　優ゆう馬まは、口の中でもごもごと答えた。

「あたしの席にノエルさんが座っているのは何でなの？」

「い、いやぁ……」

　優馬は左手で頭をかく。あゆきがプレゼントした革のバングルに、優馬は小さい頃ころからずっと持っている紅あかい十字架をぶら下げていた。それが振り子のように揺れた。

「で、お隣さんは……えーと」

「あたし、窪くぼ双ふた美び理り梨り、よろしくね」

　理梨が笑みの形に目を細めた。明るい色の髪を左右にくくっている。ぷくっと丸い頬ほおが可愛かわいらしい。気まぐれな猫を連想させる瞳ひとみをしていた。

　クラスメイトのはずなのに、どうしてだか彼女のことをよく覚えていなかった。こんなに可愛い子なら普通、忘れないのに……。

「うん、そう、窪双美さん。で、何でどうして何ゆえに優馬の机に自分の机をくっつけてるわけ？　つーか、二人、近いんだけど？」

「さ……さぁ」

　優馬はまた曖あい昧まいに笑った。癇かんに障さわる笑みだった。

「ごめん、あゆき。その、これには色々事情があって、あとでちゃんと説明するから」

「別にいいし、説明とかしなくて。察するし」

　あゆきは何だか急に自分が憐れに思えた。滑こつ稽けいだ。バカみたい。スカートのポケットの中のチケットをくしゃりと握りつぶす。

「そうもいかないだろ？　何だよ、察するって」

「よかったね、カワイイ女の子二人に好かれて」

「違うって」

「あたしはゆーまくん好きだよ？」

　理梨は優馬を覗のぞきこむようにして見ている。

　あゆきは嫌味っぽく「ほら」と言った。

「ほらって、違う違う」

　優馬は顔の前で千切れるようにブンブン手を振る。

「見苦しいな」

　優馬の背後でノエルが言った。

「ぐ……な、なぁ、そう言えば、さっき何か言いかけたよね？　何？」

　優ゆう馬まは下手くそな話題転換を図るが、それは本当に下手くそだった。

「別に何でもない。優馬は忙しいみたいだし」

　そうだよ。何浮かれてたの？　優馬と演劇なんて、そもそも別にそんな楽しみじゃなかったし。どうせ優馬だって途中で寝ちゃうに決まってる。一緒に行ったって楽しくない。

「そ、そう……」

「ただ教室でイチャイチャすんのはやめてよね？」

「だから違うって。これには事情があるんだ」

「深くてあさーい事情がね」と、理り梨り。

「浅いんだ」

「いや深いって」

「いいよ、そんなわたわた言わなくても。怒ってないし」

「むしろ怒ってるし」

「怒ってない」

「怒ってるじゃないか」

「怒ってない」

「いや――」

「怒ってないってば！」

　あゆきは優馬の頬ほおに人差し指を刺した。

　ほら、これでいつも通り。これでおしまい。

「怒ってない、アンダースタン？」

「アイ・アンダースタン……」

　――いいから、一緒に来なさいよ。

　幼い頃ころのあゆきが、今のあゆきのかわりに頭の中でそう言った。彼女なら、優馬の手を引っ張って行ったんだろうなと思った。



　　　†



「困ったことになりましたね」

　水すい蜜みつが何一つ困ったことなどないみたいな口調で言った。

　柳葉魚ししやもビルの五階、幸福商会の事務所には、優馬、ノエル、理梨、水蜜が揃そろっていたが、幸福商会のゴッドファーザー、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの姿はなかった。

　ノエルは唇をへちょりと歪ゆがめて、考え込むように腕組みをしながら立っている。ノエル以外の三人はソファに腰かけていた。水蜜は続ける。

「鬼束響士朗が姿を消してから、これで丸一日が経過しました」

　昨日、優ゆう馬またちが幸福商会の事務所に寄った際、既に鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの姿はなかった。事務所の扉は施錠もされておらず、鬼束響士朗はまるで「ちょっとコンビニにでも」というような状態でいなくなってしまった。それ以降、連絡がとれない状況が続いている。

「これは由ゆ々ゆしき事態ですね」

　やはり水すい蜜みつの声に危機感はない。由々しく感じない。

「響士朗のことだ、ふらっとどこかに行っているだけだろう……と、思うのだがな」

　ノエルは腕組みを解いて右手の人差し指を尖とがった顎あごにあてがう。

　そう思いたいのは山々だが、優馬の中に一つ気がかりがあった。

「ねぇ、鬼束さんは、一昨日おとといまで神隠しを調べていたんだよね？」

　神隠し――すなわち、失しつ踪そう事件だ。ある日、前触れもなく人が消える……。

　鬼束響士朗が神隠しに遭ったのだとしたら、これは本当に非常事態だ。

「《追儺おにやらいノ命みこと》は、ひょっとしたら神隠しで消えちゃったんじゃないかって、ゆーまくんは思ってるの？」

　優馬は理り梨りの言葉に頷うなずき、それから、あゆきがしていた栗花落つゆり高校の三年生、平ひら木き渉あゆむという生徒が神隠しに遭って失踪してしまった、という話を三人に聞かせた。

　水蜜がふんふんと頷く。アップにしている髪がふわんと揺れる。

「鬼束響士朗が調査していた神隠しの失踪者は、現在のところ十八名確認されています」

「十八人……そんなに？」

　知らなかった。それは随分な数だ。同時に不思議に思うことがあった。

「そんなに失踪者が出ているわりに、あまり大事になっていないような気がする」

　それに対して水蜜が答えた。

「機関から警察に向けて、かん口令が敷かれているのです」

　なるほど、重層世界調律機関は、その存在を公にしていないものの、警察組織とは連携している。「その世界」の法則に照らし合わせて「明らかに異常」と判断された場合は、機関へ連絡がいく仕組みになっていた。同時に、その異常は一般人に知られないよう隠ぺいされる。しかし、十八人も失踪者が出ていては、騒ぎになるのも時間の問題かもしれない。最悪、大規模な記憶操作が行われる場合もあるだろう。

「近親者によって公的機関に報告されていない事例も合わせれば、もっと増えるでしょう」

　優馬は、水蜜の言葉を飲み込むように頷き、そこからさらに一歩、思考を跳躍させる。

「ねぇ、水蜜。この件に螢ほたる火び鉄葉ぶりきがかかわっている可能性はないのかな？　それと、アラン・スミシーっていうのは一体、何者なの？」

　そう、一昨日、鬼束響士朗が口にしたその名前。彼女は、忘れて構わないと言ったが、だからこそ逆に記憶に残っている。

　水蜜はこう言った。イーサン・ソルトウォーターを脱獄させた人物は二人いた、と。

　それは「螢ほたる火び鉄葉ぶりき」と「アラン・スミシー」なる人物ではないのか？

　しかし、そこで理り梨りが口にした言葉は、優ゆう馬まが予測したものとは随分かけ離れていた。

「アラン・スミシーっていうのは映画監督の名前だよ」

「……映画監督ぅ？」

「そだよ。Alanアラン Smitheeスミシーは――」

　言いながらアルファベットをメモ帳にちょいちょいと書き込む。

「架空の映画監督の名前なの。何らかの理由で本名をクレジットできない、したくない場合に用いられる名前。Alan Smitheeを入れ替えると――」

　理梨は、今度はメモ帳に「The Alias Men」と書き込んだ。

「『The Alias Men』、つまり『名を偽る者たち』ってこと。Alan SmitheeはThe Alias Menのアナグラムなんだよ」

　あれ……？　優馬は理梨の書いた文字をじっと見つめ、それから顔を上げる。

「……それって有名な話？」

「んー、どうだろ。映画好きなら知ってるかもね」

　そうか、それで鬼おに束づか響きよう士し朗ろうは「おまえ、映画とか観る？」と訊きいたのか。

　せっかく思い浮かんだ螢火鉄葉とアラン・スミシーという組み合わせが、一瞬で途切れてしまった。有力だと思ったのだが、大きく的が外れてしまった形だ。

「……でも、それなら、何で鬼束さんはアラン・スミシーの名前を出したりしたんだろ？」

「いや、待て」

　そう言ったのはノエルだった。難しい顔をしている。尖とがった顎あごの下に軽く握った手を当てて、記憶を引き出そうとするように。

「名を偽る者、か。どこかで聞いた気がする。どこでだったか……。響士朗のファイルを探すべきかもな。詳細は不明だが、何らかのつながりはあるやもしれん。失しつ踪そう者しやの共通点なども知る必要があるかもしれない。何な故ぜ、神隠しに遭うのか。失踪者に何か共通点があれば、響士朗が神隠しに遭ったかどうかも判別がつく」

　こくりと水すい蜜みつが頷うなずいた。

「そちらは水蜜が請け負いましょう。螢火鉄葉が神隠しとどう関係しているかも調べておきます。あなた方は引き続き、五百月いせづき優馬の護衛に専念してください。鬼束響士朗の失踪が仮に螢火鉄葉と関係があるのならば、事態はかなり深刻です」

　水蜜の言葉にノエルと理梨は大きく頷いた。



　正直なところ、優馬の心はすっきりしていなかった。

　神隠し、螢火鉄葉、鬼束響士朗の失踪、アラン・スミシー。

　それらはどう関係しているのだろう。いや、個々に扱うべきものを無理やり一つにしようとするから混乱するのか……。

　だとしたら何を優先的に考えるべきなのだろう。

　優ゆう馬まは螢ほたる火び鉄葉ぶりきという歪わい曲きよく師しに狙ねらわれているらしい。だが、あくまで「らしい」だ。実感は今のところ乏しい。何者かの視線を感じるでもないし、変わったことといえば、《特殊追跡班レースランナー》の理り梨りが優馬のそばについたことくらいか。

　では神隠しは？　神隠しというのは、この世から、この世ならざる場所へ消えてしまう現象をいう。この世と「常とこ世よ」との境界で人は神隠しに遭う。「常世」とは、すなわち「常とこ世よ」、時間概念もなく、因果律の及ばない神域だ。

　昔は、神隠しに遭うのは主に幼い子どもたちだった。その真相は児童遺棄。子どもたちは神隠しの名のもとに捨てられていった。人の手で行われた悪魔のごとき所業。

　だが、中には本当に「失しつ踪そう」してしまった場合もあった。何らかの因果律の乱れで違う世界にスライドしてしまう。いくつかの条件が整うことで偶発的に起こる《歪曲》の結果、人が消えてしまう場合は言ってみれば自然現象の範はん疇ちゆうだ。

　多くの場合、機関の調律士たちによって記憶を調律され元の世界に戻される。稀まれにそれを思い出し「自分は宇宙人に誘拐された」などと言い出す人もいるのだが。

　ただ、何者かの意図で起こった《歪曲》の結果であるならば、その者を止めなくてはならない。この「何者か」に、優馬は「螢火鉄葉」や「アラン・スミシー」を代入してしまう。それは不正解なのか？

　あるいは、このたびの神隠しも、偶発的な《歪曲》の結果なのか？　そうであるにしても、十八人の失踪は異常だ。何か原因があるはず。ノエルも言っていたが、失踪者には共通項があるのではないか？　でも、それは何だろう。鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの失踪も無関係とは思えない。何があったのか。

　ぐるぐると思考は堂々巡りを繰り返すばかり。答えにたどり着くことはない。それが優馬を焦あせらせる。気持ちは焦るが、何をどうすることもできない。その無力感がさらに焦燥感を募らせる。負の連鎖だった……。

　そんなことを考えたまま、発条ぜんまい館かんへと帰った。

　折りたたみの机の足を伸ばして、部屋の中央に置いている。その上には女郎花おみなえし美み毬まりが持参した電気プレートがあった。プレートの熱で空気が歪ゆがむ。

　プレートを囲んでいる面々は、優馬、ノエル、理梨、女郎花美毬であった。

　優馬はそれぞれの顔を見渡しながら、そういえば水すい蜜みつはどこで暮らしているのだろう、と思った。何となく、すごくリッチな生活を送っているイメージがある。

「今日はお好み焼きですよー」

　女郎花美毬はリズミカルにボウルの中の材料をかき混ぜる。小麦粉、和風だしの素、細かく切ったキャベツ、豚コマ、たまご、水。カチャカチャカチャ。慣れた仕草だ。着物の袖そではひもでたすきがけにしてある。油を引いたプレートの上にとろっとこぼすと、ジューという音と共に油が弾はじけた。

「「いいにおい♪」」

　ノエルと理り梨りは、はふん、と恋する乙女みたいな感じでため息をついた。

　たかだかお好み焼きで……そう思うのと同時に、何だか不謹慎だとも感じた。

　こんな呑のん気きに夕飯なんて食べていていいのだろうか？　事態は刻一刻と悪化していて、早く手を打たないと命取りになるのではないか……？

　いや、既に取り返しのつかない事態に陥っている可能性は？

　昨日、今日と鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの失しつ踪そうについて、悲観的になることを避けてきた。

　しかし、鬼束響士朗が消えたのだ。あの鬼束響士朗が消えたのだ。これは本当に由ゆ々ゆしき事態ではないのか。これが歪わい曲きよく師しの仕業ならば、事態が最悪の段階にあることを示しているのではないか。それに消えてしまった人たちの命は無事なのか？

　思うほど、こんなふうにゆっくりしていてはいけない気がしてくる。何かをしなくてはいられない。後ろからせっつかれているような気分になり、落ち着かなかった。内臓がぎゅっとしぼむような感覚があった。だから、このときには食欲も消え失せていた……。

　女郎花おみなえし美み毬まりはフライ返しで器用にお好み焼きを裏返す。焼き色に染まっている。

　しばし焼いて、もう一度ひっくり返し、ソースとマヨネーズをかけた。それがプレートに落ちて、じゅーと甘いにおいを漂わす。

　食欲を誘うはずのその香りが、今は、ただただ後ろめたい。

「できたよー」

　ざくんざくんと四等分に切り分けられ、女郎花美毬がそれぞれの皿に配った。

　それをノエルがじっと見ている。

「む。優ゆう馬まの分は、少しばかり多いのではないか？」

　ノエルが言ったそのひと言が、優馬には信じられなかった。

　ノエルは本気で言っているのだろうか？　だとしたらノエルは、いくらなんでも能天気過ぎる。どうして、もっと真剣に考えない？　十八人も失踪しているのに……鬼束響士朗が消えたのに……。思い返せば、ノエルはいつだって自分勝手にことを進めてきた。周りのことなどおかまいなしだ。ノエルの対応がいい加減だったからあゆきを怒らせてしまったのだ。おかげで昨日、今日と、あゆきはひどく不機嫌だった。ノエルのせいだ。

　いただきます、という声を三つ合わせて食事がはじまった。ノエルははむはむと焼き立てのお好み焼きを頬ほお張ばる。理梨も、女郎花美毬も箸はしを進める。

　優馬は手をつけず、それを眺めていただけだ。

「どしたの、ゆーまくん、食べないの？」

　理梨が気き遣づかわしげに言った。左右に結んだ髪がぷらんと揺れる。

「僕は……別に食欲ないから、みんなで食べればいいよ」

　優ゆう馬まは静かに席を立った。三人とも驚いた顔でこちらを見ていた。

「む……何だ、取り分の指摘に怒ったのか？　ちょっと言っただけではないか。その程度で腹を立てるなど、小さなヤツめ」

　ノエルは尊大な口調で言う。カチンときた。そもそも、ノエルが優馬のことを自分の従僕のように扱うのも腹立たしい。

「僕は、きみと違って意地汚くないんだよ！」

　口を衝ついて出た言葉は自分でも驚くほど冷たかった。だが、ひどいことを言ったと分かったから「あ、いや……」と口ごもってしまう。そんなことを言いたかったんじゃない。

　ノエルの顔から一瞬波が引くように表情が消え、それから険しくなった。

「何だと？」

「いや……僕はただ、こんな呑のん気きにごはん食べてる場合じゃないって思っただけで……」

「ふん、暗い顔して俯うつむいてたら満足か？」

「……そうじゃないよ。僕は何かしなくちゃいけないんじゃないかって言ってるんだ」

「なら聞こう。きさま程度に何ができる？」

「…………何だよ……その言い方」

「きさまに何ができるのか訊たずねただけではないか」

「言い方があるだろ。そもそも、きみは勝手だ。……ノエル、この際だから言っておくけど、きみ、無神経だよ。はっきり言って、僕はきみに迷惑してる。学校でも、家でも、一人でゆっくりできる時間が全然ない。疲れるよ。人の部屋に入ってきて殴って、謝りもしないしな！　きみのせいであゆきのことも不快にさせているんだぞ！」

「おまえを護衛するためだ」

「護衛、あれが？　護衛なら窓の席から離せよ。外から狙ねらわれたら一発だろ？」

「螢ほたる火び鉄葉ぶりきは、おまえを暗殺するために狙っているのではない。もしそうなら、既に螢火が姿を現していてもおかしくない状況はいくつもあった」

「僕は螢火をおびき出すためのエサってわけ？」

「そうではない！　状況の確認だ！」

　ノエルが声を荒げる。甲高い声がかすれた。

「状況の確認ね。なぁ、今、状況はかなりヤバいことになってるって思わないのか？　呑気にごはんなんて食べてる場合じゃないとか思わない？」

　ノエルは返事をしなかった。ただ、下から優馬を睨にらむように見上げている。腰を上げた優馬はノエルを見下ろすようにして続ける。

「いっそこうしたらどうだ？　僕を、本当に螢火鉄葉をおびき出すためのエサにするんだ。鬼おに束づかさんが消えて、他ほかにも神隠しの犠牲者が十八人いるんだぞ？　僕が本当に螢火に狙われているんなら、一刻も早くヤツを止めないと。本当に取り返しがつかない事態になりかねないだろ！」

「螢ほたる火びと神隠しの関連も、失しつ踪そう者しや同士の関連もまだ不明だ。水すい蜜みつに任せておけ」

「それじゃ間に合わないかもしれないから言ってるんだろ！」

「そんな危険な提案に賛成などできるか！」

　ノエルがテーブルを強く叩たたく。ガチャンと食器が音を立てる。箸はしが畳に落ちた。

　何も事情を知らない女郎花おみなえし美み毬まりはおろおろしている。螢火鉄葉ぶりきも神隠しも、そもそも調律士も歪わい曲きよく師しも知らないのだから、二人が何を言っているのかさっぱり理解できていないだろう。分かっているのはこの険悪な空気だけだ。

「ま、まぁまぁまぁ、落ち着いてよ、ゆまにゃんも、ノエルたんも。お好み焼きならまだいっぱい焼けるし……ね？　ね？」

　いつもの軽口もさすがに切れが悪い。

　女郎花美毬には悪いが、優ゆう馬まは彼女がこの場にいないものとして乱暴に続けた。

「危険は承知だよ。でも、他ほかにいい案があるか？」

「今は情報収集が先決なのだ。だから水蜜に任せておけと言っている。話を聞け」

「話を聞いてないのはノエルのほうだと思うけどな」

「思い上がるなよ。螢火が本気でかかってきたとき、どう対処するというのだ？　きさまに何ができるというのだ？　あ？　言ってみろ。ほら、どうした？　何か策があるのだろう？　自信満々だったのだからな！」

「それは……」

　ノエルは、優馬が何も言えないのを認めると、ふん、と鼻で笑った。

　優馬の中のなけなしのプライドが軋きしむ。奥歯を強く噛かみ合あわせ、手を握りしめる。

「具体策がないのなら、口をつぐんで座れ」

「一々、命令するな。僕はきみの家来じゃない」

「ふん、きさまはわたしの言うことに黙って従えばいいのだ」

「ふざけるな！　もう、きみの身勝手に振り回されるのはたくさんだ！」

　優馬はひと際鋭く怒鳴り、そして、そのまま部屋を出て行った。理り梨りは何も口に出さず、ただ優馬を見送った。ノエルはもう一度、ふん、と小鼻を鳴らし、口論の間に冷えたお好み焼きをひと口で平らげた。ただひと言、

「…………わたしは無神経で……迷惑なのか」

　あるかなきかのかそけき声でぽつりと呟つぶやいた。

　それを聞き取ったのは理梨だけだった。





　　　†



　そこは過去であり未来であると同時に現在。いや、やはり過去か。

「彼」は闇やみの中で目覚めた。

　数百年の眠りから覚めた「彼」が、新しく獲得した目で見た世界は、相も変わらず愚かな人間たちで溢あふれていた。人間たちはいつの時代もどんな場所でも愚かに過ぎる。個々人のレベルではなく、人類という総体が愚かなのだ。

　だとしたら人類は、どれだけ時間をかけてでも滅びるべきなのかもしれない。

　――俺おれを起こしたのは誰だれだ？

　答えは返ってこなかった。

　夢も見ずに眠りの中にいたかったのに、と「彼」は思う。

　だが……「彼」は目覚めた。目覚めさせられた？

　これは何のはじまりなのか？　もう一度、世界をはじめろというのか？

　それとも……。

「彼」が目覚めてしまった以上、世界は再びはじまらざるを得ない。

　奪い合い、殺し合うばかりの人間たちを、それでも救うために。

「彼」の手の中には《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》がある。だが、彼の手はどこにもない。ゆえに、《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》は、物理的にそこに存在するわけではない。それは概念としてのみ存在し、「彼」の目覚めと共に発動する「世界」そのもの。「彼」はそれを止められない。止める気もない。

　はじまったのなら、「彼」は今度こそそれを成功させる。させるべきだ。

「彼」――アラン・スミシーは闇の中で目を凝らす。



　　　†



　土曜日。公立高校は休みだ。

　夏休み直前のこの時期、生徒たちはみな一様に気が抜けている。テストも終了し、授業には身が入らない。教室にいても暑くて集中などできない。

　この一週間、雨が降っていなかった。なのに、空気は湿っていて何となく重い。

　今朝も空は晴れ上がっていた。日の当たるところではとっくに三十度を超えている。

　ひっきりなしに汗が流れ、それがまた優ゆう馬まのイライラを増長させていた。

「ノエル・ローゼンバーグはどうしたのです？」

　常に表情を変化させない水すい蜜みつが珍しく眉まゆ根ねを寄せて訊たずねた。登校するわけでもないが、学校の制服を着ていた。この暑い中、汗一つかいていない。白い肌は日焼けとも無縁だ。

　幸福商会の事務所に集合しているのは、水すい蜜みつ、理り梨り、優ゆう馬まの三人で、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの姿はなかった。いや、それどころか今日はノエルの姿もそこにはなかった。

　三人は「コ」の字型に配置されたソファに腰かけている。「コ」の字の一辺に一人ずつだ。

「知らないよ」

　優馬は不機嫌を隠そうともせず窓の外に目を向ける。

「……何かあったのですか、窪くぼ双ふた美び理梨？　水蜜には、五百月いせづき優馬が何やら立腹しているように見えるのですが？」

　理梨は、水蜜の問いに大げさに肩を竦すくめた。彼女は、女郎花おみなえし美み毬まり支給らしいデニムのスカートとシャツを着ている。細く長い手足をぱたぱたさせながら理梨は言う。

「どーもこーもないよ。見ての通り、今、フォースの暗黒面がちめーてきな感じ」

「確かに、水蜜の目にも致命的に映ります」

「朝起きたら、ノエルはもういなかったんだよ」

　昨夜、ノエルと言い合いをしてから顔を合わせていない。それどころか、ノエルは優馬を発条ぜんまい館かんに残し単独行動をはじめたらしかった。書き置きがあって、そこには「一身上の都合により単独で行動いたしたく候」と書かれていた。どこの武士だ。

　そのことが優馬の気持ちをザラザラさせる。何て勝手なヤツなんだと思った。

　一瞬だけ、昨夜のノエルの顔が思い浮かんだ。意志の強そうな尖とがった顎あごと、澄んだ青い瞳ひとみとが震えていた。怒りのためか、それとも……。

「…………別に問題ないだろ？」

　ノエルの表情を振り払うように、優馬は言った。

　顔を突き合わせていてもどうせお互い気分が悪くなるだけだ。なら、どちらかがいないほうがいい。昨夜は自分が、今朝はノエルが場を外す。それでいい。問題ない。

「水蜜には大問題に思えるのですが。まぁ、いいでしょう。いえ、よくはないのですが」

　水蜜はいつものように眠たげな表情に顔を戻す。

「報告です。鬼束響士朗が調査途中だった十八名の失しつ踪そう者しやに関してですが、全員が《歪わい曲きよく》により姿を消していると判明しました」

　優馬は姿勢を正し、改めて水蜜を見つめなおす。

「それは、つまり鬼束さんも？」

　水蜜はゆっくり頷うなずいた。うなじに残された髪の毛が小さく動く。

「恐らく」

　水蜜の言葉を聞いた理梨は、細い指を下唇にあてがった。

「短期間にそんなにも《歪曲》で失踪するなんて、とても『自然現象』とは言い難いね」

　優馬も同意を示すために頷く。

「やっぱり何者かの意図が働いているってことか」

　驚きはしない。むしろ、そうであったほうが自然だ。優ゆう馬まの頭に、再び螢ほたる火び鉄葉ぶりきとアラン・スミシーの名が並ぶ。彼らは鬼おに束づか響きよう士し朗ろうをも捕らえることができるのか……。

「まず間違いないでしょう」

　水すい蜜みつが言った。「しかし」と続ける。

「誰だれがどのような目的で人々を失しつ踪そうさせたのかは不明です。失踪者リストから共通項を探ろうにも、年齢、性別、職種からでは判断できません。それぞれのつながりも曖あい昧まいで、現在のところ栗花落つゆり市し周辺の住人であるとしか言えません。調査を続行します」

　優馬はそこで、気がかりだったことを確認することにした。

「ねぇ水蜜、確認しておきたいんだけど、それは本当に失踪なのか？」

　水蜜は、ぱちぱちっと瞬まばたきをする。

「《歪わい曲きよく》の残ざん滓しとでも呼びましょうか、この町のところどころに、時空の歪ひずみが観測されました。すべて同種のものです。それが落とし穴の役目をして人々を飲みこんでしまったものと考えられます。現在、《調査班シユミツトモニター》の総力を上げて落とし穴の向こうを調査中です。しばしお待ちを」

「その落とし穴に落ちてしまった人たちは無事なのか？」

「即答はできかねます。行き先、また、失踪の手引きをしている者の目的にもよります」

　もっともな回答だった。でも、優馬は安心が欲しかった。消えた人々は、消えてはしまったけれど生きて戻ってくる、と。命は無事なのだと。

　優馬は水蜜の眠たげな瞳ひとみを見つめる。水蜜はまたぱちぱちと瞬きをする。

「いいですか、五百月いせづき優馬。遭難した者を捜す捜索隊は、遭難者が無事であることを信じて行動するのです。どんな状況下でも、です。可能性というのは、『無事かもしれない』と、『無事ではないかもしれない』という正反対のベクトルを含むものです。ですから、可能性という言葉を使うのなら『可能性はない』という否定の言い回しでなければ本来意味がありません。無事かもしれませんし、無事ではないかもしれない。この思考に囚とらわれるのは無意味だとは思いませんか？　ならば、できる限りのことをするのが正解でしょう」

　それから、水蜜はつけ加えた。

「ただ、これはあくまで水蜜の勘ではありますが……恐らく、みな無事でしょう。失踪者の中には鬼束響士朗も含まれているのですよ？　鬼束響士朗は五、六回殺しても、何か死ななそうです。水蜜的に」

　サラッとそう言った。まったくもって根拠のない言葉だった。安心の材料には程遠い。

　水蜜なりのジョークなのかもしれない。優馬は少しだけ肩の力を抜いた。

「……鬼束さんと他ほかの失踪者は同じところにいるのかな？」

「同じ仕組みで失踪したことは確かです。『可能性』で言えば、高いでしょう」

　やや皮肉めいた言い回しだ。だが、確かに可能性の話を持ち出せばきりがない。確率だって無意味だろう。けれど、鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが一緒ならば、彼女がみんなを守るはずだ。それは信じられる。

　ならば、失しつ踪そうしてしまった人たちを元に戻す方法もあるはずだ。

　優ゆう馬まはぎゅっと左手を握りしめる。左手は熱を帯びていた。

「僕らは、その『失踪の手引きをしている者』を捜せばいいんだね？」

　優馬は決意を新たにそう言った。けれど、水すい蜜みつと理り梨りは目を合わせて思案顔になる。

　何だろう？　せっかくの決意が挫くじかれる形だ。

「確かに、本来ならば五百月いせづき優馬、あなたの任務になるところですが」

「ゆーまくんは今、螢ほたる火び鉄葉ぶりきに狙ねらわれてるんだよ？　そのこと忘れてない？」

「あなたには迂う闊かつな行動をしてもらいたくないのです」

　水蜜と理梨の言葉に、優馬は一度、唇を引き結ぶ。それから――言った。

「ねぇ、僕を囮おとりにして螢火をおびき出すことは本当にできないの？」

　現在、こちらに揃そろっている手札は思いのほか少ない。切り札ワイルドカードも見当たらない。その中で、優馬を狙っているという螢火鉄葉の存在を有効に使えないものだろうか。何も対応できない今、これこそが唯一の善後策と思えた。

　だが、理梨の返答は、優馬からすれば芳かんばしくないものだった。

「昨日、ノエルちゃんも言ってたでしょ？　それはやっぱ、ちめーてきなんだよ」

　彼女は、ちょいちょいっと蚊でも追い払うような仕草をする。

「そんなことを昨夜は話したのですか？　ノエル・ローゼンバーグがここにいないのは、それも関係あるのですか？」

　優馬は、水蜜のその質問を無視することにした。

「僕だって調律士のはしくれだ。戦闘だって経験してる。たとえば……僕一人で人通りの少ないところにいれば、向こうから接触してくるんじゃないか？」

　螢火鉄葉が優馬を捜しているというのだから、捜しやすくしてやれば向こうからやってくるはずだ。こちらから見つけるよりもきっと早い。そう思った。

「してくるかもしれませんね。それで、実際に接触されたらどうするのです？」

「捕まえる。それで、この失踪事件について問いただせばいい」

「失踪事件と螢火鉄葉の関与は不明と言ったはずです」

「何もしないよりはマジだろ？」

　ちっぽけな沈黙が横たわる。水蜜はじっと優馬を見つめていた。

「それって本気で言ってます？」

「当たり前だ」

　水蜜は呆あきれたように、はぁとため息をついた。

「愚にもつかない作戦ですね。ちゃんちゃらおかしいと水蜜も思います。これではノエル・ローゼンバーグが立腹するのも無理ありません。一応、指摘しておきますが、あなたは決して鬼おに束づか響きよう士し朗ろうでもノエル・ローゼンバーグでもないのですよ？　まともな戦闘はイーサン・ソルトウォーターがはじめてでしょう？　それだけで実戦を経験しているなどと軽々しく口にすべきではありません。あなたは実際のところ命の奪い合いに参加したことなどゼロに等しいのです」

　ゆっくりと、水すい蜜みつは優ゆう馬まに語った。

「……命の奪い合いなんて……そんなことがしたいわけじゃない」

「水蜜も同感です。ですから、あなたにも危険な真ま似ねをしてほしくないのです」

「じゃあ、どうすればいいんだよ？　僕だけ大人しくしてろって言うのか？」

「そうです。ノエル・ローゼンバーグがいないのは問題ですが、窪くぼ双ふた美び理り梨りから離れず、目立つ行動を控え、静かにしていてください。いいですか？　約束してください。もし、できないのであれば、水蜜の《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》で、あなたから自由を奪ってでも大人しくしていてもらいます」

　平へい坦たんだが強い意志のこもった水蜜の言葉に、優馬は強く歯を食いしばる。

　何もするな、それがまた優馬の中にある「何かしなくちゃ」という思いを歪ゆがめさせる。

　ひどくもどかしい。早く一人前になりたいとずっと思ってきた。でも、今までは具体的に一歩を踏み出すことはなかった。それが少し変わってきている。自分にもできること、それをしたい。鬼束響士朗がいない今、不安がないと言えば嘘うそになる。けれど、これはピンチであると同時に、自分が成長するためのチャンスにもなり得る。一人前になれば、ノエルにバカにされることだってない。

「約束できますか？」

　水蜜が念を押してくる。

「…………あぁ」

「水蜜の目を見て、ちゃんと言ってください」

「……約束するよ」

　言って、優馬はソファから立ち上がった。

「言ったそばからどこ行くの、ゆーまくん？」

　理梨が優馬の服の裾すそを右手できゅっと掴つかんだ。

　護衛対象というより容疑者になったような気分だった。優馬は天井を指差す。

「屋上……。せめて、少しだけでも一人にさせてくれよ。頭、冷やしたいんだ。ちゃんと建物の中にいる」

　理梨と水蜜は小さく頷うなずき合う。理梨も左手の細い人差し指をピンと立てた。

「今さらだけど、一応柵さくには近づかないこと、いーね？」

　優馬が頷くと、理梨は優馬の服をぱっと放した。



　屋上へ続く鉄の扉を抜けると、そこは夏の日差しに溢あふれていた。涼むつもりだったが、むしろ暑い。遮るものがないので、日光が直接降り注いでいる。

　優ゆう馬まは扉に背中を預けるようにして座り込んだ。重い息を吐き出す。

　何かしたいのに何もできない。気持ちばかり空回る。じゃあ好きにしろと言われても、やはり何もできないのだろうけれど。

　水すい蜜みつの言葉は優馬の胸にぐさりと刺さったままだ。

　――あなたは決して鬼おに束づか響きよう士し朗ろうでもノエル・ローゼンバーグでもないのですよ？

　そんなこと知ってる。でも、何かしたいんだ。何かしなくちゃいけない気がするんだ。

　言ってみれば優馬は戦力外みたいなものだ。ノエルが怒るのも無理ない、のか。それを認めると、惨めな気持ちが湧わきあがってくる。結局のところ、優馬はノエルの《片手袋メイト》として釣り合わないということに他ほかならない。

　そもそも、このイライラの原因は何だったろう。元をただせばノエルと対等なパートナーになりたかっただけではないのか？　何のために？　ノエルに認めてもらうためにだ。

　一人暮らしをはじめたときだってそうだった。一人でもできるんだ、そう認めてもらいたかったんだ。ひょっとすると、誰だれかに、きみはすごいね、って言ってもらいたかったのかもしれない。何て子どもじみているんだろう。早く大人になりたいのに、自分はいつまで経っても子どものままだということか……。

　ノエルとケンカしていることだって、バカバカしいにもほどがある。ノエルに認めてもらいたいから、ノエルを突き放して自分で何もかもできるように見せたい、なんて。

「何やってんだろ」

　優馬は一人、呟つぶやいた。何もかも上手くいかないことばかりだ。

　ちょうどそのとき、ポケットの中に押し込んでいた携帯電話が鳴った。

　水蜜からだろうか？　戻れという命令かもしれない。彼女の《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》は、電話越しでも有効なのだろうか。そんなことを考えながら取り出す。携帯電話に《龍騎士ナイトアノール》の指輪に通している鎖が絡まっていた。

　この指輪はきっとおまえを守る。肌身離さず持っていろ。ノエルはそう言った……。何となく、指輪を見ると気まずくなる。軽く頭を振って、ポケットの中に押し込む。それから携帯電話の液晶を確認した。表示されていたのは「緋ひ村むらあゆき」の文字だった。

　優馬は通話ボタンを押して携帯電話を耳に当てる。

「あゆき？　どうしたの？」

　優馬の問いに、どういうわけか電話の向こうのあゆきは無言だった。ただ、かすかに息が漏れるような音がする。

「……あゆき？」

　やはり応答はなかった。向かうから電話がかかってきたのに、呼んでも返事がない。優ゆう馬まはごくりと固い唾つばを飲み込む。

「おい、どうしたんだ？　あゆき？　あゆき？」

　優馬は立ち上がった。何だか、イヤな予感がする。

『ゆ……優馬？』

　ようやく返ってきたあゆきの声は、震えているように聞こえた。それは幼い頃ころからずっと聞いてきたあゆきの凛りんとした声とはまったく違うものだった。

「あぁ、そうだよ。どうしたんだ？　何かあったの？」

　何かあったのか、という質問に、あゆきはたっぷり間を置いてから、こう答えた。

『平ひら木き渉あゆむさんって三年生が、行方不明になったって、覚えてる……？』

　あゆきの声は震えている。

『あのね、さっき、あたしの目の前でね、み、みゆちゃんがいなくなっちゃったの』

「……いなく……なった？」

　心臓の鼓動が一時的に不規則になる。胸が不安で熱くなる。あゆきは何を言ってる？

『き、消えちゃったの。まるで手品みたいにして……。声を掛けてね、みゆちゃんが振り返ったと思ったら、スッて。あれ、廊下曲がったのかなって思って追いかけても、そこにいなくて……。おかしいなって思って……家の中捜したんだけど……』

　そこであゆきの声が沈む。

　こんなに暑いのに、悪寒が走った。気分が悪い……。

『……どうしよう、み、みんながいないの』

　じくりと汗がにじむ。携帯電話を意識的に強く握っていないと、落としてしまいそうだった。目眩めまいがした。視界が白い霧でかすむ。

　あゆきは、定まらない声で小さく言った。

『みんな、消えちゃった』
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　優馬が「ひまわり荘」に駆けつけると、あゆきは玄関横の植え込みの前で俯うつむきながら座っていた。植え込みには白いカモミールの花が咲いていて、涼しげな爽さわやかな香りを漂わせている。

　その周辺を数匹の赤い蝶ちようが舞っていた。先日もどこかで見かけた気がする。真夏に舞う毒々しい緋ひ色いろの蝶。熱帯地域の蝶が逃げ出して、たまたま繁殖しているのかもしれない。

「あゆき！」

　呼びかけると、あゆきはすがるように顔を上げた。

　全力疾走してきた優ゆう馬まは息が上がっている。それでも、あゆきのそばに駆け寄った。

「……優馬」

　あゆきの顔は蒼そう白はくで、汗一つかいていなかった。

「どうしたんだ？　何があった？　みんなが消えたって一体……」

　優馬はあゆきの肩に手を置く。それに安心するかのようにあゆきはほんの少し笑った。駆け寄った優馬のシャツを弱々しくつまみ、

「よかった」

　と、呟つぶやく。それから、くたりと膝ひざを折った。

「おい、あゆき！」

　優馬は咄とつ嗟さにあゆきを抱きとめる。あゆきの身体からだはとても軽かった。そして、妙に熱っぽい。顔は血が通っていないみたいに青白いのに身体は熱く、それでいて汗をかいていない。明らかに異常だった。

「……よかった……、優馬は……消えて、なかった」

　あゆきはぽそぽそと聞き取りにくい声で言う。

「何言って……おい、あゆき、しっかりしろ！　あゆき！」



　近くの病院にあゆきを抱えて駆け込んだところ、診断結果は軽度の脱水症状だった。朝から食べ物も飲み物も口にしていない結果だ。

　土曜日は午前中の診察しか行っていないらしく、とっくに正午を過ぎた時間の来院に医師は不愉快そうな顔をした。ちょうど帰ろうとしていたところだったのかもしれない。

　優馬はそれに気づかないフリをした。

　あゆきへの対処は点滴だけだったが、すぐにあゆきの頬ほおに赤みが戻ったので、それで適切だったのだろう。それから、あゆきは覚かく醒せいと睡眠を繰り返した。

　待合室には小さなテレビがあって、ローカルニュースが流れていた。

『――さん十四歳が、二日前より失しつ踪そうしていた事件で――』

　機関が敷いたかん口令の効果が切れ、失踪者の家族が独自でマスコミと接触を持ちはじめていた。似たようなケースとして行方不明事件が続いているとアナウンサーが報じる。

『身代金の要求がないことから、営利目的の誘拐ではなく何らかの事件に――』

　マズい兆候だった。この失踪が一体、どんな目的によるものかはいまだ不明だが、《歪わい曲きよく》関連である以上、一般人には知られないほうがいい。情報が錯さく綜そうして混乱を招く恐れもあるし、便乗して事件を模も倣ほうする不届き者が現れる可能性もあった。

　優馬はニュース映像を見つめ続ける。しかし、頭の中にはアナウンサーの言葉はほとんど入ってこない。再び不安がこみ上がる。「ひまわり荘」のみんなは、一体どこへ消えてしまったのだ？　そればかりがぐるぐると廻まわっていた。みんなは本当に無事なのか？

　三時を過ぎたところで、医師からやんわりと帰宅許可という名の「早く帰れ」という圧力がかかった。診みてくれただけでも感謝すべきか、と思うことにして、優ゆう馬まはあゆきをおぶった。さっき抱きとめたときより、幾分か重さを感じる。そのことに優馬はわずかばかり安あん堵どした。ちゃんと生きてる人間としての重みだったからだ。

　同時に、傷だらけのノエルを背負ったときのことを思い出す。

　――わたしは、あの場で死ななければならないのだ！

　ノエルの声が耳元でする。首にノエルの長い髪が触れるみたいな感触……。

　その幻想を追い払おうと頭を振った。そのタイミングであゆきが目を覚ました。

「ん……？　え、あれ？」

「何だよ、起きたか？」

　優馬は前を向いたまま言った。病院から出て五分ほど経っていた。意識的に陰の多い路地裏を選んで歩いたので、「ひまわり荘」まではもう少しかかる。遠回りではあったが、直射日光をあゆきに当てたくなかった。

　大人なら車を運転するところなのかもしれない。だが、優馬に免許なんてない。子どもというのは不自由で窮屈だ。タクシーを呼ぼうにも手持ちのお金がない。自分は、本当に何もできない子どもだ。こんなとき自分の無力さが呪のろわしい。カッコ悪いなと思った。

「覚えてるか？　あゆきは玄関前で倒れたんだよ」

　努めて平静に優馬は言った。

「そういえば……って、え、何で優馬が！　ちょっと降ろしてよ！」

「な、バカ！　暴れんな！」

　それに背中に当たるよ。胸とか。

「あ、今、変なこと考えたでしょ！」

　背後からあゆきの手が伸びてくる。人差し指が優馬の頬ほおをぐにぐにと押し上げる。

「だから暴れるなって。危ないだろ？　さっきまで病院にいたんだ。脱水症状だとさ。点滴打ったから、後はスポーツドリンクを飲めばよくなるって。朝から何も食べてないんだろ？　戻ったら何か食べよう」

　ふた呼吸分くらいの間がぽっかりと空あく。

「そうだ……。こんなことしてる場合じゃ……。ねぇ、優馬――」

　一瞬前のやりとりはリセットされ、あゆきの声が深刻なものになる。

「ストップ」

　優馬は変わらず前を見たまま、あゆきの言葉を遮る。

　夏の土曜日の午後三時過ぎ、湿った空気の中では、すべての音がどこか気だるげで、でも優しく響く。優しいけれど、その優しさは無関心にも似ている。誰だれも、あゆきが倒れたことを知らないし、誰かがどこかに消えてしまったことも知らない。

　世界は誰だれかの傷を知らないことで回っているみたいだ。

　遠くでセミが鳴いている。猫が小走りに自動車の下に素早く潜り込んだ。

「安心しろ。大丈夫だから」

「でも……」

「神隠しなんてあるわけないだろ？　大丈夫。みんなどっかに出かけてるだけさ」

　あゆきを不安にさせないように言う。

　大丈夫だ。自分にも言い聞かせるように。みんな無事だ。みんな無事に決まってる。ほとんど祈るように頭の中で繰り返した。それ以外の可能性を思い浮かべないように、繰り返し、繰り返し。みんな無事だ。

　慌てていたので、優ゆう馬まは、水すい蜜みつにも理り梨りにも何も告げずに出てきてしまった。言ったら、あゆきのもとへ行くことを二人に反対されると思ったというのもある。

　しかし、さすがにこのままではマズいと思った優馬は病院から事務所へ連絡を入れていた。案の定、水蜜は大層ご立腹だった。事情を説明しようとしたが、その途中で水蜜の《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》の呪じゆ文もんが聞こえたので、優馬は「絶対に戻るから！」とだけ言って、電話を切ってしまった。今、連れ戻されるわけにはいかない。

　今はできる限りあゆきのそばにいなくてはいけない。

「いけない」じゃない――「いたい」だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　優ゆう馬まの言葉が、あゆきにどれくらい届いたのかは分からない。

　あゆきは「ん」と曖あい昧まいに頷うなずいて、優馬の背中に額を預けた。
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　優馬もあゆきも、まだ小学校の低学年だった頃ころ。

「ひまわり荘」を取り壊そうという話があった。きっかけは子どもたちのケンカだった。

　当時、「ひまわり荘」にタクミという十一歳の少年がいた。

　彼の父親は殺人罪で服役しており、母親もまたどこかの男と一緒に姿を消した。タクミは実の両親に捨てられた子どもだった。

　そんなタクミを桑くわ島しま綾あや乃のは「ひまわり荘」で引き取ることにした。

　どこにでもよくある、ただの不幸な話だ。

　タクミは、笑わない子どもだった。そして、みんなから恐れられていた。優馬もタクミのことが怖かった。タクミは誰だれともしゃべらなかった。いつも一人で本を読んでいた。それは、幼い優馬には読むことのできないような難しい内容の本だった。

　そんなタクミが、あるとき学校のクラスメイトと派手なケンカをした。三人が大おお怪け我がを負った。タクミが掃除用具入れの中のモップを振り回したせいだ。

　その凶行は、親たちの耳に入り、結果的に「ひまわり荘」解体論が持ち上がった。

　曰いわく「自分の子どもを犯罪者の子どもたちと一緒にしたくない」。

　こういった主張は以前からもあったものだ。親のない子どもたちは総じて乱暴で教養がなく、「普通の子」と一緒に置けば害を及ぼす存在である、と。

　これに対する綾乃の反論は、「子どもたちから人を愛する機会と、愛される機会を奪わないであげてほしい」というものだった。

　反論ではなく心への訴えか。それは確かに一部の人々の心を捉とらえていた。

　だが、タクミの事件が引き起こした「排はい斥せき運動」は綾乃の訴えでは跳ね返せないほどのものだった。世間の風当たりは強かった。嫌がらせが絶えなかった。

　タクミがモップを振り回した原因は、彼のクラスメイトたちにあった。いつも無反応なタクミの手をライターの火で炙あぶったのだ。タクミは手を火で炙られても無反応なのかどうか試したかったのだろう。

　その行為を「からかった」と表現することができるものなのか大いに疑問ではあるが、学校の公式発表では「からかわれたタクミが突然キレた」というものだった。

　そしていつの間にか、「ひまわり荘」の子どもたちは、全員が犯罪者の子どもということになっていた。犯罪者の子どもは犯罪者と同義だった。

　ある日、クラスの全員から睨にらまれる。その恐怖に耐え、俯うつむきながら自分の席に向かう途中で足をかけられる。無ぶ様ざまに転ぶと笑い声が起こる。立ち上がろうとして誰だれかの机に触ろうものなら病原菌扱いを受ける。汚い、不潔だと。そして謝れと迫られる。屈辱の日々。

「ひまわり荘」の子どもたちは多かれ少なかれ同じ扱いを受けた。優ゆう馬まも決して例外ではなかった。元々、人と関わり合うのが苦手だった優馬は格好の対象だった。

　ただ、あゆきだけは別だった。あゆきは元来の社交性ゆえ、「ひまわり荘」の子どもでありながら、「普通の子」と同じように過ごしていた。

　それを羨うらやましいと思う感情は優馬の中にはあまりなかった。

　どちらかといえば、それで当然だった。

　自分は人と上手く話せない。話すとき頭で思ってることが上手く口から出てこないし、大勢の人前で話すときには顔が熱くなって手が震えてしまう。

　頭がいいわけじゃないし、運動が得意なわけでもない。何か人に自慢できることなんて一つもなかった。自分は人として劣っていて、あゆきは上等な人間なのだ。

　そう、あゆきと自分とはそもそも住む世界が違う……。

　緋ひ村むらあゆきは、さる社長令嬢の娘だそうだ。ただ、誰にも認知されない娘だったと言うだけで。この世に生を受けたあゆきだが、赤ん坊の頃ころに桑くわ島しま綾あや乃のに預けられた。いつか必ずあゆきを迎えに来るから、と言い残して母親は去った。それから十数年が過ぎているが、あゆきの母親が迎えに来ることはなかった。

　あゆきの母親はもう、あゆきを忘れているのかもしれない。仮にそうだとしても、優馬と比べればよほど出自がはっきりしている。あゆきは高貴な生まれなのだ。自分と違って。

　優馬には鬼おに束づか響きよう士し朗ろうに連れられて「ひまわり荘」を訪れる以前のはっきりした記憶がない。それはどれも断片で、絶対に完成しないジグソーパズルのピースのようだった。

　とにかく、自分とあゆきは生きている次元が違い過ぎる。

　だから自分がクラスになじめないのも、逆にあゆきがみんなの中にいるのも、どちらも同じように自然なことだった。

　だから、それが起こってしまうのも当然だったのかもしれない。

　クラスの誰かがタクミの事件を聞いて、試してみようとしたのだ。つまり、優馬の手をライターの火で炙あぶってみようと思ったわけだ。子どもの思考はいつでも残酷だ。

　ある日の放課後、優馬は数人の男子に取り囲まれた。相手が一人でも勝てるか分からないのに、複数人に押さえつけられた優馬に逃げる術すべなどなかった。口を塞ふさがれ、無理やり机に身体からだを押しつけられた優馬にはぎゅっと目を瞑つむることしか許されていなかった。

　凄すさまじい恐怖があったが、しかし、仕方がないのかもしれないとも思った。

　だって自分は人として劣っているのだから。優馬は痺しびれる頭で、すべてを受け入れた。

　だが。

「やめなさいよ!!」

　その甲高い声は、あゆきのものだった。

　優ゆう馬まは咄とつ嗟さに目を開いた。目を開いて、それから目を見張った。

「あんたたちやめなさいよ!!」

　左向きに跳ねる栗くり色いろの髪の毛。意志の強い瞳ひとみ。

　あゆきの幼い手には掃除用具入れの中から出したモップが握られていた。

「やめなかったら、これでぶん殴るからね!!」

　あゆきはぶんぶんとモップを振り回した。それだけで数人が逃げた。

　でも、逃げない連中もいた。

「や～め～な～さ～い～よぉ」

　あゆきの口真ま似ねをするようにして、おどけるヤツもいた。優馬を振り返り、

「おまえ、女に助けられて恥ずかしくねぇのかよ？」

　ゲラゲラ笑う。そして今度はあゆきを見て嘲ちよう笑しようするように彼らは言った。そうすることで、あゆきよりも優位に立とうとするように。

「あいつ、五百月いせづきのこと、好きなんだぜ」

　優馬の顔がカッと熱くなった。女の子に庇かばわれていることを恥ずかしく思ったのか、それともあゆきが優馬のことを好きだと言われたことに反応したのか、よく分からなかった。

　ただ、あゆきは引かなかった。そんなくだらない言葉に惑まどわされたりしなかった。

「弱い者いじめなんて最低だ！」

　あゆきはモップを手に大声を張った。あゆきの信念はいつだってブレない。

　机に押し倒されていた優馬は、あゆきの姿にただただ見み惚ほれた。

　男子たちは五人くらいいたのに、力だってどうしたって男子のほうがあるのに、あゆきは一人で彼らに立ち向かっていた。

「女のくせにおまえ生意気なんだよ。五百月のこと好きなんて、恥ずかしー」

「恥ずかしくない！　恥ずかしいのはあんたたちだ！　優馬を放せ！」

「うるせぇよ！　おまえだって本当は『非マワリ』のくせに」

　子どもたちはこの頃ごろ「ひまわり荘」のことを「非マワリ」と呼んでいた。意味などないのだろうが、そこには蔑べつ称しようのニュアンスがあった。

「あたしたちの家を悪く言うな！　綾あや乃のさんが作ったみんなの家を悪く言うな！　次に言ったらぶっ飛ばす！」

「うるせぇっつってんだろ、『非マワリ』」

　そして、あゆきは本当にモップでそいつらをぶっ飛ばした。凄すさまじい乱闘で、すぐさま教師が駆けつけて止めなければ、タクミのとき以上の惨事になったかもしれない。

　幸いにも、みな擦り傷や打ち身程度だった。

　それぞれの親が呼び出された。優馬やあゆきの親として綾乃も学校へやってきた。

　子どもたちは、互いに謝ることで手打ちとなった。それ以上の処分はなく、優ゆう馬まとあゆきは綾あや乃のと一緒に帰宅した。

　あゆきが謝るときの屈辱を受けたような顔は、よく覚えている。

　綾乃は優馬に事情を訊たずねることも、あゆきを叱しかることもなかった。

　帰りに「他ほかのみんなには内緒よ？」と言って、アイスクリームを買ってくれた。すごく甘かったのは覚えているのに、一体何のアイスを選んだのか優馬は思い出せない。ただ、あゆきにそのアイスをあげたかった。それが謝罪になる気がしたのだ。でも、言えなかった。頬ほおに絆ばん創そう膏こうを貼はったあゆきは、ぶすっとむくれた表情で優馬のことをちょっとも見ようとしなかった。優馬は責められている気持ちになった。あゆきはすごく怒っていると思った。謝らなくちゃと思ったけれど、なかなか言い出す勇気が出なかった。

　ようやく、あゆきに面と向かって謝罪することができそうになったのは、夜になってからだった。夕食後、優馬は女子の子ども部屋に行った。

　部屋には、そのときあゆきしかいなかった。

「あのね、あゆきちゃん」

　と言った優馬を遮って、あゆきは言った。

「あんた、何で抵抗しないのよ！」

　何で抵抗しないのよ、それは、優馬が組み敷かれたときのことを言っているのだろうとすぐに分かった。

「……しょうがないかな、って思ったから」

　俯うつむきながら優馬は答えた。目を落とすと靴下の親指のところが薄くなっていることに気づいた。もう少ししたら穴があきそうだった。

「バッカじゃないの？」

「ごめん」

「何であんたが謝るのよ？」

「あゆきちゃん、怒ってるから。それに、顔、怪け我がしたし。痛い？」

「痛いわよ！」

「……ごめん」

「…………でも、あんたのがずっと痛いでしょ？」

「僕は別に、慣れてるから」

「バカ！　慣れるわけないじゃない。何ですぐそういうこと言うのよ？」

　何で、なんて考えたこともなかった。これが普通なんだ。

　優馬は何だか落ち着かなくて、何度も左手で右手をこすった。

「あゆきちゃんはすごいね」

　だって、あんなことしたら、もしかしたら明日からあゆきちゃんがいじめられるかもしれないんだよ？　僕なら怖くていじめられてる人を見ても助けるなんてできないのに。あゆきちゃんはすごいよ。思ったけれど、どれも上手く伝えられそうになかった。

「すごくない」

　でも、あゆきはふて腐れたみたいにそう言った。

「すごいよ！」

「すごくない。だって、人を傷つけたらいけないんだよ？　だから、全然すごくない」

「そんなこと、ないよ？　あゆきちゃんはすごいと思う」

　出てくる言葉はやはり「すごい」だけだった。もっと別の言葉で言いたいのに、それが分からなくて、ただただもどかしくて、何度も手をこすった。

「だからすごくないんだって。あれは間違い。しちゃいけないの！」

　間違い。そう、人を傷つけるのは間違いだ。暴力は間違い。してはいけないこと。綾あや乃のも言っていた。力で相手をねじ伏せることは間違っていることだと。力に訴えるのではなく、話し合うこと、それが大切なのだと。分かり合おうと努力すること。でも分かり合えないって認め合うこと。分かり合えないからって手を上げたりしてはいけない。根気よく話し続けること。そうすべきなんだ、って。

　――誰だれかを殴ると同じように自分の手も痛いでしょう？　誰かを傷つけるってことは、自分を傷つけることなのよ？

　だから、暴力で問題を解決しようとしたあゆきは間違ってた。

　モップを使って、自分の手が痛くないように殴るのも、やっぱり間違っていた。

「でも、僕は嬉うれしかったよ？　僕のために、あゆきちゃんが戦ってくれて、すごく嬉しかったよ？」

　よく分からなかったけれど、優ゆう馬まはそのとき急に鼻の奥がつんとした。むわんと顔が熱くなって、泣きそうになった。というか泣いた。ぽろぽろ、ぽろぽろ、知らないうちに涙が出ていた。頬ほおを伝い、顎あごで玉になって、ぼたぼた落ちた。

「な、何、泣いてんのよ？」

　あゆきは優馬の前でおろおろと手を振り回した。

　優馬はあゆきに嬉しかったって、ちゃんと伝えたかった。あゆきの行動は間違っていたかもしれないけれど、でも嬉しかったよって伝えたかった。声が震えた。鼻水が出た。

「だって僕は……だって、僕は、嬉しかったんだ。あゆきちゃんが、あんなふうに戦ってるのを見て、カッコいいなって思ったんだ。だから、あゆきちゃんはすごいんだよ」

　そこまで言って、もう後は言葉にならなかった。言ったつもりなだけで、あれも本当は言葉になっていなかったかもしれない。優馬はわんわん声に出して泣いた。

「泣かないでよ。ねぇ、ちょっと、優馬ってば」

　あゆきは、泣いている優馬の頬を「えいえい」と突き刺す。それは「ひまわり荘」の子どもたちがよくやる遊びの一つだった。きっと幼い頃ころ、みんなやったはずの遊び。後ろから肩を叩たたいて、振り返ったところで頬に人差し指を刺す遊び。

「ねぇ、優馬ゆうま、泣かないでよ。なか、泣かないでってば、なか……ひ、ひっく」

　知らないうちにあゆきも泣きはじめて、この夜はひどいものだった。

　あゆきの証言と、優馬に対して何をしようとしていたのか、実行しようとした当の本人たちがすべてを語ったので、この件が「ひまわり荘」解体論に拍車をかけることはなかった。むしろ逆に、偏見が新たに別の問題を生み出すという教訓となり、「ひまわり荘」を取り壊そうという動きは具体的なものになる前に勢力を失った。

　本当は、今もまだ「ひまわり荘」を快く思わない人たちがいる。でも、綾あや乃のの次にあゆきがここを継ぐなら、きっと分かり合える日も来るだろうと優馬は思う。

　ひまわりは、太陽を向いて花を咲かせる。光を向いて生きる。光の当たるところで生きていく。その光を見失わないように。黒いものに追いつかれないように。



「ん……ぁ、あれ？」

「目が覚めた？　もう夜の九時だぞ？」

　優馬はあゆきを見下ろす。



    

  
    
      



    

  
    
      「ひまわり荘」に戻った優馬は、あゆきの部屋に布団を敷き、そこに彼女を寝かせた。本当は何か食べさせたいところだったけれど、無理に起こすのも可哀かわい想そうなので、自分は枕まくら元もとで待機した。あゆきが起きたら、すぐに何でも用意できるように。

「ひッ」

　優ゆう馬まに見下ろされたあゆきは、息を吸い込み――ズガン!!

「ぐお」「痛ッ」

　勢いよく起き上がったせいで、互いに額をぶつけた。

「いつつ、いきなり起き上がるなよ」

「うぅ、あんたこそ、な、何してたのよ？」

　あゆきは再び布団の中にもぐりこみ、額をさすりさすりしている。相当痛かったらしい。

「何って看病だろ？」

「女の子の寝顔見てたわけ？　バカ！　ヘンタイ！」

　あゆきは、ざぶん、と目の下くらいまでタオルケットを引っ張る。

「小さい頃ころからずっと一緒だったじゃないか。僕が怖い夢を見たら一緒に手をつないで眠っただろ、あゆきちゃん？」

　幼い頃の呼び名で言うと、あゆきは顔を赤くした。ギロリと優馬を睨にらみ、でも、すぐに眉まゆをしなっと垂れ下げる。

「まだ見たりするの、悪い夢？」

　思わぬ質問だった。一瞬返答に困る。でも、それはカウントもできないほどの一瞬だ。

「見ないよ」

　優馬は嘘うそをついた。今でも見る。あの暗くら闇やみを。あの暗闇はもしかしたら、優馬が失った過去に関係しているのかもしれない。でも、今はあゆきを心配させたくないから嘘をついた。それでいい。あゆきは何も心配しなくていい。

「そう」

　あゆきは目を伏せた。優馬の嘘に気づいているのか、いないのか、それだけで判断するのは難しかった。分かり合うのはやはり難しい。

「なぁ、あゆき。今度のことが落ち着いたら、どっか遊びに行かないか？」

「え？」

　あゆきは間の抜けた声を上げた。

「居間で見つけたんだけど、演劇のチケットがあったんだ。綾あや乃のさんがもらったんだろ。ペアだったから、一緒に行かない？」

　優馬が言うと、あゆきは妙な顔をした。優馬から誘うのが意外だったのだろうか。

「……まぁ、イヤなら別にいいんだけどさ」

「ううん、全然、全ッ然イヤとかじゃなくて……」

「そっか？　じゃあ、約束な」

「…………うん。……ねぇ優ゆう馬ま、もしかして、覚えてる……？」

「ん、何を？」

　優馬が問うと――あゆきは少しだけ悲しそうな顔をした。ゆっくり顔を振る。

「……ううん、いいの。忘れて」

　あゆきはタオルケットで顔を隠すようにして、それからひょっと顔を出した。

「ねぇ、優馬」

「ん？」

「汗でべたべたしてるから着替えたい」

「手伝う？」

「出てけ」

　優馬は肩を竦すくめる。

「仰おおせのままに。何か飲み物持ってくるよ」

　腰を上げるとポキポキと音がした。ずっと座っていたせいだ。

　ドアに向かい、一度振り返る。と、ガボン、顔面に枕まくらが直撃した。

「早く出てきなさいよ！」

　優馬は笑った。



    

  
    
      
第３章　偽り人

　　　　――"The alias men" by Red Reason





「彼」は想起する。

　それはここではない、いつかどこかの世界で。

　かつて神に罪つみ人びとの烙らく印いんを押された人類が住む世界。

　侵略戦争などもはや過去の遺物。植民地も奴隷制度もない。

　されど人々は瓦が礫れきの町で引ひき鉄がねを引き合っていた。

　誰だれかが言った。

「我々は許さない」

　我々とは誰のことであろうか？　自分であって自分ではない我々。強くて正しそうな大多数。でも、顔も見えない。少なくとも俺おれのことではない、と「彼」は思った。

「彼」は軍医だった。だが戦場では、命をつなぎとめることよりも、その手から命がこぼれおちて行くことのほうが多かった。抗生物質が足りず感染症で死ぬ者が跡を絶たなかった。一命を取り留めた兵士も、すぐさま前線へ送られ、次の日には首から上がないなんてことも珍しくはなかった。

　回復しない疲労が肉体に、精神に、蓄積されていった。そうして思考が麻ま痺ひする。人の身体からだなどベルトコンベアの上を流れていく車の部品と何ら変わりなかった。命を救ったことへの達成感もなければ、命が失われたことに対する悲しみもなかった。

　死体は水や土を汚染する。そうなる前に集めて燃やす。

　いつの間にか、燃やす作業も「彼」の仕事になっていた。

　死体の山、山、山。

　仲間が死んだ悲しみはなく、敵を討った喜びもない。ただ死体を燃やす。

　その死体の山の中に、彼女は隠れていた。



　死体のように振舞っていた彼女は、その手にナイフを握っていた。いや、正確にはナイフではなかった。欠けた鏡の破片に布を巻きつけて作ったナイフ状のもの。

「うぁあああああああああああああああああああ」

　彼女は獣のように咆ほう哮こうし、鏡の破片を彼に向けて突きつけた。刃やいばは「彼」の左腕を二センチほど傷つけた。しかし、ただそれだけのことだった。

　家族を殺された一般人だろうか、兵士には見えなかった。いずれにせよ、十代の少女だった。死体の中で、敵を一人でも殺そうと息をひそめていたのだろうと思われた。

「どうした？　それでは俺おれは殺せないぞ？」

　少女はフーフーと息を吸って荒く吐く。血と脂あぶらと泥に塗まみれた顔。瞳ひとみには憎悪があった。

　よく見れば、彼女の手には無数の裂傷があった。握っている鏡で傷つけたのだろう。鏡に少女の顔が映っていた。憎しみに満ちた顔だ。十代の少女に宿っていいものじゃない。

「布の巻き方が浅いんだ。それじゃ、強く握れない」

　少女は答えなかった。

「手を見せてくれ」と「彼」は言った。

　少女は答えず、荒く短い呼吸を繰り返していた。まるで怯おびえる小動物のようだった。

「大丈夫か？」

　一歩近づくと、その分だけ少女は下がった。

「包帯巻いてやるよ。それから俺を刺せばいい」

　手を差し伸べる。

　少女はもう一度鏡を振り回し、「彼」の顔を傷つけた。「彼」の頬ほおが切り裂かれる。「彼」は構わず、少女の手を取った。包帯巻いてやるよ、そう言ったのだが、もはや清潔な包帯などどこにもなかった。仕方なく、「彼」は支給されている制服を脱いでシャツを裂いた。

「ないよりはマシだろ」

　てっきり暴れるものと思ったが、少女は予想に反して無抵抗だった。いや、少女はそこで意識を失った。緊張の糸が切れたのか、そもそも体力が限界だったのか……。

「お、おい、大丈夫か!?」

　それが「彼」と彼女の出会いだった。



　　　†



　静かな朝だった。それもそのはずだ。誰だれもいないのだから。

　いつもなら早起きの子どもたちで騒がしいのに、誰の笑い声も泣き声もしない。

　こんな天気の悪い日曜日なら、子どもたちの不平の声でいっぱいだったはずだ。

　誰もいない「ひまわり荘」なんて、はじめてだった。あんなに一人でいることを望んでいたのに、誰もいない「ひまわり荘」なんて、悪い冗談みたいで気持ちが悪かった。

「みんな、どこに行ったんだ……」

　布団から起き上がった優ゆう馬まは、中学生の頃ころまで着ていた自分のシャツに着替え、台所へ向かった。台所には誰もいなかった。あゆきはまだ自分の部屋にいるのだろうか？

　冷蔵庫から冷たい牛乳を取り出し、とぷとぷとコップに注いで、ひと息で飲み干す。

　台所の曇りガラスを開ける。

　昨日までの天候が嘘うそみたいなどんよりした空模様だった。セミの鳴き声もくぐもって聞こえる。緋ひ色いろの蝶ちようが一匹、窓枠に止まった。

「イヤな……天気だな」

　その天気そのもののように心が淀よどんでいく。途端、不安が優馬の心臓を強く掴つかんだ。意識すると鼓動が速くなる。あゆきを安心させるため、彼女の前では平気を装っていたが、こんなに大勢の人々が消えるなど、とても尋常ではない。

　不意に。自分の手が震えていることに気づいた。握りしめて、震えをやり過ごそうと試みる。しかし、その震えは一層ひどくなった。

　昨日は、あゆきが倒れたから、自分が強くあらねばと気が張っていたのかもしれない。一夜あけて、不安が優馬に追いついてきた……。

　いや――と、優馬は頭を振る。昨日、あゆきには大丈夫だと言ったのだ。大丈夫だと伝えたのだがら、本当に大丈夫にしないといけない。大丈夫にするつもりだ。

　深く息を吸って、吐き出す。落ち着け。冷静になれ。みゆも綾あや乃のさんも、みんな無事だ。だから、あとは助けるだけだ。

　水すい蜜みつと理り梨りは、まだ優馬の前に現れていない。すぐに二人に見つけられるものと思ったのだが……。とにかく、結果的にとはいえ、水蜜とも、理梨とも、そしてノエルとも別行動をしている今、優馬が思いつく行動は一つだった。

　自分をエサに螢ほたる火びをおびき出す――これしかない。

　螢ほたる火びとの戦闘が最終的に不可避であるならば、こちらが有利な条件下でおびき出し、拘束するべきだ。螢火が神隠しについて何か知っているのなら聞き出せばいい。何も知らないのであっても、イーサン・ソルトウォーターの脱獄を手引きした指名手配犯だ、捕まえて損はない。「可能性」を一つ潰つぶすという意味でも、何もせず後手に回るよりいい。

　ただし、この件にあゆきを巻き込んではならない。だから、あゆきにはこのまま「ひまわり荘」で待っていてもらいたい。黙って出て行けば、あゆきの性格からして、優ゆう馬まを捜しに飛び出すかもしれない。それは避けたい。ならば、何か口実を作って外出しなければ。警察に呼び出された、とか。ダメだ。あゆきも来たがるに決まっていた。

　壁にかかっている掛け時計を見ると、もう五分ほどで八時になるところだった。

「まだ寝てる……わけないよな」

　口に出して、ゾクリと粟あわ立だつ。夏だというのに寒気がした。

「そんな……」

　日曜日とはいえ、あゆきがこんな時間まで寝ているとは思えなかった。なのに、あゆきが起きてきていない。それは……まさか……あゆきまでも――。

　言葉を明確に思い浮かべる前に、優馬は走り出していた。

「あゆき！」

　優馬はあゆきの部屋の扉をドンドンと叩たたいた。

「あゆき、僕だ！　起きてるか？　あゆき！」

　しかし、部屋の中から返事はなかった。これだけドンドンと叩いたのだから、寝ていたとしても気づかないなんてありえない。

「くそッ」

　優馬はノブに手をかけた。遠慮なく扉を開く。

「あゆき！」

　勉強机、整せい頓とんされた本棚、鏡台、通学用のカバン、ハンガーにかかった制服。

　あゆきはいなかった。

　……愕がく然ぜんとする。

　一緒にいたのに。自分は何をしていたんだ。間抜けにもほどがある。こんなに近くにいて守れなかったなんて。何のための調律士だ。みんなを守れるのが調律士じゃないのか？

　優馬はあゆきの名前を呼びながら「ひまわり荘」の建物の中を駆け回った。しかし「ひまわり荘」には誰だれもいなかった。そんなに大きな建物でもない。捜せる場所など限られていた。まして、大きな声で呼んで気づかないはずがない。あゆきは建物の中にはいない。

　途方に暮れた優馬は廊下の窓にそっと左手をついた。カツンと硬い音がした。左手首にはあゆきがくれた革のバングルをつけている。そこに紅あかいクロスをぶら下げていた。そのクロスが窓ガラスにぶつかった音だった。

　窓の外には優ゆう馬まの心を反映するかのような灰色の空が広がっている。そのとき。

「あ」

　目を凝らせば、「ひまわり荘」の表門のところに人影があった。

　あゆきだった。訪問販売か何かだろうか、誰だれかと向き合っているようで、見えるのはあゆきの後ろ姿だった。確かに建物の中にはいなかったわけだけれど。

「な、何だよ……」

　心配して損した、そう思いつつ、ホッと息をつく。よかった。自分は少し過敏になっているのかもしれない。左手を窓ガラスから離し、ガシガシと頭をかく。

　そして――優馬は固まった。

　あゆきが対応している人物。

　彼女の長い髪は絹糸のように美しかった。金色の髪飾りがキラリと光る。大理石のような滑らかな肌。意志の強さをそのまま固めたような青い瞳ひとみ。美麗な唇。

　そして、襟の高いジャケットの袖そでにはオオトカゲの紋章が見える。

　あゆきに詰め寄るように――ノエル・ローゼンバーグが立っていた。

　ノエルの険しい顔が、あゆきの向こうにあった。

　優馬は咄とつ嗟さに窓を開けた。同時に、ノエルの声がする。

「きさ……何を……知って……」

　はっきりと聞き取れないが、ノエルの声に険が混じっているのが分かった。

　一方、あゆきのほうはひどく困惑している。声には怯おびえがあった。

「な……を……？　い……て」

「わたし……見たのだ！　き……何……知っている？」

「わ……ない、ノエ……にを……の……」

「……子どもたち……へやった？　神隠し…………どこ……った？」

「…………」

「……アラン……ミシー……知って……答えろ！」

　瞬間、ノエルは左手を伸ばしてあゆきの胸倉を掴つかみ、右手で《醜いアヒルの子症候群》を構えた。

　途端、優馬の中で何かが弾はじけた。慌てて、窓から飛び出す。靴も履いていなかったが、そんなことはどうでもよかった。

「ノエル!!　何をしてるんだッ!?　あゆきから手を放せ!!」

　優馬は叫んだ。その声に、ノエルとあゆきが同時に優馬を見た。

　優馬は無意識のうちに左手にクロスを握りしめていた。

　ノエルもそれに気づいたらしかった。あゆきを解放し、優馬を睨にらむ。

「何してんだ!?　一体、これはどういうことなんだよ!?」

　優ゆう馬まのいつにない怒声に、あゆきは驚いたように目を開いた。

「ゆ、優馬？」

　優馬はあゆきの腕をぐいと引っ張って背後に隠し、ノエルと対たい峙じする。

「あゆきに何をした？」

　ノエルは答えなかった。小さな唇を引き結んだまま。

　ノエルの《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》はまだ解除はされていなかったが、それでもあゆきに向けたのだ。許せなかった。

　優馬はノエルを強く睨にらみつける。

　ノエルもまた優馬の瞳ひとみを睨み据える。

　互いに一歩も譲らない。

「…………ちッ、時間がないというのに」

　ノエルはギリっと奥歯を噛かみしめる。

「時間がない？　何の話だ？」

　ノエルは優馬の問いには答えず、重苦しい空を見上げた。まるで、そこに悪の元凶が存在するみたいに。

「おい、ノエル」

　優馬が一歩、ノエルに近づくと、ノエルは素早く身を低くした。ふわっとスカートが舞う。駿シユンッ、とノエルは無駄のない動作で優馬の足を払った。

　優馬はバランスを崩す。

　ノエルは小鼻を鳴らし、体勢を崩した優馬の腹に、素早く膝ひざを入れた。

「がッ」

　息が吸えなくなる。目の前が白く……。ヤバい。倒れ――

「優馬!?」

　あゆきの声がして。

「――てられるかよ！」

　ギリギリのところで意識を保ち、優馬は地面に強く足を着いた。

　だが、ノエルのほうの動きには一分の隙すきもない。流れるように優馬の左手を取り、そのまま身体からだを優馬にぶつけるようにすると、ぐいと優馬を背負った。

　その動作も流れの一部であり、次の瞬間には、優馬の背中を凄すさまじい衝撃が走った。

　優馬はノエルに投げられたのだ。背せ骨ぼねがぎしぎしと軋きしんだ。それでもかろうじて受け身を取った優馬はすぐさま身体を起こしたが、そこにノエルの姿はなかった。

「くそッ!!」

　優馬は強くアスファルトを叩たたきつける。そのとき、キラリと何かが光るのが見えた。それはノエルに託された《龍騎士ナイトアノール》の指輪だった。ポケットに入れていたのだけれど、投げ飛ばされたときに落ちたようだ。優ゆう馬まは指輪を拾い上げた。

「何が加護だよ……ご利り益やくなんて、ないじゃないか……」

　呟つぶやく優馬のもとにあゆきが駆けつける。

「優馬……ねぇ何なの？　何がどうなってるの？」

　あゆきの目には不安が渦巻いていた。

　遠く雷鳴がする。雨の気配が漂っている。

　優馬は答えず、あゆきを支えるように肩を抱き、玄関まで付き添った。扉を開けて、あゆきを座らせる。

「ねぇ、優馬、何なの、ノエルさんと何かあったの？　ねぇ優馬は一体何をしてるの？」

　そのつもりはないのだろうが、あゆきの声に優馬は咎とがめられているような気分になる。

「それは……」

　しかし、あゆきには調律士の話も歪わい曲きよく師しの話もしたくなかった。これ以上巻き込まないためにも話してはならないと思った。それに優馬自身、今何がどうなっているのか把握しかねていた。頭の中がぐちゃぐちゃだ。

　一体、ノエルは何をしていたのだ？　何をしに来たのだ？　勝手に単独行動をはじめたと思ったら、いきなりあゆきを襲ってきた。目的は何だ？　どうしてノエルは、アラン・スミシーの名前をあのタイミングで出した？　ノエルは間違いなくアランという名前を出したはずだ。アラン・スミシーとは何者だ？　映画監督ではないのか？　やはり実在するのか？　そうだとして、どうしてあゆきが知っている？　知っているわけないのに。

　理り梨りの声が蘇よみがえった。

　――ノエル・ローゼンバーグをそんなに信用しないほうがいいよ。

　――ノエルちゃんには、きみの知らない色々なことがあるよ？

　――螢ほたる火び鉄葉ぶりきは、イーサン・ソルトウォーターを脱獄させた犯人だけど、イーサン脱獄の現場では、もう一人目撃されてるって。

　――そもそも、螢火鉄葉は、機関の収容所にどうやって侵入したんだろ？

　――きみはノエルちゃんが一体、どうして《穢憑ケガレツキ》になったか知ってる？

　――ノエルちゃんは《混沌の柩パズル・ボツクス》を欲していたのかも。

　――だって、ノエルちゃんは……。

　ノエルは一体何者なんだ？

　イーサン・ソルトウォーターの脱獄の際に目撃された二人組。

　一人は螢火鉄葉で、もう一人は……まさか、本当にノエルなのか？　でも何のために？

《混沌の柩パズル・ボツクス》……《穢憑ケガレツキ》……。

　これらが関係しているのか。ならば、アラン・スミシーとは何者だ？　名を偽る者……偽名……。アラン・スミシーと螢火鉄葉は協力関係にあり、この神隠し事件も二人が起こしている……？　ダメだ、何も分からない。

　ノエルは、本当にそんなことをしているのか？

　ノエルはそんなことしない、先ほどのノエルを見なければそう答えられたのに。今は自信がなかった。ノエルは本当に螢ほたる火び鉄葉ぶりきの共犯なのか？　ノエルは何を考えている？

　分からない。何もかも分からないことだらけだ。

「それより、ノエルに何を言われたんだ？」

「……分かんない。優ゆう馬まこそ、何を知ってるの？　ねぇ、これってみんながいなくなっちゃったことと関係あるの？　ねぇ答えてよ、優馬!!　知ってるんでしょ!?」

　あゆきの声は今にも泣き出しそうなものだった。

「ねぇ、答えて！」

　だが、優馬は答えられなかった。

「……いいか、あゆき？　僕はこれから行くところがある。行かなくちゃいけないんだ」

「待って、どこ行くの？　置いてかないで！」

「あゆきは絶対に『ひまわり荘』から出ないでくれ。頼む……そうだ、警察から連絡があるかもしれない。すぐに対応できるように、あゆきはここに残るんだ。誰だれかいないと困るだろ？　僕はすぐ戻ってくるから」

「何言ってるの？　ヤダ、一人にしないで！　優馬もここにいて」

「すぐに戻るから。あゆきは、ここで待つんだ！」

「ヤダ、優馬！」

　説明できない以上、これ以上のやりとりは無用な心配を煽あおるだけ、優馬はそう判断して、あゆきを振り切るように玄関を飛び出した。背後で「待って優馬」というあゆきの声がしたけれど、一度も振り返らなかった。赤い蝶ちようが飛んでいた。



　　　†



「あーっ!?」と、理り梨りが優馬を指差す。

「ひまわり荘」を飛び出し、幸福商会の事務所に駆けつけた優馬を迎えたのは、《特殊追跡班レースランナー》の窪くぼ双ふた美び理梨だった。

　ソファに腹ばいで寝転がり資料に目を通していたようだ。制服を着ていた。理梨はごろんと前回りをしてソファから降りた。スカートがひらりとめくれて、細い脚が投げ出される。そのまま、理梨は優馬の前に来て、腰に手を当てながら抗議の声を上げる。

「ゆーまくん！　心配したんだからね。勝手に出てって！　もしかしたら、ゆーまくんも消えちゃったんじゃないかって思ったんだよ？　もう！　ぷんぷんなんだからね！」

　なるほど、あのタイミングで姿を消せば、理梨や水すい蜜みつには優馬が神隠しで消えてしまったように見えたのかもしれない。今朝、優ゆう馬ま自身、あゆきが神隠しで消えてしまったのではないかと思ったように。

「ごめん……それより水すい蜜みつは……？」

　息を切らせながら優馬は理り梨りに訊たずねた。事務所の中に水蜜の姿はない。

「いないよ」

　返ってきた答えはひどく淡泊だった。

「いない？」

「そ。いない。消えちゃった」

　ゾク。背筋を寒いものが通り過ぎる。

「ゆーまくんがいなくなって、すぐに白しろ銀がねちゃんは、きみを捜しに出たんだよ。《調査班シユミツトモニター》だし。でも、白銀ちゃんは戻ってこなかった。連絡もつかない。あたしは誰だれかが戻ってくるかもしれないから、ここで待機してたんだよ」

　何てことだろう。鬼おに束づか響きよう士し朗ろうに続き、水蜜までも失しつ踪そうしてしまったというのか。それも、優馬が事務所から抜け出したせいで。そうか、だから連れ戻されなかったのか……。

　理梨は、左ひだり眉まゆだけ持ち上げるようにして続けた。

「さて、ゆーまくん、あたしはすごーく怒ってるんだけど、何か申し開きはないわけ？」

「…………ごめん」

　悔いていても何にもならない。優馬は自分に起きたことを包み隠さず告白した。あゆきから連絡があり、昨日は「ひまわり荘」で過ごしたこと。その「ひまわり荘」の面々も失踪してしまったこと。あゆきの目撃証言では、文字通り「消えて」しまうらしい、とも。

　そしてさらに、今朝ノエルが幼なじみを襲ったこと、ノエルの様子がおかしいこと。

　信じたくはなかったがノエルには確かに何かあるのかもしれない。

　螢ほたる火び鉄葉ぶりき、ノエル・ローゼンバーグ、イーサン・ソルトウォーター、アラン・スミシー。

　一体、どんなつながりがあるのだろう……？

「アラン・スミシーが何者かは白銀ちゃんの調査で分かったよ。さすがは《調査班シユミツトモニター》」

　言って理梨は鬼束響士朗の乱雑なデスクからノートパソコンを引き寄せた。カタカタとリズミカルにキーを操作しログイン。カーソルを合わせ、画面を開く。

　そこにアラン・スミシーの名前があった。本来、顔写真が添付されているであろう部分は「NO IMAGE」となっていた。

「ちなみに、これ、『この世界』の時間軸で、二百年前のデータね。すぐに誰も思い出せないわけだよ」

「二百年……そんなに？」

　理梨は小さく頷うなずき、画面に表示されている文章を読み上げていく。

「本名不明。自称、アラン・スミシー。性別不明。年齢不明。経歴不明。魔法具《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の使用による第八七二一番円環地区爆破及び、人類消却の罪で指名手配されるも、行方不明のまま現在に至る。今でも健在とは思い難いね。二百年前だし」

「となると、誰だれかが『アラン・スミシー』という名前をさらに利用しているってことになるのかな？」

　名を偽る者という名を名乗っていた者になり変わる……ひどく捻ねじれている。

「……アランはそもそも、どうして偽名を使っていたんだろう？」

　偽名ということは、逆に本物の名前があるということを意味する。

「んー、死んだことになっていたとか、別人になりすましていたとか。本当の名前を奪われた、あるいは失なくした。思い出せなかったのかも。または、単純に本人であることを隠している。知られたらまずいから。意外や意外、アラン・スミシーは本名だったりしてね……ま、ないか」

「名を偽る者……」

　優ゆう馬まは呟つぶやく。名を偽る者と名乗る何者か。不透明な存在。不在としての存在。どこにもいないとアピールすることで、どこかにいることを証明する。かつて存在したアラン・スミシーと、そして今、栗花落つゆり市しに現れたアラン・スミシー……。

　優馬が思考の中に沈み込んでいると、「ところでさ」と理り梨りが言った。

「思ってたんだけど《歪わい曲きよく》現象の残ざん滓し以外で、この神隠し事件の失しつ踪そう者しやに共通項はなかったよね、それって変くない？　誰かを意図的に消すのなら目的があるわけでしょ？　その目的に沿った被害者が選ばれるのが普通なのに、神隠しは無差別だった」

「確かに」

　理梨に言われて、はじめてそれを実感する。水すい蜜みつは失踪者の共通点を捜すと言っていたが、栗花落市周辺で暮らしているということ以外、失踪者に共通点が見られないとも言っていた。そして、それはおかしい。消す目的が分からない。

「でも、アランのデータから理由が分かったよ。失踪者には共通点なんかないんだ。失踪者は無作為で無差別に選ばれる。共通点はないってのが共通点」

「……どういうこと？」

　理梨は再びパソコン画面に目を向ける。

「アランの使用した召喚系魔法具《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》。精度不明、形状不明。ほら、見て。面白い記述があるよ」

　理梨は細い指で画面を指差す。

「召喚系魔法具《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》は、完全展開まで大きく三段階に分けることができる。第一期、術者が《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》をダウンロード、次いで第二期、解凍を開始すると同時に術者の周囲で失踪事件の報告が多発する。第一期と二期は言ってみれば、圧縮ファイルの解凍作業なんだろうね。これはおよそ一〇〇時間で完了。第三期に入ると《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》のインストールが開始。術者の定めた展開中心地において因果律の乱れが観測される。こちらはおよそ二十四時間で完了。完全読み込みと同時に自動的に魔法具が発動。世界が上書きされる」

　世界が上書きされる、そのことを上手く想像できなかった。ただ、その漠然とした壮大さに冷や汗が浮かぶ。

「今ある世界の上に、別の世界を召喚するんだよ。それによって今そこにある世界が吹っ飛んじゃうんだ。およそ五一〇〇〇〇〇〇〇平方キロメートルが覆い尽くされちゃう。地球丸ごと全部上書きだよ」

　途方もなさ過ぎて具体的に想像できない。ただ、爆破と消却という言葉が優ゆう馬まの中で現実味を欠いたまま思い浮かぶ。

「一体何のために……？」

「絶対の平和」

「絶対の平和……？」

「アランの犯行声明が載ってるよ」

「犯行声明？　機関に向けた？」

「まさか、すべての人類に対する犯行声明だよ」

　優馬は画面に目を向ける。声に出して読み上げた。

「『人が愚かである所以ゆえんは、自らが愚かであることを知ろうとしないことである。思考せず、決定権を他人に委ゆだね、権利を要求するが、責任を回避する。過あやまちから学ばず、何度でも繰り返すその愚劣さこそ人の証あかしなれば、わたしは人に絶望せずにはいられない。殺し合い、奪い合うのが宿命か？　傷つけ合うのが本望か？　否、わたしは否定する。すべての人間は幸福になるべきである。わたしはすべての人々に分け隔てなく幸福を与えんと欲する。人類を愛することは難しいことではない。困難なのは隣人を愛することだ。わたしがそれを叶かなえよう。揺らぐことなき絶対の平和を人々に。――《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》管理者アラン・スミシー』」

「うっかり油断するとまともそうに聞こえるけど、どっかの危ない宗教家みたいだね。アランは《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を展開したものの、失敗したみたい」

「失敗……？」

「召喚されるのは言ってみれば『理想郷ユートピア』なんだろうね。ここで失しつ踪そうがどうして無差別なのか分かるでしょ？　対象者はそもそも全人類なんだよ。偶然、術者に近づいてしまった、あるいは歪ゆがみに迷い込んでしまった、そういう人々が先行して消えてしまうわけだけど、最終的には、みんなそちらの世界に強制移動させられてしまうんだよ」

　理り梨りは一人頷うなずいている。

「でも、そこに取り込まれた人間たちは、最終的には『人間』ではなくなってしまった」

　ごくりと優ゆう馬まは唾つばを飲み込む。

「どういうこと？」

　理り梨りはもう画面を見ていなかった。

「争いもなく、誰だれもが幸福で、平等な世界では、人は生きていけないんだよ」

　優馬は声が出なかった。理梨の言葉が優馬の頭の中にべったりと貼はりつく。

「だって、人間は、傷つけ合うのが本分なのだもの」

　傷つけ合うことが本分、その言葉とともに、何な故ぜだか急にノエルの顔が浮かんだ。

　長い髪と、宝石のような瞳ひとみ、ミルクのような肌、丸い頬ほおと尖とがった顎あご……。

　一体、ノエルは何をしているんだ？　あゆきに何をしようとしていたんだ？

　情報を整理する必要がある。

　現在、この町で《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》が展開されている可能性が高い。だが、アランは二百年前の人物だと言う。ならば、何者かがアランの魔法具を利用していると考えるのが自然だ。

　この「何者か」に当てはまりそうな人物は二人だった。

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきか、ノエル・ローゼンバーグだ。

　理梨の言った通りに……ノエルには何かあるのかもしれない。思いたくなどなかったが、あんな場面を目撃してしまえば、ノエルには何かあると思わざるを得ない。

　こうなってくると、ノエルを問いつめる必要が生じる。ノエルはどこで何をしている？

　先ほどは逃がしてしまった。ノエルは時間がないと言っていたが――。

　そこまで思考し、優馬ははたと気づく。

「理梨、《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の第一期と第二期は、合わせて一〇〇時間って言ったよね？」

「そう書いてあるよ」

　計算は苦手だが、優馬は必死に頭を巡らせる。最初の失しつ踪そう者しやが報告されて既に四日経過しているのではないか。とすると――。

「大変だ……、既に一〇〇時間経過しているじゃないか。早く手を打たないと！」

「まぁまぁ、まずは落ち着いてよ、ゆーまくん」

　慌てる優馬に反して、理梨はどこか甘ったるい口調で言った。

「ところで、ゆーまくん。きみはどうして調律士になろうと思ったの？」

　いきなりの質問に優馬は戸と惑まどった。この状況で話すには些いささか唐突過ぎたからだ。

「何で急に……そんな場合じゃないだろ」

「いいから答えてよ」

　そう言う理梨の声には何か抗あらがいがたいものがあった。猫じみた瞳が優馬をとっくりと見つめている。

「…………僕は小さい頃ころ、両親を亡くしてて、鬼おに束づかさんに助けられて……」

「あぁ、《追儺おにやらいノ命みこと》ね。なるほど、なるほど」

　理り梨りは噛かみしめるように一度、二度と頷うなずく。それからさらに言葉を重ねる。

「ねぇ、きみはどうやってイーサンを殺したの？」

　口の中から急激に水分が失われていく感覚があった。理梨は何を言っているんだ？

「イーサンの直属の騎士団《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》を蹴け散ちらして、さらにイーサン自身の《見閉じられた魔眼アイズ・ワイド・シヤツト》を物ともせず彼を殺したなんて、そこいらの調律士に、しかも見習いになんてまぐれにしたってありえないことなんだよ？」

「……何の話だよ？」

「質問してるのはこっち」

　理梨が顔を寄せてくる。甘い甘いヴァニラの香りが鼻を撫なでる。

「ねぇ、ゆーまくん――きみって何者？」

　理梨がぐいと優ゆう馬まの左手を掴つかんだ。細い指に力が込められる。

「つッ」

　紅あかいクロスが揺れる。

「《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》……だっけ？　五百月いせづき優馬の使用する魔法剣。持ち主の血液を媒介に制限を解除、通常使用時は五十センチばかりの直刀として機能する」

「何でそんなこと知って……」



    

  
    
      



    

  
    
      「ただし、イーサン・ソルトウォーターとの交戦の際、その形状に変化が見られた。刃渡りだけで一メートルはあったかな。それだけじゃない。《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を手にしたきみは、あの刹せつ那な、確かに《歪わい曲きよく》を行った。瞬間移動。イーサンの使う手品とはまったく別種の」

　まるで理り梨りの言葉は、あの瞬間をすべて見ていたみたいな言い方だった。…………見ていた？　そして理梨は、もう一度、繰り返す。

「ねぇ、ゆーまくん、きみって何者？」

「……は、放してくれ」

「答えてくれたら放してあげる」

　理梨は、そこで、にたりと笑った。

「……り、理梨？」

　すがるように優ゆう馬まは呼びかける。

「絶対の平和なんてさ、どーでもいいけど、《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》ってのは派手でいいよね。世界を破壊する爆弾として考えたなら」

「何、言ってるんだ？」

「ねぇ、ゆーまくん？　クオータニオンって……知ってるでしょ？」

　ゾクリとした。

　クオータニオンは統一された目的を持たず、所属するメンバーの自由意思、個人の欲望だけで成り立っている組織。欲望に忠実ゆえ、《歪曲》を行い因果律を乱す。調律士は彼らを取り締まる……。

　瞬間――。

「放せ！」

　優馬は理梨の手を振り払った。

「理梨、きみは何者だ？」

　優馬の問いに理梨は禍まが々まがしく笑った。

「ショータイムだよ」

　刹那、理梨が黒い焔ほのおに包まれる。ひと際大きく燃え上がったかと思うと、彼女は黒焔をまとったかのような姿に変わっていた。焔……いや、影なのか。袖そでの長いナイトドレスのような焔の影――。



「鬼ごっこする者この指とまれハイド＆シーク♪　《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》」



　理梨の右手を中心に空間が歪ゆがみ、部品パーツが虚空に生じていく。瞬く間にそれらは一つの形を組み上げていった。漆しつ黒こくのボディに毒々しいドクロのハートマークが描かれたのグレネードランチャー、理り梨りの魔法銃《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》だ。

「さぁ逃げなさいラン・フオレスト・ラン」

　理梨は躊ちゆう躇ちよなく引ひき鉄がねを引いた。

　だが、その寸前、優ゆう馬まは素早く反応していた。ソファを飛び越し、事務所の扉を体当たりでぶち抜く。優馬は廊下に転がり出た。

　怨怨怨怨オオオオン！

　空気のねじれる音が鼓膜を刺激する。顔を上げた刹せつ那な、優馬は《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》から射出されたグレネード弾を見た。

　それは不気味な髑ドク髏ロだった。実際には人の頭よりもやや大きい。直径は三十センチほどあった。ホラー映画にでも出てきそうな髑ドク髏ロは、本来ならばまっすぐ壁に向かって、激突し、砕けたはずだ。だが壁と接触する直前に、こちらへ折れ曲がった。

　優馬は飛ぶように前転、一回転と同時に身体からだをひねり、階段を駆け上がる。背後では髑ドク髏ロ弾がまたも折れ曲がった気配があった。追尾式だ。

　認識と同時に、優馬は踊り場で足を滑らせる。

　しまった、思ったときには――

　弩ド憾カン！　爆風が吹きつける。

「がはッ」

　全身に走る激痛。しかしそれは、髑ドク髏ロ弾を受けたものではない。生身で受けていたらとても五体満足ではいられなかったはずだ。足を滑らせたことにより、髑ドク髏ロを紙一重でよける結果となった。優馬の身体を打ったのは粉砕された壁の破片だ。

　立ち上がろうとしたが、くらりと目眩めまいが襲った。額からとろりと血液が流れていく。

「ちょっと、ちょっと、この程度でへばっちゃわないでよ」

　理梨が、ゆっくりとした足取りで階段を上ってくる。

「これは、ゆーまくんの入団テストなのに」

「……何を言ってるんだ？」

　咳せき込こみながら優馬は訊たずねた。額の血を乱暴に拭ぬぐう。

「きみが本当に『糸を切る者スローター』なら、あたしはきみがほしーんだよ、ゆーまくん」

　その声はゾッとするほど冷たい。

「……スローター…………？」

「ねぇ、だからあたしに見せて。あたしを魅せて。遠慮はいらないよ。あたしを殺そうと思うくらいに本気でやって。だいじょーぶ。あたしは殺したって死なないから」

　理梨は《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》を優馬に構えなおす。

　マズい、逃げないと。思ったが身体が満足に反応してくれない。

「さぁ逃げなさいラン・フオレスト・ラン」

　理り梨りが、引ひき鉄がねを引かんとした――まさにそのとき、優ゆう馬まの視界を奪ったもの。



「装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」



　大気の高鳴りとともに、彼女の長く清らかな髪がふわりと揺らぐ。

　金色の髪飾りが、キラリと光を反射させた。

　大口径の口元で目も眩くらむ青い火か焔えんが震える。

　ほんの一瞬、優馬はその青に心を奪われる。

　そして、空気が、爆はぜた。



「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド、大団円アポテオーズ!!」



　果たして、理梨の《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》と、ノエルの《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》が火を噴くのは同時だった。

　一瞬の間。次いで爆風が生じる。轟ゴウ、という空気のうねりに優馬は腕で顔をかばった。当然の帰結として、大口径が吐き出した火焔の龍は、理梨の放った髑ドク髏ロを飲み込む。優馬は目を凝らす。土煙がゆっくりと消えていく。

「ノエルちゃん」「ノエル……」

　理梨の声と優馬の呟つぶやきとは同時であった。

　ノエルは優馬の眼前に立っていた。――いや、ノエルはすぐさま跳んだ。ブーツが床を蹴ける。長い髪がうねった。大口径を短剣のように携え、理梨の懐に潜り込む。

　牙吟ガギン！　いつぞやの再演のように、二人は銃身を交える。

　そしてノエルは叫んだ。



「螢火鉄葉!!」



　優馬は耳を疑った。まだ血の流れているクラクラする頭で、必死に考える。ノエルは何と言った。一体、誰だれが誰だって？

「窪くぼ双ふた美び理梨なんて《特殊追跡班レースランナー》は機関には実在しない。きさまが螢ほたる火び鉄葉ぶりきだな!?」

「理梨が……螢火鉄葉？」

　呟いたものの、するりと頭の中に入ってこない。

「窪双美Kubohutabi理梨Ririは螢火Hotarubi鉄葉Burikiのアナグラムだ。舐なめおって」

「ユーモアだよ。それより、あたしとゆーまくんがせっかく二人っきりでお話してたのに邪魔するなんてちめーてきにムカつくんだけど？」

　理り梨りの言葉は、まるで自身が螢ほたる火び鉄葉ぶりきであること認めているようだった。

「黙れ！　螢火鉄葉、きさまを第一級指名手配犯として拘束する！」

「その冗談、笑えない。ノエルちゃんにはユーモアのセンスがちめーてきにないなぁ」

　その言葉と同時に、空気の濃度が低くなる。そして、

「なッ!?」

　ノエルは驚きの声を発し、咄とつ嗟さに理梨――螢火鉄葉と交差させていた大口径を引いた。大きく背後へ跳ぶ。密着していた二人が離れることで、優ゆう馬まの目にその光景が映った。

　あまりにも不気味なその光景が。

　螢火鉄葉の胸の辺りから腕が伸びていた。

　その手は肘ひじまである白い手袋に覆われている。腕はノエルを捕ほ捉そくし損ねると、わきわきと指をくねらせた。そして、ピタッと動きが止まる。それから、ゆっくりと腕が垂れていき、のっそりと腕の「本体」が螢火の身体からだから這はい出でてきた。

　それは女の人だった。純白のウェディング・ドレスを着ている。いや、かつては純白であったろうドレスだ。それはどす黒い血に染まっていた。肌が露出している部分は異常なほど白く、ムカデが這っているような縫合の痕あとがあちこちに走っていた。目の周りは黒く縁どられている。

「《黒夢騎士団シユバルツバルトケーキ》……」

　優馬は呟つぶやいた。

「それ、ちめーてき。主あるじも守れないあんな無能な死者どもと、あたしの人型魔法具《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》を一緒にしないでよ、ゆーまくん」

　名前に反応したように《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》はかくんと動いた。その周囲にぽわん、ぽわんと火の玉が浮かんだ。いや、火の玉ではない。それは鏡だった。

「ふん」

　ノエルは鼻で笑い、大口径を構えた。

「魔法具もろとも吹き飛ばしてくれる。――装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」

　エネルギーを装そう填てん。青い火か焔えんが暴ボウと灯る。それは周囲の因果律を駆逐し、壁に亀き裂れつを走らせた。

　ノエルが大口径の引ひき鉄がねを絞るのと同時に、龍を模した蒼そう焔の第二撃目が繰り出される。

　放たれた龍の巨大な顎あぎ門とは、螢火鉄葉の前で幽鬼のごとく立ちはだかる人型魔法具に喰くらいつかんと開け放たれ――、

　しかし、螢火鉄葉にも、人型魔法具にも届くことはなかった。

　衝突の寸前に、焔ほのおの龍は向きを変えた。変えさせられた。

　人型魔法具の周囲に浮かぶ七枚の鏡に反射したのだ。

　跳ね返された暴龍は、壁を砕きながら、こちらへ向かってくる！

　立ちすくんでいる場合ではない。優ゆう馬まは固まっていた身体からだに喝かつを入れ、右脚を強く踏みしめる。バネをきかせて跳んだ。左手首から下げた紅あかいクロスを握り、右手で覆う。



「Blood is thicker than water我が血の赤に従え」



　架空の鞘さやから抜刀するように左手を一気に引き抜いた。握りしめた右手の平には額から流れた血があった。紅い閃せん光こうとともに、クロスは直刀へと姿を変える。それは刀身の紅い、五十センチばかりの直刀だった。優馬の使用する魔法剣《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》である。

　血液に反応した直刀は優馬から力を吸収し、そして同時に優馬に力を供給する。永久機関のごときエネルギー循環。優馬の全身を熱い血ちからが駆け巡った。

「うおぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　迫りくる青き焔ほのおの龍。その衝撃が肌に突き刺さる。皮膚が、肉が、骨が、内臓が、たわむ、切れる、軋きしむ、歪ゆがむ。血液がとぷんと震えた。

　虚空に閃ひらめく一条の紅が、青を薙なぐ。

　左腕が千切れそうだった。優馬は咆ほう哮こうした。凄すさまじい力に吹き飛ばされそうになりながらも、優馬は《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》を力任せに弾はじく。

　だが相そう殺さいには足りない。直撃は避けたものの、焔の進行を変えるにとどまった。凄まじい破壊音を響かせて壁が穿うがたれる。辺りにコンクリートの破片やガラス、鉄骨が飛び散る。

「く……」

　優馬は呻うめく。目に埃ほこりが入った。粉ふん塵じんが舞い、満足に視界が利かない。

「んー、いまいちかなぁ」

　声のしたほうへ咄とつ嗟さに直刀の切っ先を向ける。手の平が痺しびれている。

　今しがた破壊され、空が覗のぞく壁の穴、その淵ふちに螢ほたる火び鉄葉ぶりきが立っていた。斜め前に《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》が控えている。

「逃がすか！」

　ノエルが大口径を向ける。その銃口は素早く螢火鉄葉を捕捉ロツクオンする。

　螢火鉄葉はスッと目を細め、笑みを形作った。しかしその顔はあくまで笑っていない。

「かつて、アラン・スミシーは世界に『絶対の平和』をもたらそうと《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を発動させた。けれど、結果は失敗。人類を救うことなんてできなかった。その後、アラン・スミシーは《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》ごと眠りについたの」

「何だよ、それ？　どうしてそんなこと知ってるんだよ!?」

　螢火が急に何を言い出したのか分からず、優馬は強く問う。

　ノエルには銃口を、優馬からは直刀を向けられているにもかかわらず、螢火鉄葉は表情を崩さない。

「《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》は圧縮ファイルって言ったよね？　一体、どんなファイルが圧縮されていると思う？」

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきは優ゆう馬まやノエルの答えを待たずに言った。

「アランのいた『世界』が暗号データ化されているんだよ。それを今、『この世界』に読み込ませると、どうなると思う？　この世界ははじめから何もなかったみたいに消し飛んじゃうんだよ。問題は、この世界にいる人たちだよね？　《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》内に取り込めば命は助かるけど、取り込まなければ『この世界』もろともさよーなら。仮に取り込まれたとしても、『助かる』かどうかは分かんないよね」

　優馬は問いただす。

「きみがアランの《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を解凍しようとしているのか？」

　つまり、神隠し事件の黒幕は、やはり螢火鉄葉だったのか。

「…………ふふ、だとしたら？」

　意味深に、挑発的に、螢火鉄葉は眉まゆを持ち上げた。

「止める！　必ず止める！」

　仮にもアラン・スミシーは人々を救うために行動したのだ。決して世界を滅ぼすためではない。だが、螢火鉄葉が《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を悪用しているのだとしたら、止めなければならない。

「いいね、ゆーまくん。ゾクゾクしちゃう。カッコいいよ。で、ここで一つ教えたげる。白しろ銀がねちゃんが調べ終えてない情報だよ」

　螢火鉄葉は「この指とまれ」と言うときのように人差し指を立てた。

「一時間。《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の読み込みが終了するまで、あと一時間」

「な!?」

　予想外の短さだった。一時間で世界は終わる、そう宣言されたようなものだ。

「止めるには、一時間で止めないとね」

　そして螢火鉄葉は――、

「鬼さんこちら、手の鳴るほうへ」

　タンタンと小さく手を鳴らすと、空へ身を投げた。高い場所で二つに結った髪がふわりと舞って、残像となる。

　慌てて身を乗り出し、崩れた壁の穴から乗り出すようにして下を覗のぞく。と、螢火鉄葉を守るように《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》が彼女の細い身体からだを抱きしめ、地面に落下していた。ぐしゃっ。人型魔法具は落下の衝撃で肉を飛び散らす。幸いにも裏通りに人影はない。思うのと同時に、《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》は肉体を修復していく。まるで巻き戻し映像を見ているようだ。ガクガクと痙けい攣れんし、ガクンと起き上がると、こちらを見上げ、そのままスッと地面の中に飲まれていった。

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきの姿は既にない。

「チッ」

　優ゆう馬まの隣でノエルが大きく舌打ちをした。ノエルは壁に手をつき身構える。彼女もまたそこから飛び出そうとするように。

　だが。優馬は《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》で、ノエルの前方を塞ふさいだ。ギラリと刀身の紅あかが血に濡ぬれたように鈍く輝く。

「何のつもりだ!?　時間がないのだぞ!!」

　実のところ、自分でもその行動に驚いていた。ほとんど無意識だったのだ。だが、ノエルの言葉で逆に冷静になる。そして言った。

「こっちのセリフだ、ノエル。一体、何がどうなってる？　理り梨りが螢火？　じゃあ、きみは何者だ？」

　ノエルは不愉快そうに顔を逸そらす。長い髪がノエルの顔を隠したので、ノエルがどんな顔をしているのか見えなかった。

　優馬は右手でノエルの胸倉を掴つかむ。そのまま力任せにノエルをぐいと引き寄せた。

「こっち見ろよ！　何なんだよ、僕は、何を信じればいいんだ？　きみは信用できるのか？　どうしてあゆきを襲った？　返答次第ではきみが相手でも容よう赦しやしない」

　ノエルは優馬の右手を思い切り振り払う。高まった感情を吐き出すように、一度大きく口を開き、だが、ギリと噛かみしめる。それから押し殺したようにゆっくり言った。

「緋ひ村むらあゆきが大切か？」

「当たり前だろ！　家族なんだ！」

「家族……」

　その言葉をノエルは懐かしそうに発音した。

「答えてくれ。ノエル、きみはあゆきに何をしようとした？　答えてくれなければ、僕はきみを信用できない」

　ノエルは怜れい悧りな目で優馬を見返す。

　途端、胸がズキンと痛んだ。ノエルの青い瞳ひとみが、まるで泣いている迷子みたいに見えたから。不安で、寂しくて、怖くて、助けてほしいと願っているのに、口に出せない。そう口にすることを禁じられているみたいに。そう口にしたら罰せられるとでも思ってるみたいに……。

「おまえの信用が得たいわけじゃない」

「何を……何を言ってる」

「おまえには関係のないことだ！」

「あ、あるに決まってるだろ！　あゆきは僕の家族で、きみは僕の《片手袋メイト》なんだ！」

　だが、ノエルは答えなかった。桜色の唇をきゅっと結んでいる。

　どんなに胸が軋きしんだとしても、優ゆう馬まは譲るわけにはいかなかった。手を抜くことはできない。ノエルを問い詰め続ける。

「あゆきを消そうとしたのか？　神隠しの真相は《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の影響だ。でもきみが、それに乗じて人を消そうとしていたとしても、僕は驚かない」

　優馬はノエルのほうに一歩踏み込む。ノエルは一歩も下がらず優馬を睨にらみ据すえていた。

　目を逸そらしたほうが何かに負けるかのように。

「さっきのは演技か？　いや、ずっと演技だったのか？　僕を騙だましてたのか？　イーサン・ソルトウォーターを脱獄させた二人組、それが螢ほたる火び鉄葉ぶりきとノエル・ローゼンバーグだった。違うか？　目撃されているのは二人だぞ？　ちょうど計算が合う」

　ノエルは優馬を射るように見つめながら、小さく笑う。

「何を言うかと思えば、愚にもつかぬ推論だな。くだらん。わたしが螢火とつるむ理由もなければ、利益もない」

「きみは……、きみは元々《混沌の柩パズル・ボツクス》が欲しかったんじゃないのか？」

　ノエルはきつく唇を噛かんだ。優馬の言葉はノエルの心を強く抉えぐったのかもしれない。

「だが、僕がそれを邪魔した。正直に言えば分からないことだらけだ。きみらに、きみにどんな得があるのかも分からない。だが、疑いがある限りきみには訊たずねないといけない。きみも清せい廉れん潔白ならば答えられるはずだろ？　あゆきに何をしようとしていた？　あゆきの絶望でも集めるつもりだったのか!?　きみは何者だ？　きみは、本当にノエル・ローゼンバーグなのか？」

　矢継ぎ早の質問。ノエルは青い瞳ひとみを優馬に定めている。静かな青色だった。

「それがおまえの考えか？」

「そうだ！」

「おまえ自身が考えたのか？」

「そうさ」

「いや、それは、すべて螢火自身が言ったのではないか？」

「え？」

　優馬が呟つぶやくのと、建物が大きく揺れるのとは同時だった。バランスを崩して、壁に手を突く。ノエルと距離が開いた。

　壁からバラバラと破片が飛んだ。そして優馬は、それを見た。

「な……あれは何だ……？」

　時間感覚を狂わせるような灰色の空には奇妙な物体が浮いていた。それは幼い頃ころに見たアニメ映画に登場する空の島を思わせた。ぽっかりと浮かぶ大地。現実味がない光景だ。

　再び足もとが揺れる。

「《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》が再生する『世界』だろう」

　そのとき、ノエルが言った。

　空気がビリビリと震動している。地震が続いていた。タールのような真っ暗な空が渦巻いている。

「残り一時間を切った。止めねば取り返しのつかぬことになる」

　空に浮かぶ別の世界。調律士とはいえ、優ゆう馬まは「この世界」以外の世界を見たことはなかった。平行世界パラレルワールドの存在は概念的、文字的なものでしかなかった。それが今、目の前で展開している。

「あんなの……どうするっていうんだ……？」

　優馬は呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。目の前の物体は、「絶望」そのものに思えた。イーサンは一度希望を与えた者からそれを奪い去ることで絶望を採取していたが、そんな手間は必要ない。あれこそが「絶望」そのものだった。

「術者を止める」

　言うが早いかノエルは優馬の左手を掴つかんだ。強い力に優馬は強こわ張ばる。ノエルは掛け声もなく、壁の穴のふちに足をかけ、そのまま空へと飛び出した。

「ノエル!?　何を!!」

　優馬の胃がふわりと浮く。ノエルは素早く身を返し、壁に《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を突き立てる。勢いを半減させ、そのままラペリングの要領で下へ滑り落ちる。

　着地と同時に、ノエルは優馬を突き飛ばした。優馬は体勢を崩して地面に倒れた。

「きさまは待機だ！　ここを決して離れるな！」

　返事を待たずノエルは走り出す。長い髪が遠ざかる。規則正しく繰り出されるブーツが、地を蹴ける音。それがあっという間に離れていく。

　優馬は一度、ポケットに手を入れた。そこには《龍騎士ナイトアノール》の指輪があった。太陽はなくとも銀色に輝いた。強く握りしめる。

「く、ふざけろッ!!」

　優馬もまたノエルの後ろを追うように駆け出した。

　遠く、雷鳴が響く。ここからでも見ることができるツユリ・スカイ・タワーの先端が避雷針のように雷を受けていた。



    

  
    
      
第４章　閉じられた楽園

　　　　――"Butterfly moon" by Red Reason





「どうしてわたしを助けたの？」と、彼女は訊たずねた。

　だが、「彼」は答えられなかった。

　彼女は自らに起きた不運を「彼」に語った。

　彼女のお腹なかの中には子どもがいた。敵兵とはつまり、「彼」の側の兵士たちに襲われてできた子どもだ。敵の子を身ごもった彼女は両親に捨てられた。誰だれも彼女を受け入れてくれず、彼女は放浪し続けていたという。生まれた子どもは生きることができなかった……。

　しかし、それが彼女特有の不運かと言ったら、そうでもない。やはりよくある話だ。

　だから彼女が可哀かわい想そうではない、ということにもならないけれど。

「もう……疲れた」と、彼女は言った。そして「彼」にいっそ殺してくれと頼んだ。敵を倒すこともできず、惨めなまま生き続ける気力はない、と。彼女は殺してくれと懇願した。もう生きられない、と。生きるのはつらい、と。

　どう声をかけるべきなのか「彼」には分からなかった。「殺してくれ」と頼む患者は少なくない。殺すことで救うこともある、そう自分に言い聞かせて殺したことも一度や二度ではなかった。そのときと同じように彼女を殺すべきかもしれない。

　けれど、「彼」はそうしなかった。できなかった……。

　人が死ぬのは珍しいことじゃない。それは自然の摂理だ。

　だが――抗あらがおうとする姿もまた人として正しい。「彼」はそうも思った。

　しかし彼女に何があるだろう？　彼女の中に残されているのは憎悪だけだ。敵を憎むことでしか、彼女はこの先、生きていけないだろう……。

「傷を治せよ。それから俺おれを殺せばいい。そうすりゃ、軍がおまえを処分してくれるさ」

　そう言うのが精いっぱいだった。

「本当……？」

「あぁ、本当だ」

　憎しみが人を生かすのであれば、それはそれでもいい。殺意の対象が自分であったとしても。心が弱っていれば支えるものが必要だ。殺意でも憎悪でも利用できるものは利用する。そして、彼女が本当に自分を殺すのなら、それもまた仕方がないことだ。自分はそうされるだけの罪を犯してきた。

「彼」は彼女を一人の怪け我が人にんとして扱った。はじめこそ手負いの獣のような彼女だったが、「彼」の治療だけは受け入れた。皮肉にも「彼」を殺すために。

「自分を殺す相手を生かすなんて変なヤツ」

　彼女は言った。まったくだ、と「彼」は思った。

　彼女はときどき、思い出したように「彼」に訊たずねた。

「どうしてわたしを助けたの？」

「彼」はいつも答えられなかった。

　幾日かが過ぎた。不思議な関係は続いた。これから被害者になる者と加害者になる者が医者と患者を演じている。

　あるとき、病院で映画が上映されることになった。コメディアンが身体からだを張って観客を笑わせる、そういった種類の無声映画だった。

　満足な薬もなく、清潔な包帯もない。毎日、誰だれかが死ぬ。そんな中で、みんなが笑っていた。三角巾きんで腕を吊つった兵士が、家族を目の前で惨殺された子どもが、薬に頼らなければ眠ることのできない医師が、映画を観て笑っていた。

「彼」もその中にいた。笑っている間、すべてのことを忘れた。笑うと酸素が足りなくなって、必死に息継ぎをした。腹筋が痛くなって強く押さえつけた。

　ふと見れば……。彼女も「彼」の隣で声を上げて笑っていた。

　そのとき不意に――「彼」は思った。

　あぁ、これで生きていける、と。

　それは幸福な時間だった。笑うということは人の心を豊かにする。それは、一つの医療行為とも言えた。人はもっと笑うべきだ。

　それで何かが変わるわけじゃない。でも、変えるきっかけにはなるかもしれない。

　――どうしてわたしを助けたの？

　傷つき病める者がいれば自分はその人を助けたいからだ。

「彼」は、彼女を失いたくないと思った。いや、誰にももう死んでほしくなかった。自分ができることはなんだろうか？　彼女の笑顔を守るためにできることはないだろうか？

　思い立った「彼」は何通もの上申書をしたためた。その内容をひと言で表わせば「停戦の提案」であった。

　人々は疲ひ弊へいし切っている。それは上層部も同じであろう。どちらかが、どちらかを滅ぼすまで続けるなんて実質的にはありえない。ならば、ここで一度「保留」という選択をすることも悪くないはずだ。彼女を生かしたい。みんなに生き延びてほしい。

　それは、自分を生かすことでもあるのだ。そう信じた。

　――暗転――

　次に「彼」の前にあったのは、冷たくなった物言わぬ彼女。目は虚うつろに開かれ、額にはぽっかりと黒い穴が開いていた。彼女は呼吸せず、心臓も動かず、焦点を結ばない瞳ひとみで世界を見つめているだけだった。「彼」は泣かなかった。

　上官の説明によれば「スパイを処分した」ということだった。

　図らずも、彼女の目的――死ぬこと、は達成されたのだ。

　そして「彼」はスパイを匿かくまった罪で拘束された。スパイ、つまり彼女だ。簡略裁判の結果、「彼」に下された判決は「死刑」だった。人の命を救った罪で殺される。すべては「彼」が出した上申書のせいだった。そのせいで彼女は死に、自分も死ぬことになった。

「彼」は笑った。そして、それが「彼」にとって最後の笑みとなった。

　死刑判決が下された夜、「彼」は彼女の遺体から首を盗んで、そして脱走した。



　　　†



　ツユリ・スカイ・タワーは、高さ三〇〇メートルのアミューズメントタワーである。

　オフィスビルであると同時にサービス施設にもなっていて宿泊も可能だ。四面がガラス張りのパノラマフロアがあり、観光スポットにもなっている。

　その摩天楼を目指し、優ゆう馬まは走った。息を切らせながら見上げるその塔の上空には、蜃しん気き楼ろうのように島が浮いていた。灰色の重い空に稲妻が走る。

　先を行くノエルの後ろ姿がどんどん小さくなる。

　人ひと気けはない。飛び出した優馬は、一般の人々を巻き込むことを最初に懸念したが、その心配はまったく無用だった。今や町には誰だれもいない。

　道路にはクラッシュした自動車がそのまま放置されている。傾いた電柱、なぎ倒された街路樹。速度制限の道路標識や案内板が落下していた。

　優馬は強く奥歯を噛かみしめた。速度を落とさず、角を折れる。

　と――空気を引き裂く悲鳴にも似た音とともに飛来する髑ドク髏ロが視界に入る。

　優馬は勢いを殺さず、あえて斜め前に飛び込んだ。大きく口を開けた髑ドク髏ロ弾が左肩をかすめる。着地と同時に振り返った。

　ぐん、と髑ドク髏ロが曲がった。対象に接触するまで弾丸は止まらない。因果律を歪ゆがめて、髑ドク髏ロは優馬に喰くらいつかんと牙きばを剥むく。

「バカ者!!　後ろだ!!」

　そこへノエルの声が投げつけられた。

「しまった!?」

　白い手袋で覆われた二本の腕が優馬の左右から伸びる。完全に後ろを取られた形だった。鼻を焦がすような血のにおい。バサバサとドレスの裾すそが舞う。

　優馬は素早く身を切り返す。――優馬がアスファルトを蹴けったタイミングと、人型魔法具《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》に髑ドク髏ロが直撃するのとは同時だった。

　弩頑ドガンッ!!　優馬は爆風の中、目を凝らす。

　だが次の瞬間、白煙の中から二本の腕が優ゆう馬まへと伸びてくる。

　掴つかまる前に、優馬は後ろへ跳び退すさった。

　人型魔法具は無傷だった。周囲に浮かぶ七枚の鏡は、堅剛な盾。ノエルの放った一撃も、髑ドク髏ロの砲弾も弾はじき返している。

《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》がアスファルトを破砕する。瓦が礫れきが散弾となって優馬を襲う。

　ジャックナイフほどの破片が優馬の左肩に突き刺さった。

　その散弾は人型魔法具をも捉とらえている。だが、彼女に跳びかかる石いし飛礫つぶては、すべて七枚の鏡によって弾かれていた。

「く」

　優馬は着地と同時に鋭利な石のナイフを引き抜く。傷は深いが致命傷ではない。石から優馬の血が滴したたった。

　気づけば、そこはツユリ・スカイ・タワー前広場だった。噴水を中心にロータリーになっている。いつもの日曜日なら家族連れで賑にぎわっているはずのこの広場に、しかし今は誰だれもいない。優馬とノエル、そして螢ほたる火び鉄葉ぶりきと《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》だけだ。

　無人のバスが一台、道の真ん中で停車している。

　人型魔法具を従えて、螢火鉄葉はタワーの正面入り口に立っていた。入り口のシャッターは下りている。中が見えない。先ほどの地震の影響だろうか……。

　タワーの上空には映画のワンシーンみたいに「もう一つの世界」が浮いていた。

　雷鳴轟とどろき、地面が揺れる。

　螢火鉄葉曰いわく「あと一時間」。いや、既に一時間は切っていた。

「理り梨り！　いや螢火鉄葉！　今すぐに《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を解除しろ」

「あたしが？　何で？　あたしに止められるわけないじゃない」

　くすくすと笑うように螢火は言った。

「きみの目的は何だ？　アランの魔法具を持ち出してどうするつもりだ？」

　螢火鉄葉は笑みを崩さない。

　螢火が二百年もの間行方不明とされていたアラン・スミシーの魔法具をどこで、どうやって手に入れたのかは不明だが、今は、そこは問題ではない。

　螢火に人々を救うつもりなどないだろう。では、逆に人々を堕だ落らくさせる目的でこんなことをしているのだろうか？　そうだとしても、あまりにも効率が悪い。

「優馬、ついてくるなと言ったはずだ。きさまは下がっていろ！」

　ノエルが噛かみつくように言った。右手の大口径を構える。

　その動きを見越したように、《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》が動いた。音もなく低空飛ひ翔しようする。

　ノエルは大口径にエネルギーを装そう填てん、螢ほたる火び鉄葉ぶりきに狙ねらいを定め、引ひき鉄がねを引いた。青い焔ほのおが、龍を描く。

　しかし、人型魔法具の周囲に浮かぶ七枚の鏡は自動的に反応、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》を弾はじき飛ばした。龍はうねり、周囲を吹き飛ばす。アスファルトは抉えぐれ、下の土や石が剥むき出だしになる。

「《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》は攻防一体の魔法具なんだよ。ふふ」

「それがきさまの《片手袋》というわけか」

　ノエルが言った。

「あたしの《片手袋メイト》は優秀でしょ？　きみたちみたいに仲たがいなんかしない」

　螢火鉄葉が応じる。

　そのひと言で、優ゆう馬まの思考の片隅に保留されていた情報の断片が、ふわりと浮上する。

「《片手袋メイト》……」

　優馬が呟つぶやくと、螢火は笑いを押し殺したように言った。

「ノエルちゃん、ゆーまくんは螢火鉄葉あたしの協力者が、ノエルちゃんかもしれないって思ってたんだよ？　笑っちゃうよね？」

　ノエルは答えなかった。

「人の心って脆もろいね。一度疑い出せば、何もかも怪しく思えてしまう。疑心暗鬼に囚とらわれた味方は、百の兵にも勝る『敵』だよ」



    

  
    
      



    

  
    
      　痺しびれるような感覚の中、優ゆう馬まは思い出す……。

　調律士は基本的に単独行動をしない。だが、理り梨りにパートナーはいなかった。それを疑問に思った優馬が訊たずねたとき、理梨はこう答えた。

　――いないよ。あたしは特別なんだもん。

　咽の喉どがヒリつく。だが逆に、思考はクリアになっていく。

　イーサン・ソルトウォーターを脱獄させた二人組。

　優馬は、ノエルへ目を向ける。

　ノエルはきつく唇を結び、螢ほたる火びを睨にらみ据すえていた。

　なんてことだ……。

　――ノエルはそんなことしない。イーサンを脱獄させても、螢火を手引きしてもいない。

　――ノエルが《穢憑ケガレツキ》とかいう罪を背負ってるらしいってのは、何となく聞いた。

　――ノエル自身から聞きたいんだ。それも僕が催促したからじゃなくて、ノエル自身が話してくれるようになったときに。

　――これは、何て言うか、僕なりの覚悟って言うか。

　そう言ったのは他ほかの誰だれでもない、優馬だったのに。それなのにどうして最後までノエルを信じてあげられなかったのだろう。本当に仲間なら信じるべきだった。

　だが、信じられなかったのは、ただ自分が弱かったからだ。

　弱いからノエルを疑い、刃やいばを向けた。

　相手が理解できない、だから怖くてそうした。

　分かり合う努力を放棄して、彼女に刃を向けたのだ。

　ノエルは螢火と仲間じゃないし、演技もしていない。当然、イーサンの脱獄に関わってなんていない。《混沌の柩パズル・ボツクス》を得るために行動したなんて根拠なき暴論だ。

　一体何が自分の目を塞ふさいでいたのだ。すぐに気づいてもよかったはずだ。螢火鉄葉ぶりきが人型魔法具を出したあの瞬間に気づいていておかしくはない。

　それなのに気づけなかった。それどころか、仲間に刃を向けたのだ。理梨が螢火だと知って動揺したからなんて、いいわけにさえならない。自分はさっき、ノエルに何と言った？　ひどい言葉を投げつけたのではないか……。

　イーサン・ソルトウォーターを脱獄させた二人組とは、螢火鉄葉と彼女の人型魔法具に他ならない。はじめから螢火鉄葉は一人だ。一人でイーサンを脱獄させた。

　螢火は、わざと二人組の情報を残したのか。螢火鉄葉と遭遇した調律士の生還率は極めて低い。にもかかわらず生き残った者がいた。その調律士はイーサンを脱獄させた者は螢火鉄葉ともう一人いたと証言して息絶えている。それが螢火の計算通りなのだとしたら。

　だとしたら――。

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきは、そのときから用意周到に準備していたのか。優ゆう馬まとノエルを仲たがいさせるために？　いいや、それはおかしい。イーサンが脱獄した段階では、まだノエルと優馬は出会っていない。

　しかし、螢火はその情報を利用し、優馬はまんまと彼女の術中にはまった。

　優馬は螢火鉄葉の手の中で踊らされていた。

　螢火鉄葉は五百月いせづき優馬を狙ねらっている。最初からそう言っていたではないか。「確かな情報源」も何もない。本人がはじめからそう言っていたのだ。

　――きみが本当に『糸を切る者スローター』なら、あたしはきみがほしーんだよ、ゆーまくん。

「僕を……クオータニオンに……？」

　冷たい汗が背中を通り過ぎる。

「ねぇ、ゆーまくん」

　螢火が甘く囁ささやく。数メートルはあるというのに、ヴァニラの香りがするほどに。

「あたしはね、きみがこっち側に呼ぶに足る存在かどうか、それを見極めたかったんだよ」

　螢火鉄葉は、そこで眉まゆを寄せた。

「でも、どーもはっきりしないな。きみが『本物』かどうかまだよく分からない。イーサンを倒したときほどの『魅力』を感じない」

　優馬の脳裏にイーサンとの戦闘時のことが蘇よみがえる。いや、蘇らない。記憶は劣化したテープのように曖あい昧まいだった。

　螢火は右手を腰に当て、長い袖そでから覗のぞいた左手の人差し指をピンと立てた。

「ただあのとき、きみはノエルちゃんを救出するために力を発揮したわけだから、再現してみようと思うの。ほら、よくあるじゃない。誰だれかを助けるためなら本当の力が引き出されるとか、そういうの」

　ドクン、心臓が跳ねる。口の中に苦いものが広がる。

「どういうつもりだ!!」

　ノエルが大口径を構えた。

　そんなことは歯し牙がにもかけず螢火は続ける。

「ルールは簡単。《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の完全発動まで残り三十分の間に、緋村あゆきを救うこと」

「…………あゆき？」

　背筋が凍る。どうしてここで、あゆきの名前が出たのか、優馬には理解できない。

　つぅ、と汗が額を流れた。

　螢火は、獲物を前脚で押さえこんだ肉食獣のように禍まが々まがしく微笑ほほえんだ。

「《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》は、あゆきちゃんなしでは発動しないんだ」

　目の前が真っ赤になった。理性が千切れる。

「あゆきに何をしたッ!?」

　身体からだは無意識に飛び出していた。優ゆう馬まの靴裏が、アスファルトを踏み割る。それほどの跳躍。《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》からのエネルギー供給が優馬の身体能力を格段に向上させている。

　紅あかい疾風が奔はしる。優馬の立っていた場所から、螢ほたる火びのいた正面入り口まで、まっすぐに紅い直線が引かれる。だが、直刀が、螢火鉄葉ぶりきの胸を刺し貫くことはなかった。立ちはだかった人型魔法具が刃を握りしめて止めている。

　引こうにも凄すさまじい力で握りしめられていて微動だにしない。

「悪くないよ、ゆーまくん。でも、まだまだダメダメ。そんなの足りない。もっともっと出し切らなくちゃ。そしてあたしを殺してごらんよ」

　いっそ鼻歌まじりで螢火は言った。猫のような瞳ひとみで優馬を凝視している。

　途端。

　身体の奥のほうで煮え立つような感じがよぎった。怒りに似ている。憎しみにも似ている。けれど、それらとはどこかで違う。それらでは何か不足している。

　マグマが噴き出すように、奥のほうから名状しがたい感情がこみ上げてくる。

　その容よう赦しやない熱が、何もかもを焼きつくす。

　心が飲みこまれるような感覚。黒く焦がされていくような感触。

　知ってる。この感覚を知っている。

　こいつを殺さなくては。それがまるで自分に課された使命でもあるように思った。殺す。殺す殺す。殺す殺す殺す。殺して次に進まなくては。進む？　どこに？　知らねぇよ。とにかく殺せ、殺せ殺せ。殺せ殺せ殺せ殺せコロセ！　これは自分の声？　それとも……。

　ドクン。心臓がまた大きく跳ねる。身体の中を熱い血液が駆け巡る。

　直刀がゆらりと紅く揺らめく。刀身を握っていた《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の手が、じゅう、と焼けていく。熱を発していた。人型魔法具は直刀を手放す。

「あゆきに何かしてみろ、殺してやる」

　優馬は低い声で言った。

　人型魔法具の向こうで、螢火鉄葉は一度目を見開き、それからにやりと笑った。

「ゆーまくん、いいよ。素敵だよ。ほら、あたしを早く殺して見せてよ」

　螢火は両手を優馬に差し出した。だが――。

「装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」

　キンと甲高い声が耳に響く。

「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド、大団円アポテオーズ!!」

　青い火か焔えんの龍が虚空を踊り狂う。巨大な牙きばが、優馬を、螢火を、人型魔法具を、アスファルトを、壁を、区別なく食い散らかす。しかし《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の周囲に浮かぶ七枚の鏡がまたも《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》を跳ね返す。一面は青白い焔ほのおに包まれた。爆風が吹き荒すさぶ。

　降り注ぐ瓦が礫れきに螢ほたる火びは顔を覆う。優ゆう馬まもまた咄とつ嗟さに同じ行動を取った。砂さ塵じんが舞って、視界が奪われる。

　と、首筋に違和感があった。しまった！　思ったが声にはならない。その前に身体からだが宙に浮く。思いのほか長い浮遊感。そして地面に叩たたきつけられる。

　痛みに顔をしかめつつ、優馬はすぐさま身体を起こした。

　そこには――。

「ノエル……」

　すぐそばにノエルの顔があった。眉まゆをきつく寄せて難しい顔をしている。

「一体、どういうつもりだ、ノエル？　邪魔するな！」

　首の違和感、あれはシャツを引っ張られたということなのだろう。土煙が舞ったあの瞬間に優馬はノエルに掴つかまれて、螢火から引きはがされたらしい。

　しっかりと目を凝らせば、優馬とノエルは道の真ん中に残されたバスに隠れるような位置にいた。バスはノエルの一撃で横転したようで、車体の下側が露出している。

「くそ、螢火鉄葉ぶりきッ!!」

　優馬は拳こぶしを握りしめ低く吐き捨てる。そのとき。

「バカ者!!」

　ノエルが一いつ喝かつした。

「目的を見失うな。今、すべきは《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の発動を阻止することだ。完全に展開してしまえば、因果律は断ち切られ『この世界』は終わる」

「分かってる！　だから、なおさら螢火を――」

「分かっていない！」

「分かってる！　螢火を倒して、あゆきを助けて、発動も止める！」

「それが分かっていないと言うのだ！」

「何がだよ！　時間がないんだ！　きみが何を言っているのか、そっちのほうが分からない！　きみと言い合いをしてる暇だってないんだ！　僕に不満でも、全部あとで聞く。あとでちゃんと謝る」

「そんなことを言っているのではない！」

「じゃあ何なんだよッ!?」

　瞬間、頬ほおに熱が走る。続いてじわりと痛みを覚えた。

　ノエルに頬を叩かれたのだと理解するのに、一秒かかった。

「仲間なら、わたしを頼れッ!!」

　不意打ちのように胸に刺さる。それは優馬が彼女に対して告げた言葉そのままだった。自らの死を覚悟した彼女に向けて優馬が投げつけた言葉だ。

　俺おれを頼れ、仲間だろうが。

　…………優ゆう馬まの中で煮詰められていた熱が、ゆっくりと引いていく。

「何もかも一人で背負えば失敗するに決まっている！　何のための《片手袋メイト》だ！　おまえ一人ですべてできるわけがないだろう！　前のめりに倒れればいいとでも思っているのか？　倒れないのが一番に決まっているだろう！」

　ノエルはもう一度、拳こぶしを振り上げた。

　けれど、優馬はノエルの手首を掴つかんで止める。それは年相応の少女らしく細かった。

　ノエルが青く澄んだ瞳ひとみで優馬を睨にらんでいる。ノエルはぐいと自分の腕を引き寄せる。優馬は逆らわずにノエルの手首を放した。それから殴られた頬ほおをさする。ズキズキした。

「仲間…………、仲間なら……か」

　優馬は呟つぶやく。効いたのは殴られた一発か、それともノエルの言葉のほうか……。

　目が覚めた思いだった。

　優馬はノエルの青くキレイな瞳を見つめ返す。いつも一直線だから、その分損をしてしまう不器用なヤツの目だった。強い視線は、泣くのを堪こらえているようにも見えた。

「なぁ、ノエル。それはさ、きみも同じじゃないのか？」

　一人で行動していたノエル。そもそも彼女は、誰だれかに頼るということを選択肢に入れていない。一人で全部背負おうとしているのはノエルもまた同じだった。

　優馬の指摘に、ノエルはかすかに瞳を伏せた。叱しかられた子犬のように。長いまつ毛で薄く影が落ちる。「それは……」、と小さく口を開き、

「……いや……そうか……そうなのだな。これは、わたしにも言えることなのだな」

　優馬とノエルに圧倒的に足りていないもの。

　信頼だ。

　お互いを仲間と呼ぶには、友達と呼ぶにはあまりにも希薄に過ぎる関係。

　互いの背中を預けられるような信頼が二人には必要だった。

　信頼――言葉にするのは簡単だが、実践するにはあまりにも難しい。

　相手のすべてを信用して、任せることができると思うこと――。真実の意味でそんなことは可能なのだろうか。他人はどこまでいっても所しよ詮せん、他人で、本当に信頼することなんてできないのではないだろうか。それとも……。

　優馬は深呼吸をする。一回。二回。三回と。

　そのタイミングで。

「ダメじゃない、ゆーまくん、途中で止やめちゃヤだよ」

　螢ほたる火びの甘い囁ささやき。次いで爆音が響く。

「な!?」

《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》がバスを引き裂いていた。鉄が紙かみ屑くずのように引き裂かれるのは不気味な光景だった。障害物が消えたと同時に、髑ドク髏ロが撃ち込まれる。

　優ゆう馬まは地面を蹴ける。ノエルもまた高く跳躍した。

　螢ほたる火びの《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》から放たれた髑ドク髏ロは、地面を穿うがつ寸前で方向を転換。ノエルに向かってその口を開いた。

「ノエル!?」

　ノエルは空中で素早く身体からだをひねる。長い髪がノエルの身体に巻きつくように流れる。頭を地面側へ、脚を空へ。大口径を髑ドク髏ロの口に突っ込む。

「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド、大団円アポテオーズ!!」

　優馬が着地すると同時に、目も眩くらむような閃せん光こうが周囲を覆う。一拍後に爆音と衝撃波が届く。優馬は目を細めた。

「優馬、おまえは中へ行くんだ！　螢火はわたしが討つ。緋ひ村むらあゆきを救出しろ！」

「何を言って――」

　優馬が言葉を放つと、螢火鉄葉ぶりきが優馬へ顔を向けた。

　着地したノエルは、その一瞬で螢火鉄葉との距離を詰める。

「おまえの相手はわたしだ！」

　大口径を螢火に向ける。だが、螢火も素早く反応した。

《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》を構え――。

　二人は同時に引ひき鉄がねを引く。

　再び、激しい衝撃が辺りを揺らす。青い火の粉が飛び散った。

　優馬は熱風を避けるために腕で顔を守る。そこへまたノエルの声が投げられた。

「早く行け、優馬！　これは任務だ！　おまえに任せるんだ！　おまえが解決しろ！」

　優馬は刹せつ那な、判断を迷う。ノエル一人を残して行くべきか否か。しかし、その迷いが命取りになる。ここはそういう類たぐいの戦場だ。そうと理解していたから。優馬は一度だけ目を強く閉じ、見開く。これは任務だ。自分は任されたんだ。自分が解決するんだ。

「ノエル、絶対にあゆきを助けて、《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》も止めるから、だから、ノエル、無事でいろよ！」

　言って、すかさず跳んだ。返事を聞いている余裕は残念ながらない。



　結果――タワー前の広場には、ノエルと螢火、そして人型魔法具《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》が残された。

「ほざけ。このわたしを誰だれだと心得る。《龍騎士ナイトアノール》が一人、ノエル・ローゼンバーグだ」

　ノエルは小さく呟つぶやく。優馬は既にいない。

「ふふ」

　螢火が微笑ほほえむ。ノエルは大口径を構えたまま不快げに螢火を見つめる。

「どうして優ゆう馬まを追いかけない？」

　そう、螢ほたる火び鉄葉ぶりきは優馬がこの場を離脱した瞬間、一切反応を見せなかった。ノエルは、螢火が優馬を追うと踏んだのだが……。

「ゆーまくんを追いかけて後ろからやられたんじゃ目も当てられないじゃない」

「ふん」

　ノエルは小さく鼻を鳴らした。

　螢火鉄葉は砂糖菓子のように甘い笑みを浮かべたまま。

「それじゃ、時間まで殺し合いましょ、ノエルちゃん？」
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　ノエルを信じる。ゆえに優馬は振り返らない。

　正面入り口はノエルの放った《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》で歪ゆがんでいる。優馬は速度を落とさずに突っ込んだ。

「あゆき！」

　優馬の叫び声は、ツユリ・スカイ・タワーの一階ホールを響き渡る。無人だ。少なくとも誰だれの返事もない。前衛的なモニュメント。天井にはバルーン。中央階段と並列して並ぶエスカレーター。一階ホールは高低のある造りをしており、正面入り口を抜けた後、中央階段かエスカレーターを上る必要がある。立派な観葉植物、休憩用のベンチ、公衆電話。

　優馬は中央階段を駆け上がった。足音が反響する。

　駆け上がった先の広場には、複雑な魔法円が刻まれていた。

　魔法円の概念は「鍋なべで煮詰める」だ。すなわちエネルギーを最高点まで高めるために、その中にエネルギーを囲い込むものである。円そのものが鍋、中身はぐらぐらと熱せられる。タワーのおよそ中心にあるこの円が《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を発動させるための召喚円であろうことは想像に難くない。

「これを破壊すれば発動は止まるのか？」

　優馬は《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を左手に携えたまま、ゆっくりと近づいていく。螢火鉄葉がどんな仕掛けを隠しているか分からない。術者である彼女が離れている間に、何者かが魔法円を破壊してしまう可能性がある以上、その対策が講じられていると考えるのは自然だった。

　そして――優馬は目を疑う。

「……あゆき？」

　一瞬、汗が身体からだの中に引っ込み、それからぶわりと溢あふれ出る。

　あゆきは魔法円の中心、床から二メートルほどの高さで静止していた。まるで生いけ贄にえを捧ささげているような光景に優ゆう馬まはくらりと目眩めまいを覚える。絶対に巻き込んではならなかったのに。そう思っていたから、あゆきには何も話さなかったのに……。

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきは、あゆきが《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の発動に欠かせないというようなことを言った。どういう意味かは不明だが、とにかくあゆきを助けなければならない。

　あゆきの姿を認めた優馬は、矢も盾もたまらず魔法円の中に駆け込んでいた。

　瞬間、赤い閃せん光こうに包まれる。魔法円が発光していた。円に沿って光の壁が走っている。

「しまった」

　直刀を振るう。だが壁を斬きりつけることはできなかった。水を斬ったような鈍い手て応ごたえがあるばかりだ。仕掛けはこれか。優馬は歯は噛がみした。

　しかし、それでもあゆきを助けることが先決だ。優馬は宙に浮いているあゆきを振り返る。発光と何か関係があるのだろうか、あゆきの身体からだは静かに地面に降りていく。

「あゆき！　あゆき大丈夫か？」

　見たところ怪け我がはない。しかし、頭を打っていないとも限らない。身体を揺さぶるのは躊躇ためらわれた。

「……ん」

　あゆきはかすかに息をつくと、ゆっくりと瞼まぶたを開けた。

「あゆき！　よかった、無事か」



    

  
    
      



    

  
    
      　そう認識すると同時に、優ゆう馬まはこの現状をあゆきにどう説明するべきだろうと思った。あゆきは調律士も《歪わい曲きよく》も何も知らないのだ。一般人に言って信じてもらえるものでもないだろう。それでいて、何の説明もなしに済ませられる事態はとうに過ぎていた。

　だが、ひとまずはあゆきの無事を喜ぼう。

　あゆきは起き上がって、優馬を一いち瞥べつした。そして告げる。

「ふむ、邪魔者か」

　優馬の顔が、身体からだが、伸ばした手が、凍った。



「人といふ人のこころに

　一人づつ囚人がゐて

　うめくかなしさ」



　あゆきの口がそう紡いだ。

　呪じゆ文もんの詠唱とともにあゆきは、何もない空中を掴つかむ。

　りぃいいいん、と澄んだ音が響いた。

　優馬は反応できない。

　あゆきはゆっくりと腕を上げていく。まるで鞘さやから剣を抜き出すように。いや、まるで、ではない。その手には剣の柄が握られていた。何もない空間から、突如、剣の柄が現れ、そしてそのまま刀身が銀光を揺らめかせながら姿を現す。柄も刀身も異常に長い。十握りはあろうかという巨大な柄をした長剣。

　それは鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが愛用する魔法剣《天あめ之の尾お羽は張ばり》であった。

　次の瞬間、合図もなく、その長剣が振るわれた。

　牙吟ガギン！　火花が散る。

　優馬は直刀で受け止める。一撃で優馬の手に痺しびれが走る。汗が玉となって額を過よぎった。

「あゆき！　な、何だよ、これはどういうことだ!?」

　優馬は呼びかけるが、あゆきは不快そうに眉まゆを寄せた。

「俺は緋村あゆきではない」

　あゆきの顔で、しかし、あゆきとは似ても似つかぬ声でそいつは言った。

　あまりにもちぐはぐな現状に優馬は言葉を失う。

「驚くのも無理からぬことだな」

　その声はひどく冷静だった。

　あゆき相手に優馬はこれ以上力を入れようもなく、だが抜くこともできなかった。力を抜いてしまえば肩から斬きり裂さかれる。ギリギリのところで刃やいばを交わらせるだけだ。

「……おまえは……おまえは何者だ!?」

　優ゆう馬まはあゆきの姿をした、ニセモノに怒鳴りつける。

　だが、そいつは切迫した優馬の声とは対照的に、落ち着き払った調子で答えた。

「俺おれは既に何者でもない」

　表情豊かなあゆきらしくない、感情を伴わない顔でそいつは続けた。

「それでもあえて名を求めるというのなら『名を偽る者アラン・スミシー』と名乗ろう」
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　ツユリ・スカイ・タワー前広場。世界を畏い怖ふさせるような雷鳴轟とどろく中――。

　ノエルは引ひき鉄がねを引いた。放たれた青き焔ほのおの龍は、しかし《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の周囲を守る七枚の鏡にまたしても阻はばまれた。焔は暴流となり、空気を焼く。

「きさまは、優馬をクオータニオンに引き入れてどうするつもりだ？」

「そんなのノエルちゃんに教えてあげる義務ないし」

　次の瞬間、人型魔法具がノエルに跳びかかってくる。黒く縁どられた目、刃物で引き裂かれたような唇は、爛ただれたような笑みを作り上げる。ドレスの裾すそがはためいた。振り下ろされる右手は、さながら槍やりのごとく。アスファルトにはクモの巣のようなヒビが走る。

　ノエルは左へ跳躍。接近戦では、《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》のほうが有利である。そこへ。

「さぁ逃げなさいラン・フオレスト・ラン」

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきが呪じゆ文もんとともに《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》の引鉄を引き絞った。放たれる髑ドク髏ロの砲弾は、嘆きの声に似た咆ほう哮こうを伴いノエルの心臓を目指す。

「――くッ!?」

　血の霧が舞う。間一髪、ノエルは身体からだをひねり、致命傷を避けた。しかし、髑ドク髏ロの牙きばはノエルの肩の肉を喰くい千切っていった。肉片がべちょりと地面に落ちる。

　傷口を押さえる暇もなかった。ノエルの肩を抉えぐった髑ドク髏ロは十メートル先で方向転換、再びこちらへ折れ曲がってくる。

　ノエルは大口径を構え――

「装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」

　エネルギー充填。髑ドク髏ロめがけ引鉄を引いた。何度目の攻防だろう。《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》から射出された青い焔の龍はその巨大な牙で髑ドク髏ロを爆砕する。

　轟ゴウ！

　辺り一面が一瞬、青白い焔に包まれた。焔はアスファルトをも焦がす。

　ノエルは状況に苛いら立だち、美麗な眉まゆを歪ゆがめる。厄介だった。

　人型魔法具で追い込み、《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》でとどめをさす。あるいはその逆に髑ドク髏ロで誘導し人型魔法具でとどめをさす、遠近どちらも攻守の範囲内だということだ。

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきに遭遇した調律士の生還率は一割に満たない。その言葉がノエルの中をめぐる。

　ノエルは大口径を螢火鉄葉に向けた。

　同時に螢火鉄葉もノエルに銃口を定める。

「もう一度問う。きさまらの目的は何だ？」

　螢火鉄葉は斜めに構えている銃と同じように顔を傾けた。

「ねぇ、ノエルちゃん。ゆーまくんはもっと戦闘を経験すべきだと思わない？」

「質問に質問で返すな」

　ノエルの怒気を孕はらんだ声を、螢火鉄葉は気にも留めていないように続けた。

「そして彼は勝つべきだと思うの。敵の命を奪って生き残るべき。だって、勝ち続けることは転落することに似ているでしょ？　一度でも手を汚してしまえば、もう負けることが許されなくなる。一つ勝つたびに、一つ誇りを失い、かわりに一つ罪が増えるの。それはきっとゆーまくんをもっと強くする。彼の本当の力を引き出す」

　瞬間、ノエルは背筋に冷たいものを覚えた。

「……まさか……わざと、優ゆう馬まを向こうへ行かせたのか？　緋ひ村むらあゆき――アラン・スミシーと戦わせるために」

　螢火はにやりと笑みを深める。

「やっぱりノエルちゃんは気づいてたんだね」

　そして、優馬に緋村あゆきを殺させようとしているのか？

　こんな事態まで螢火鉄葉の手の内だと言うのか……。

「とはいえ、どう転んでもいいんだよ。人生は所しよ詮せんゲームなんだから。楽しめればね」

「バカな」

　恍こう惚こつとした表情で螢火鉄葉は言う。

「ねぇノエルちゃんも見たでしょ？　ゆーまくんがイーサンを殺すと・こ・ろ」

　ノエルの脳裏であの瞬間が再生される。

　背中から胸へ貫通したナイフ。優馬はイーサンに刺されて地に伏した。だが、何かをきっかけに優馬は立ち上がった。そのとき優馬の手の中にあったのは巨大化した《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》だった。

　そして優馬は一度消えた。そう、確かにノエルの視界から消えた。消えたと認識したときにはイーサンの腹部を穿うがっていた。あれは何だったのか……。

「あいつは、ただの見習いだ」

「あたしはあのときのゆーまくんが欲しいの。だから、これもいい経験ね。ゆーまくんはまた一つ罪を犯す。犯すべきだよ。ゆーまくんはアラン・スミシーを、緋村あゆきを殺すべきだよ」

「きさまはアラン・スミシーと協力関係にあるのか？」

「さぁね」

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきの真意が掴つかめない。

「クオータニオンが優ゆう馬まを仲間に引き入れて、何をさせる!?」

「……言ったでしょ？　人生はゲーム。楽しまなくちゃ」
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「彼」は逃げた。だが、安息の地などどこにもありはしなかった。医師とはいえ、従軍していた「彼」は脱走兵と同じだった。ましてスパイを匿かくまっていた非国民だ。助けてくれるはずがない。「彼」は彼女がそうしていたように死体に隠れて生き延びた。「彼」の腕の中で彼女の首は次第に腐っていった。

「彼」の目は落おち窪くぼみ、頬ほおはこけ、歩くことも叶かなわず、ただ死体に紛れて青空を見上げているだけの日々が続いた。日は落ち、そしてまた昇る。それを数えるだけの毎日。

　果たしてそれを生きていると言えるのだろうか。

　だが、人体の脅威とでも呼ぶべきか、「彼」の心臓は「彼」の身体からだを動かし続けた。

　とはいえ、何かをする気力はなく、もはやするべきことも思い浮かばなかった。

「彼」はただ、どうしてこんなことになってしまったのかと、自問した。

　人の本質は恐怖にある――それが、「彼」が達した一つの結論だった。

　人は理解できないものをこそ恐れる。

　人は根源的に臆おく病びような生き物だ。「殺してやる！」、いきなりそうは思わない。だが「殺されるかもしれない」とは思う。人が殺し合う理由、それは恐怖ゆえなのだ。

　恐怖に囚とらわれた人間は何でもする。すべての戦争は自衛のための戦争だ。「殺されるかもしれない」という恐怖ゆえ、人は戦う。すると究極の危機管理は先制攻撃ということになるだろう。やられる前にやれ。そういう理屈だ。そして先制攻撃は正当防衛と化す。

　くだらない。いっそ滅びてしまえばいい。「彼」はそう思った。この世界はクソだ。ないほうがマシだ。「彼」は世界を呪のろった。自身を呪った。

　そのとき、一つの声がした。

「それは本心かい？」

「彼」は一瞬幻聴かと思った。そもそも口になど出していない。それに対して返事があるなどおかしな話だ。だが、その声は続いた。

「きみは本当に世界が終ってしまえばいいと思っているのかい？」

「彼」はゆっくりと声のほうを向いた。逆光のせいで、声の主の顔はよく見えなかった。それでも声の主が男であることくらいは分かった。

　誰だれだ？　問おうとしたがもう声が出なかった。

　それを見越したように男は頷うなずいた。

「もう声も出ないんだね。いいよ、聞いていてくれればいい」

　男がしゃがんだ。やはり顔は見えなかった。

「思うんだが、きみは何も人そのものに絶望しているのではないんじゃないかな？」

　男の声は柔らかい水のように染みわたる。不思議な声こわ音ねの持ち主だった。

「いや、きみは人を信じてみたくなったんだ」

　その少女と出会ってね、と男は「彼」が抱きしめている生首を指差した。

「信じてみたくなったからこそ、きみは絶望した。可哀かわい想そうに、裏切られたと感じたんだね」

　考えてみようとしたが、思考が上手く働かなかった。

「でも、仕方がないんだよ。人は根源的な病を抱えている。あるいは、構造的欠陥と言うべきかな。しかし、その欠陥が人を人たらしめているとも言える」

　根源的な病。構造的欠陥。そうなのだろう。

「きみはそんな人の弱さを含め、本当はそんなに憎んではいないんじゃないかな？　確かにその少女を奪った人類という種をどうしようもなく憎悪しているだろうけれど、きみはそれでも人を憎みきれない。何な故ぜかと言えば、きみもその少女も、やはり構造的欠陥を抱えた一人の人間に過ぎないからさ」

　そう、なのだろうか？　……そうなのかもしれない。

「そうさ。その証拠にきみは自暴自棄を気取って大勢を巻き添えにして殺す、なんて暴挙に出ていない」

　ただ、その気力もなかっただけだ。「彼」は心の中だけで答えた。

　まるでその答えが聞こえているみたいに男は「ふふ」と笑う。

「ねぇ、賭かけをしないかい？」

　賭け？

　すると男はポケットかどこかから小こ瓶びんを取り出した。小瓶は水銀のような液体で満たされていた。男が揺するととぷんと波立ち、瓶の中で球体を形成した。

「召喚系魔法具《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の試験品だ。飲み込むことで体内に取り込まれ、遺伝子を書き換える」

　それが何だと言うのだ？

「これは理想郷を具現化する魔法具なんだよ。展開と同時にシェルターのように対象を取り込む。誰かを傷つけるようなことはない。人々は理想郷に生きることができる。その中で人々は、恐怖で盲目になることもなく、互いを思いやり、助け合って生きていくことができる。すべての人が幸福を享きよう受じゆすることのできる世界。素敵だろう？」

　男は「彼」に小瓶を差し出した。

「しかし残念ながら《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》はまだ試験段階をクリアしておらず、人体での実験はまだ行われていない。よって副作用についても未知数だ」

　男は一拍置いて、それから言った。

「けれど、これをきみにあげよう」

　何な故ぜ？

「これを使えば、人々を救うこともできるかもしれないからさ。それにこのままではきみの命も危険だ。服用すれば、きみ自身が魔法具となるから助かるかもしれないだろ？　もちろん、きみには拒否権がある。死にたいと言うのであれば止めない。魔法具の使用に対してきみの倫理観が咎とがめるかもしれないしね。言ったように副作用についても未知数だし、その意味でもこれは賭かけなんだ」

　だけど、と男は続けた。

「これはいい機会かもしれないよ？　もしも人が真実『善よきもの』であるならば、過あやまちを正すことができるかもしれないんだ。人を救い、世界を救うのさ。一度くらいはやってみたいだろう？　どうせ死ぬつもりなら、賭けてみるのも一興だとは思わないかい？」

「彼」は無言のまま小こ瓶びんを見つめ続けた。

「強要はしない。でもきみがまだ人を信じてみたいと思うのなら、ただ一度きり、頷うなずいてくれればきみに飲ませてあげよう。そうでなければ、僕は立ち去る。それだけさ」

　そして男は言った。

「ねぇ、×××。世界を救ってみたくはないかい？」

　どうして男は「彼」の名前を知っていたのだろうか。それに疑問を感じながら、「彼」は頷いたのか、頷かなかったのか――。



　　　†



　景色は一変していた。

　タワー内のホールに描かれた魔法円の中にいたのではなかったか？

「どういうことだ……？　ここは一体どこなんだ……？」

　辺り一面に屍しかばねが散らばっている。目を覆いたくなる惨状だった。下半身がなく内臓がこぼれ出している遺体。炭化した遺体。頭が吹き飛んでいる遺体。ナイフで首を深く斬きられている遺体。制服に身を包んだ兵士のものから幼い子どものものまである。老ろう若にやく男なん女によの区別なく、あるのはかつて人だったもの。遺体のそばには人の死になど無関心な草花、そしてキレイな緋ひ色いろの蝶ちようが舞っている。

　どこまでも見渡す限り瓦が礫れきの街。遮るものがなく、空ばかり広い。

　そこに優ゆう馬まとあゆきが立っていた。そう、優馬の目の前にいるのは緋ひ村むらあゆき以外の誰だれでもない。だが彼女は、自らをアラン・スミシーと名乗った。

　さらに奇妙なことに、その手には鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの愛剣が握られている。

　優ゆう馬まとそいつは剣を交わらせている。

「何を言ってるんだ、あゆき！」

「言ったろう？　俺おれは緋ひ村むらあゆきではない」

　あゆきの顔をして、しかし声だけは別人でそう言う。

　優馬の頭の中は混乱を極め、今や理解の限界を超えていた。理り梨りが螢ほたる火びで、あゆきはあゆきじゃない？　一体、何なんだ！

　優馬はつばぜり合いの均衡を崩す。長剣をさばき。身体からだを斜めに滑らせた。長剣の間合いよりも中に入り込む。長剣と短刀では、接近戦になれば優馬のほうが有利だ。長過ぎる剣は、それだけで自らを縛る枷かせとなる。

　一歩踏み込み、まずは剣を奪う。そのために優馬は右手を伸ばした。が、そいつは、長さに対する不利などものともしない動きで、柄の先端を優馬の顎あごに喰くらわせた。

「がッ!?」

　強烈な一撃が極まり、一瞬、意識が遠のく。その隙すきを逃さぬように、そいつは長大な剣を振るう。優馬は半ば意識を手放しかけた状態のまま刀の腹でそれを受けた。

　まるで鬼束響士朗に斬きり込こまれているような錯覚を起こさせる一撃だった。優馬は吹き飛ばされ、壁に背中を打ちつける。脆もろくなった壁は衝撃で崩れ、優馬の上に石いし飛礫つぶてを降らせた。幸か不幸か、そのおかげで意識を手繰り寄せた。すぐさま起き上がろうとする。

　が、そいつは《天あめ之の尾お羽は張ばり》を優馬の咽の喉どもとに突きつけていた。動きが封じられる。

「大人しくしていろ、何もおまえを殺そうというのではない。もう間もなく、すべてが終わる……いや、これよりすべてがはじまるのか」

　そいつは青空に目を向け、そうして細めた。

「くそ、あゆきに何をした？　アラン・スミシーは過去の人物だ。おまえは誰だれだ？」

　アラン・スミシーと名乗ったそいつは、優馬のことを怪け訝げんそうに見み遣やるだけだった。

「何者ということはない。そう言ったはずだがな、五百月いせづき優馬」

「僕を知っているのか？」

「おまえの顔を見て、おまえが五百月優馬であると指摘できる程度にはな」

「どういうことだ!!」

　そいつは聞き分けの悪い生徒に語るように答える。

「説明が十分ではないから、混乱も仕方がないな。俺は緋村あゆきではないが、この身体は緋村あゆきのものだ」

　優馬の思考は停止する。わけが分からない。いや……。

「あゆきに乗り移っているのか……？」

　だとするならば、目の前のこいつは、本当にアラン・スミシーなのか。かつて「絶対の平和」を作り出そうとして失敗した男……。

「アラン……スミシー……あんたは、本物のアランなのか……」

　優ゆう馬まは呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく。相手は亡霊のようなものなのかもしれない。

「おまえの相棒は気づいていたようだぞ。俺おれを問いつめに来た」

　今朝のことが思い出される。

「俺が活動中のところを目撃されたのだろう。緋ひ村むらあゆきには悪いことをしたな」

　あゆきの姿をしたアランは、長剣を優馬に突きつけたまま悠然と言った。

「あゆきは無事なのか!?」

「安心しろ、俺はおまえを殺すつもりもなければ緋村あゆきを傷つける気もない。おまえも無茶をしてくれるな。この身体からだは緋村あゆきのものなのだからな」

「卑ひ怯きようだぞ……」

　アランは優馬の声を無視するように告げる。

「さて、残り十七分。十七分大人しくしていろ。そうすればすべてが上手くいく」

　その言葉でハッとした。

「待て！　一体、どういうつもりなんだ！　どうして螢ほたる火び鉄葉ぶりきに協力している!?」

　再び身体を起こそうとしたが、咽の喉どに突きつけられた長剣のせいでかなわない。

　優馬の問いに、アランは顔をしかめる。

「ホタルビブリキ……何者だ？」

「何を……言っているんだ？」

「それはこちらのセリフだ。俺は目覚めさせられた以上、活動を開始するだけだ。おまえの言うホタルビという人物に心当たりはない」

　どういうことだ。螢火鉄葉はアラン・スミシーと協力関係にあるわけではないのか。アランがここで螢火鉄葉のことを知らないフリをするメリットなど何もない。ならば、アランが嘘うそを言っているわけでもないということになる。

　だが、螢火は、アランを知っていて……。

　いや、今はそんなことに拘こう泥でいしている猶予はない。

「アラン・スミシー。今すぐに《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の発動を解除しろ！」

　螢火鉄葉と関係があろうがなかろうが、アランが《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の発動に関与しているならばこの場で止めるまでだ。だが。

「何な故ぜだ？」

　アランは心底不可解そうに優馬に問いかける。

「自分のしたことを忘れたとは言わせない。あんたはまた世界を滅ぼす気か!?」

「人聞きの悪いことだ。あれは俺のせいではない。俺が救済を果たせなかったのは、ただ賭かけに負けたというだけだ」

　アランは何かを思い出すように深く息を吸い、吐き出す。

　アランが何を思い、何を思わなかったのか、優ゆう馬まには分からなかった。

「賭けだって？」

「恐怖に囚とらわれた人間が思考しないように、満たされた人間もまた思考しない。《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》内に取り込まれた人類はわずか一年で自我を失った。すべてが均質で平等な世界では人は自分と他人を区別する必要がない。それはそれで幸福かもしれないが、だが、それはもはや『人』ではなかった。プログラミングされた擬似人格と何も違わない。彼らは自身から湧わき出でた目的も欲望もなく、ただ生きているだけ。ただ生きているだけなら、死んでいるのと大差ない。死を恐怖しない。恐怖などという概念もない。死の概念も。生と死は等号で結ばれてしまう。ならば、エネルギーの少ないほうへ傾くのが効率的であり、すなわちすべてが死に絶えていく」

　悲しいことを告げるようにアランは言った。

　人が人でなくなる。上手く想像することはできなかった。そこに存在しながら、だが人としての定義を失い……そして滅びる。それが――、

「人類消却……」

　優馬の中で螢ほたる火び鉄葉ぶりきの言葉が蘇よみがえる。

　――争いもなく、誰だれもが幸福で、平等な世界では、人は生きていけないんだよ。

「人類消却、ね。俺おれはそんな罪を背負わされているのか」

　自じ嘲ちよう気味にアランは言う。

　優馬は長剣の向こうにいるアランに向かって声を上げた。

「あんたは、あんたの信念に従って行動したんだろう。救済のつもりだったのかもしれない。あんたは救済をやり直すつもりなのかもしれない。だが、もうやめてくれ。あんたは今、螢火鉄葉という歪わい曲きよく師しに利用されているんだ！　あんたの魔法具では、誰も救われないんだ。だから――」

　優馬の言葉を、しかしアランは遮った。

　目の前で刃やいばの銀光が散る。

「悪いが、そんなことは俺には関係ない。おまえの言葉に従う義理もない。信念と言うならばその通りだ。俺は俺の信念に従い、救済を続ける」

「どうして……あんたは『絶対の平和』ってのを叶かなえたいんじゃないのか？　あんたの方法じゃそれは叶わないんだ！」

「俺のやり方を押し通す。俺は彼女を屠ほふった『世界』を許さないし、だからこそ『救済』と『浄化』は必要だ」

　彼女、それが誰を意味するのか優馬には分からなかった。

「安心しろ。策はある。今度こそ必ず成功する。元より誰だれを傷つけるつもりもない。おまえたちが神隠しと呼んでいるものもまた無害だ。発動前の誤差と考えろ。彼らは自分に何が起こったのかも気づかないだろう。彼らはただ、瞬まばたきするよりも短い一瞬の中に閉じ込められているだけだからだ。『外』から見れば彼らは消えたように見えるかもしれないが、彼らはただ目を閉じたに過ぎない。それが長く引き伸ばされているだけだ。次に目を開けたときには何事もなかったように、世界は続く。そう――もう間もなくだ」

　アランの言葉に、優ゆう馬まは奥歯を噛かみしめる。ここでアランを納得させるだけの時間的余裕は残されていなかった。行動に出なければならない。

　だから、素早く決断する。一か八か、優馬は地面を蹴けった。土が爆はぜるように抉えぐれる。突きつけられた長剣の切っ先が優馬の咽の喉どを小さく削そぐ。血が滴したたった。

「大人しくしていろと言ったはずだがな」

　悠々とアランは言った。アランは右腕を伸ばして、優馬へ向けて長剣を突きつけていた。右腕を伸ばして、ということは次の動作のために一度腕を曲げなければならないことを意味してもいた。仮にそのまま左右に振るにしても威力は半減せざるを得ない。

　すなわち飛び込む優馬をさばくためにワンブランクが生まれる。ワンブランクが一秒だとして、だが突破できないものではない。必要なのは臆おくせず飛び込む度胸とタイミング。それがあれば一秒のブランクは一分と同義だ。かわして、アランを組み敷くのには十分。

　優馬は《天あめ之の尾お羽は張ばり》の長い刃やいばを左に半回転の跳躍で避けながら、勢いを殺さずに《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を横よこ一いつ閃せんに奔はしらせる。

　はずだった。だが、できなかった。優馬に行動を躊躇ためらわせたのは長剣ではなく――。

　緋ひ村むらあゆきだった。

　動きが鈍る。アランを止めなければならないが、あゆきに刃を向けるなどということはできなかった。

「悲しいことだな、五百月いせづき優馬。だが、おまえは正しい。大切な者を救うには、剣は向けるのではなく収めるべきなんだ」

　長剣がギラリと血を欲するように艶なまめかしく光る。

　優馬は空中で無理やり身体からだをひねる。だが間に合わない。次の瞬間、右の太ももに激痛が走った。鮮血が溢あふれる。優馬は満足に着地できず手をつき膝ひざを折る。息つく間もなく顔面に鈍痛。そのまま吹っ飛ばされる。アランに蹴られたのだと理解するのに数秒を要した。口の中に鉄の味が広がる。

　優馬は顔を歪ゆがめ、口から流れ出た血を拭ぬぐう。立とうとしたが、アランがさらに踏み込んでくる。素早い。優馬は構えられない。アランは長剣を地面に深く突き刺した。そのまま上へ跳ね上げる。土が石が、優馬を襲った。目に入った土のせいで視界が奪われる。

「安心しろ、おまえのことも救ってやる」

　アランの声が聞こえたと同時に、首の右下に打撃を受ける。アランの拳こぶしが優ゆう馬まの頸けい動どう脈みやくを圧迫したのだった。頸動脈を強く圧迫すると、一定に保たれていた血圧は乱れ、「徐じよ脈みやく」現象、すなわち脈拍の遅滞を引き起こす。何者かに後ろへ引っ張られるように優馬の意識が遠のく。ヤバい……落ちる……。

　認識と同時に優馬は右手の拳で、アランに斬きりつけられた太ももを殴りつけた。

「ぐぁあああああああ――」

　脳の中を駆け巡る激痛で意識を保つ。

　アランは呆あきれたように、軽けい蔑べつするように、嘆息した。

「無茶をするヤツだ。感心しないな」

「……うるさいッ！」

　優馬はアランを睨にらみつける。

「まぁいい。そのまま大人しくしていろ。余計なことさえしなければ、すべて上手くいく」

　アランは優馬の視線を軽々と受け流し、「それに」と続けた。

「これは緋村あゆきも望んでいることなのだぞ？」

「ハッ、あゆきがこんなこと――」

　望むわけがない。言いかけた優馬は、唾だ液えき混りの血を流しながら固まった。

　声がしたからだった。

「やめて、優馬」と、彼女が言った。



    

  
    
      
第５章　開かれた楽園

　　　　――"Happy" by Red Reason





「やめて、優ゆう馬ま」

　あゆきが――静かに言った。あゆきの声だった。もちろん、あゆきの顔だった。ただ、その手に握られている不釣り合いな長剣だけが優馬にどうにもならない違和感を与えた。

「お願い、もうやめて優馬」

「あ……ゆき？」

「本当だよ。あたしが望んでいるの。あたしが世界をやりなおしたいって思ったの。アランはあたしの願いを叶かなえてくれているだけ」

　何を言ってるんだ？

　そう言おうとして、でも、言葉にならずに咽の喉どの奥で潰つぶれて消えてしまった。

　あゆきは悲しそうな顔をしていた。悲しそうな顔はどこか笑顔に似ている。

　あゆきは手にしている長剣を一いち瞥べつする。それから額を柄にこつりと乗せる。一秒、二秒。優馬は声をかけられず――その数秒の空白にがっかりしたように、あゆきは顔を上げた。

「ねぇ、優馬。優馬が知ってる緋ひ村むらあゆきってどんな女の子？」

　優馬は優馬の知っている緋村あゆきを思い浮かべる。みんなに優しくて、みんなから慕われていて、リーダーシップがある。勉強ができて、運動だってできて、みんなの憧あこがれ。容姿だっていいのに、でも本人はくせ毛を少し気にしている。そして。

「僕のヒーローだよ」

　あゆきは笑った。笑っているのに、その顔から悲しさが消えることはなかった。悲しそうな顔が笑顔に似ているように、逆もまた相似形だった。

「あゆきはいつだって弱い者の味方で、間違ったことを許さない。僕のヒーローだ」

　あゆきは首を横へ振った。その動作で、くせ毛が跳ねる。

「それ、あたしじゃない。ニセモノだよ。あたしはそんなに強くない。優馬が言ってるのは、『そう見せたいあたし』。でも、このあたしじゃない」

　あゆきは左手で自分の胸を押さえる。

「本物の緋村あゆきはヒーローなんかじゃないから、優馬が知ったら幻滅しちゃうかもね」

「そんなわけないだろ」

「優馬があたしの何を知ってるの？」

「言ってるだろ！　あゆきは僕の憧れなんだ！」

「言ってるでしょ？　あたしは、優馬にそんなふうに思ってもらえるほど強くない」

　優ゆう馬まは言葉に詰まる。

「ねぇ、優馬。昔、建設中のツユリ・スカイ・タワーに来たことあったよね？　秋だったし、日暮れどきだったから寒くて、あたしと優馬は手、握り合ってたんだよ？　今なら恥ずかしくてできないよね？」

　あゆきは優馬を試すような瞳ひとみで見つめ、優馬が口を開く前に続けた。

「あの日、二人で見た夕日、覚えてる？　あたしは今でも覚えてる」

　覚えてるよ。すぐにそう言おうとして、でも、優馬は言えなかった。

　自分はもう、そのときのことを上手く思い出せなかったからだ。

　嘘うそをつくことは簡単だった。でも言えなかった。かすかに記憶にはある。でも今言われるまでそんな想い出は記憶の底の底に沈んでいた。

「……そっか。やっぱり覚えてなかったんだね」

　あゆきは笑みと一緒にため息をもらす。優馬が即答できなかったことに失望したようにも見えた。あゆきはまた剣の柄に額を当てた。

「いいの。これはあたしの勝手な想いだから。あたしの中だけの優しい想い出だから。これはあたしだけのもの。優馬の記憶とは関係ないし、過去の事実とももう関係ないのよ」

　あゆきは伏せていた顔を上げる。

「現実は優しくないね。優馬はあたしが強いって言うけど、強がってるだけよ。あたしは強いあたしを演じてただけ。でももう、疲れた」

　疲れちゃった、とあゆきは繰り返した。

「あたしはただ、優馬の前で強がってただけ。だって優馬は昔から何だか弱っちくて、あたしがいてあげなくちゃ何もできなくて、怖い夢にうなされては泣いて眠れなくて……なのに、急に一人で何でもできるなんて言わないでよ。何であたしから離れてくのよ。何であたしの知らない女の子と一緒にいるのよ。何であたしといてくれないのよ！」

　あゆきは目を細める。

「じゃあ、こう言ったら、優馬はどう思うかな。あたしはね、アランが《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を使うのを知ってたんだよ？」

　優馬は息を飲む。

「……いつから？」

「…………きっと、はじめから」

「…………ッ」

　違う。それは恐らく、アラン・スミシーがあゆきの中にいるからだ。肉体を共有している弊へい害がいだ。正確には、共有しているという概念で正しいのかは分からないが、あゆきの中にはアランがいる。そういう認識で考えなければ成り立たない。

　そして、あゆきが卑ひ怯きような手段を肯定するはずがなかった。

　だが、そう信じているのに優ゆう馬まは何も言えなかった。優馬があゆきに幻滅したからではない。あゆきが、あゆき自身に幻滅しているように見えたからだ。

　アランは「目覚めさせられた以上は」と言った。「られた」という受動態の言葉は意図的に使われたのか……。

　一体いつ、どのタイミングでアランは目覚めたのだろう。最初に優馬に神隠し事件を告げたあゆきが、あの時点でアランの存在を知っていたとは思えない。では、どの段階であゆきはアランの存在に気づいた？　「ひまわり荘」の子どもたちが消えたことを優馬に告げたあゆきは、やはり何も知らなかったはずだ。ノエルに問い詰められたときだって。

　だとしたら、あゆきは今、この瞬間にアランの存在を知ったのだと仮定できるのではないか。その仮定はほとんど真実だ。優馬はそう確信する。

　なのに、あゆき自身がそう思っていない。まるで自分が最初からアランの行動を知っていたかのように、ともすればそれがあゆきの意志であったかのように言う。

　どうして？　何があゆきをそう思わせている？

　あゆきは優馬を見つめている。

　どこか責めるような。罪を告発するような。そんな瞳で……。

「優馬はいい子だから、きっと、あたしみたいに考えないんだね。羨うらやましいよ」

　優馬の心臓は鼓動を速める。押されたわけでもないのに身体からだがよろけた。

　あゆきの責めるような目――それは……。それは、もしかして自分のせいなのか？　優馬があゆきを追い詰めている？　優馬が、あゆきをそうさせた……のか？

「ねぇ、優馬」

　優馬の思考を途切れさせるようにあゆきが口を開いた。

「この世界は思い通りいかないことばかりだね。正しいことがしたいのに、よい人間になりたいのに、全然上手くいかないよ。ねぇ、だから――」

　あゆきは、優馬を見つめ続けている。

「世界をやり直すのもアリだと思わない？」

　あゆきは続けた。

「ねぇ、きっと素敵なところよ。そこでなら、みんな幸せになれるのよ？」

　優馬はやはり何も言えなかった。

「そうだ、安心して。みんなは無事よ。みゆちゃんも綾あや乃のさんも。アランも言ったでしょ。これは、そう、保護してるの。最後は、みんなを救済するわ。だから――」

　あゆきが優馬に左手を差し出す。

「だから優馬も一緒に来て」

　溺おぼれている者に向けて差し出したような手。それとも溺れている者が救いを求めて伸ばした手なのか。優馬はまだ何も答えられない。

「お願い、優ゆう馬ま！　優馬は来てくれるでしょ？　誰だれもが救われるの。みゆちゃんだってしゃべれるようになるわ。あたしはもう強がらなくていいし、優馬も怖い夢なんか見ない。安心して。絶対成功するわ。アランが教えてくれた。必要なのは循環と操作なのよ」

　あゆきは澄んだ瞳ひとみで優馬を見る。

「循環と操作？」

　優馬は、ようやくそう応じる。「策はある。次は必ず成功する」、アランはそう言った。それが循環と操作ということか。

「そう。世界を効率よく循環させるために、操作するの。人々は役者でアランが監督。アランが管理している限り、世界は完かん璧ぺきなの」

「……そんなの――」

　飼われているのと同じじゃないか、と思った。

「本気で……言ってるのか？」

「アランなら大丈夫よ。彼は本当に『絶対の平和』を願っているの。ねぇ、だから優馬、」

　必死に言葉を紡ごうとするあゆきを、優馬は静かに遮った。

「あゆき。僕は――誰も傷つかない世界を望まないよ」

　優馬はそう言った。

　あゆきはゆっくり左手を下ろす。心ない言葉に傷ついたような顔をして。

「どうして？」

「誰も傷つかない世界、誰も傷つけない世界、魅力的だけど、そんなの無理だからだよ」

「無理じゃないわ！」

　優馬は横に首を振った。

「僕たちは傷つけ合う。きっとそれが人だよ。怖いからだ。相手が理解できないから怖いんだ。僕も怖いよ」

「その恐怖がなくなるのよ……？」

「でも、その恐怖を失ってしまったら、僕は僕の大切な想い出もなくしてしまう気がする。あゆきがあゆきだけの想い出を大切にしているように、僕も僕だけの想い出を大切にしてる。生涯の宝物なんだ。誰にも譲らない。たとえ、あゆきにでも」

　あゆきは黙って優馬の言葉を聞いていた。

「悲しい記憶だって消したくない。忘れればいいってものじゃない。僕は僕が思う以上にこの町が好きみたいだ。この想い出を、『ひまわり荘』を消してしまいたくない」

「新しい世界でも作ればいいじゃない」

　優馬はできる限り優しく柔らかく微笑ほほえんで見せる。

「そういう問題じゃないことくらい分かるだろ？」

　あゆきは唇をきゅっと引き結んだ。

「だから、ここで交渉は決裂だ。《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》は破壊させてもらう。あゆき、僕をこの空間から出してくれ」

　あゆきは、何も言わず首を振るだけだった。

　優ゆう馬まは周囲を見渡す。ここは本来ならば魔法円の中のはずだ。だが、見たこともない風景が広がっていた。空間を移動したとも考えられるが、そんな感覚はなかった。

　疑問は他ほかにもある。何な故ぜ、あゆきは鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの剣を持っているのだろう？　鬼束響士朗から奪った？　だとしても鬼束響士朗以外に扱えるはずがない。

　ならば、どんなカラクリになってるというのだ？　カラクリとはつまり、何らかの魔法具の使用を意味する。それはどんなものだ？

「完全発動まで残り五分。とはいえ余計な真ま似ねはよしてもらいたいな、五百月いせづき優馬」

　声がアランに変わっていた。そしてアランは弾ダンと地面を踏みしめる。

　飛び込んでくるアランは、

「《Blood is thicker than water我が血の赤に従え》」

　唱え、《天あめ之の尾お羽は張ばり》を回転させる。ありえない光景が眼前に広がった。瞬間的に紅あかい光が弾はじける。長大な剣は、五十センチばかりの直刀へ瞬時に変化した。

　それは優馬の魔法剣《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》である。

「そんな……!?」

　優馬は自身の左手を見み遣やる。そこにも優馬の魔法剣《鮮血の深紅》が握られていた。

　アランが優馬の間合いに躊ちゆう躇ちよなく侵入してくる。紅が閃ひらめいた。

　アランの横払いの一いつ閃せんは、優馬の右みぎ頬ほおに裂傷を負わせた。目の下二センチの部分を耳までまっすぐに斬きり裂さいている。頬が燃えるように熱い。

　優馬は頬の血を拭ぬぐう。右手にべっとりと血がこびりついた。

　アランは再び大きく踏み込んでくる。優馬は目を凝らす。短刀の利点を生かした素早い斬り込み。体術と一体となった猛攻。刃やいば、蹴けり、拳こぶし、それぞれが混然となって襲いかかる。刃は腕を斬りつけ、蹴りは骨を軋きしませ、拳は内臓を震わせる。短刀を使う者の見本のような見事な体術。優馬の身体からだが血に塗まみれるのに一分を必要としない。それでいて、ことごとく致命傷を避けている。

　アランはひと際大きく蹴りを放った。

　優馬は右腕でそれを受け止める。骨がギシッと軋んだ。身体が宙に浮く。それから地面にバウンドする。

「口ほどにもない。俺おれを止めることなど、それでは不可能だな」

　アランは嘲あざけるように言った。

　優馬は右の太ももを支えに、身体を起こす。殺意はなくとも、強烈な一撃にかわりはなかった。全身隈くまなく傷だらけだ……。

　アランの言う通り、このままではアランを止められない。平行線だ。いや、アランに一方的にやられるだけだ。

　だが、あゆきと刃やいばを交えることはできない。そうせずに、アランを止めるには、この奇妙な現状を生み出している魔法具を見つけ出し、破壊しなければならない。魔法具の使用を封じれば、優ゆう馬まにも勝機がある。

　だが、アランの魔法具はどんな作用をもたらし、如い何かなる形状をしているのだろう。水すい蜜みつの《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》のように普段は目に見えないところに刻印があるのか？　それとも、どこかにそれと分かる形で存在しているのか？

　アラン――あゆきは、普段と何ら変わるところはない。右手に紅あかい直刀を握りしめていることを除けば。

　優馬は歯を噛かみしめ、拳こぶしを握りしめる。

　一体、どんな魔法具が――。

　ふと。その瞬間。思考が。めぐる。

　今、優馬は右の太ももを支えにして立ち上がった。

　だが、そこは、最初にアランに斬りつけられた場所ではなかったか？

　優馬はわずかに視線を下げる。斬り裂かれた右のもも。だが、痛みを感じない。いや、痛みはある。あるはずだ。あるはずだ？　奇妙だった。傷を意識すれば痛みは確かにそこにある。だが、傷を認識しなければ同時に痛みも忘れてしまう……。

　左肩に手を当てる。そちらは、螢ほたる火び鉄葉ぶりきの魔法具《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の攻撃でアスファルトが粉砕されたときに受けた傷だ。ジャックナイフほどの石の破片が突き刺さり、抜いた痕あとだった。そちらには確かな痛みがある。

「そうか、そういうことか……」

　優馬は一度目をつむり、そして見開く。

　いつの間にか変化した風景。青空と瓦が礫れきの街。草花が咲き乱れ、緋ひ色いろの蝶ちようが舞っている。鬼おに束づか響きよう士し朗ろうの《天あめ之の尾お羽は張ばり》、そして優馬が今まさに手にしているはずの《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》。模造品レプリカと考えるにはあまりにも精巧過ぎる。だとしたならば。

「アラン、もう一度訊きく。あんたは何者なんだ？」

「……知ってどうする？」

「分からない。……いや、あんたと僕が、永遠に他人であることを確認するだけだ」

　優馬は頬ほおの傷にもう一度触れる。血が滴したたった。だが。

「別に痛くない」

「強がりは見苦しいぞ。おまえに何ができる？」

「あんたを止められる。僕は僕のやりかたを通す。遠慮はいらない、あんたもそうすればいい」

　アランは呆あきれたように息をつき、唇を歪ゆがめた。

「そうやって勝利した者が正義、そのような愚行を許してきたから、こんなにも世界は不平等で不完全なのだ。それも分からないのか？」

「悪いが今は関係ない。ただ、僕はあんたの前で折れるわけにはいかないんだ。あゆきが見てるからな。カッコ悪い真ま似ねはできない」

　アランは唇を結んで優ゆう馬まを睨にらんでいる。

「あゆきに叱しかられたり、美み毬まりさんにからかわれたり、鬼おに束づかさんに面倒押しつけられたり。そういうのなくしたくないんだ。なくして大切なものに気づくんなら手遅れだろ。そのあと取り返したって、それはやっぱり別物なんだよ。だから、なくす前に守るんだ」

　ノエルとケンカしたりだって、大切なことだったのかもしれない。優馬はふと思った。

　分かり合うために必要な手続きみたいなものだ。

　この、世にも残酷な世界で生きていくために、優馬は紅あかき直刀を高らかに掲かかげる。
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「なくして大切なものに気づくんなら手遅れだろ」

　アラン・スミシーの前で五百月いせづき優馬が言った。



    

  
    
      



    

  
    
      「そのあと取り返したって、それはやっぱり別物なんだよ。だから、なくす前に守るんだ」

　アランはその言葉に目を細める。そうすることで何か真実が見通せるとでも言うように。

　鼓動が速くなっていた。緋ひ村むらあゆきが優ゆう馬まの言葉に動揺しているということか。

　だが、主導権は、今はアランにある。もう残りわずかで魔法具《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》は展開される。そうなれば、今度こそすべてが上手くいく。彼女を奪った世界を今度こそ更生させることができる。

　だが……。なくしたものを取り戻したとしても、それは別物。なるほど言い得て妙ではある。世界をやり直そうと、そこに彼女はいない。

　けれど、行動することに意味はある。もう二度とあのようなくだらないことが起きないように。もしも、今度もまた人が善よきものでいられないというのであれば、そのときこそ滅びるべきだ。ホタルビブリキとやらが何者かは知らないが、その者が望む通り、すべて吹き飛ばしてしまえばいい。そしてもう、自分も二度と目覚めぬよう、この狂った精神を破壊しつくしてくれ。

　あの日、あの男に魔法具の試薬を飲まされた、あの瞬間より自分は、名を偽る者アラン・スミシーとなった。何者でもなく、ゆえに誰だれでもありうる者。

　アラン・スミシーとは、《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の監督官であり役職名である。管理人であり、管理プログラムである。つまり、アラン・スミシーは《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》そのものでもありうる。かつてすべてを失敗したときに、だからアランは消滅するはずだった。そこに住まう人々がすべて滅びたのなら、世界もまた崩壊する道をたどる。だが、アランは深い眠りに落ちただけだった。作動しないプログラムとして、無限と夢幻の海を漂っていた。それはそれでよかった。

　なのに――。

　アランはあゆきの中で目覚めた。経緯は不明であったが、あゆきの身体からだの中にプログラムが移されたらしかった。目覚めた瞬間はどうしてと思ったが、後々、アランは知った。緋村あゆきの中で目覚めた理由を。それは運命だった。

　アランはあゆきの瞳ひとみを通して目撃した。目撃し、目まのあたりにし、目を逸そらそうとしたが、できなかった。緋村あゆきは鏡を見ていた。従って、アランが見たものは鏡越しの緋村あゆきだった。栗くり色いろの髪、大きな瞳、尖とがった顎あご。

　緋村あゆきは、彼女に似ている。生き写しだった。耳に残る軽やかな声まで忠実に同じものだった。これは一体何の地獄だろう、とアランは思った。あるいは当然の報いなのかもしれない。自分が大勢の人間の命を奪ったのは間違いないのだから。

　そうして。とはいえ。だからこそ。けれども。結局のところ、アランが取るべき道は一つだった。一つしかありえない。それが最善であり次善であり、すべてだ。それ以外の道は残されておらず許されておらず、そもそも選ぶつもりなど微み塵じんもない。

　緋ひ村むらあゆきを救う。今度こそ――。

　アランは優ゆう馬まへ紅あかい直刀を向けた。

「おまえを殺すつもりはなかったのだが、その腕一本くらいはもらっておこう」
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　紅き直刀が優馬へ向けられる。アラン・スミシーが告げた。

「おまえを殺すつもりはなかったのだが、その腕一本くらいはもらっておこう」

「やってみろよ！」

　優馬はできる限り挑発的に言った。

　と――。

「やめて！　優馬何してるの？　お願いやめて！　アランも！　違う。あたしはこんなことがしたいんじゃない！　みんなで幸せになりたいだけなの！」

　アランが優馬に向ける直刀の切っ先が乱れた。

　一瞬だけ、優馬は胸が苦しくなる。口の中に苦いものが広がった。全部投げ出したいような誘惑がほんの少し生まれる。でも、ほんの少しだ。

　あゆきの顔が歪ゆがみ、声質が変わる。

「黙って見ているんだ、緋村あゆき！」

　すぐさま、アランの声は途絶えた。あゆきが苦しげに声を張り上げる。

「違うの！　こんなことがしたいんじゃないの！　やめて！　ねぇ、どうしてなの？　どうして優馬はあたしの味方してくれないの？　これが一番なのに！」

「あゆき、覚えてるか？　あゆきが僕のために大ゲンカしたことがあっただろ？　小学生だったときにさ。モップ振り回して、僕を助けてくれた」

　あゆきはどこか居心地悪そうに眉まゆをしかめる。

「僕はあのとき、すごく嬉うれしかった。『すごく嬉しかった』なんて言葉じゃ使い古されていて、全然足りないくらいに」

　優馬の中にあるあの日のことを、あゆきはどんなふうに記憶しているのだろう。あるいは、あの想い出は本物なのだろうか。あれは優馬が都合よく書き換えた素敵な想い出でしかなくて、本当はもっと別のものだったかもしれない。あゆきはそちらを記憶しているかもしれないし、本当はもう忘れてしまったのかもしれない。どちらだろう。どちらでもないのか。確認するのは怖かった。他人が考えていることを理解できないのは怖いことだけれど、考えていることを全部知ってしまうのも同じように怖いことだ。そう思った。

「……何が言いたいのよ？」

「綾あや乃のさんはいつも子どもにも分かりやすく教えてくれる。傷つけるのは間違いだ。誰だれかを殴ると、同じだけ拳こぶしが痛い。誰だれかを傷つけることは自分を傷つけることだ。だから間違ってる」

　それに、あゆきは自分の拳ではなく、モップで相手を殴りつけた。相手へのダメージを大きくして、自分にかかる負荷を最小限にした。それは卑ひ怯きようと言ってもいいくらいのこと。もし相手を殴るのなら、同じだけ傷つかなくてはならない。

　ここは、そういう世界だ。そういうふうにできてる。そういう仕組みなんだ。

　だけど。だから。

「あゆきは間違ってたけど、僕は、あゆきが、僕のために間違ったことをしてくれて嬉うれしかった。嬉しかったんだよ。だから、今言う。ありがとう。あゆきが、僕のために全力で間違ったことをしてくれたから、僕は、自分がそうしてもらえるだけの人間だって知ったんだ」

　あゆきは帰る家をなくした子猫のような顔で優ゆう馬まを見る。

「だから、あゆきは僕の憧あこがれで、ヒーローなんだよ。僕はずっとあゆきみたくなりたかった」

　だから自分は調律士になろうとしたのかもしれない。

「あの想い出を奪おうと言うのなら、僕は相手があゆきであっても容よう赦しやしない」

　優馬は言葉に力を込める。

「僕はあゆきを止める。絶対に。逃げたくない。あゆきと一緒に、これからもこの世界で生きていく。生きていきたい。あゆきは僕にとって大切な家族だから。あゆきにだって思い出してもらう。あゆきが、僕にとってどれだけ大切な存在なのかを」

「何をどうするって言うのよ！」

「あゆきを助けるために、あゆきを止めるんだよ。安心しろ。絶対にあゆきを助ける！」

　優馬の言葉に動揺したみたいに、ゆらりと、あゆきは足もとをよろけさせた。

　そして、あゆきの動揺と同時に主導権をアランが奪い返したらしく――アランはそのまま飛び込んできた。

「見届けろ、緋ひ村むらあゆき！」「やめてッ!!」

　優馬はそこで、構えを解いた。そればかりか、左腕を差し出しさえした。

「血迷ったか!?」「優馬ッ!!」

　アランの声にあゆきの悲痛な声が混じったように聞こえたのは幻聴か。

　考えてもみれば、優馬の目の前にいるあゆきがそうである可能性もあったはずだ。優馬がよく知らないあゆきの別の顔を知って、逆にそうだと思っていてもおかしくなかった。けれど、やっぱり、彼女は優馬の知る緋村あゆきに違いなかった。

　優馬は右手で左肩を押さえる。そこには人型魔法具につけられた傷がある。

　優馬の組み立てた仮説が正しければ……。

　アランは素早く直刀を振り上げ――優ゆう馬まは傷口を押さえつけ――振り下ろす――握りしめる。

「うぁあああああああああああああああああああああああああッ!!」

　振り下ろされた直刀によって鮮血が迸ほとばしる。抉えぐれた肉は刃やいばの速度で焼かれ、その断面は標本のように美しい。優馬の左腕は骨ごと切断され、軽々と宙を舞う。左の拳こぶしは切断時の緊張から固く握りしめられ、墜落する間も血のように紅あかい直刀を握りしめたまま放さなかった――などということにはならなかった。

　優馬は左肩が砕けるような痛みの中、目を凝らす。アランが腕を振り上げた次の瞬間には、振り下ろすべき直刀はアランの手の中になかった。激痛は左肩にしかない。本物はそこにしかない。

　アランの顔が驚きよう愕がくで歪ゆがむ。

　優馬は左腕を伸ばしたまま。そもそも、優馬の身体からだにはアランによってつけられた傷など一つもない。頬ほおには裂傷などない。右の太ももも健在だ。アランは最初から言っていた、優馬を傷つけるつもりなどない、と。つまり。

「全部まやかしだったんだ。僕が意志を強く持ち、そうと信じなければ、そこには何もない。信念を揺るがせなければ、痛くも痒かゆくもない。《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》と一緒だ。全部、幻なんだ！」

　優馬の視界が揺らぐ。空が、草花が、屍しかばねが瓦が礫れきの町が、消えていく。

「言うほど易やすくはないのだがな」

　そこは発光する魔法円の中だった。優馬とアランの二人きり。

　されど、消えていないものもあった。それは毒々しいまでに美しい緋ひ色いろの蝶ちようだった。蝶はその羽ばたきとともに、キラキラと鱗りん粉ぷんを飛ばす。

　魔法円の発光に気を取られ、最初に踏み込んだ瞬間は気づかなかったが――。

「これが幻覚の正体か!!」

　思い返せば、何度となくこの紅い蝶を見かけていた。学校でも、「ひまわり荘」でも。正確にはあゆきの周囲にいたのだ。

　今や疑いの余地はなかった。あゆきの周辺を舞っていたこの蝶が魔法具だ。

　今度こそ、優馬は直刀を振り上げる。関節が軋きしんだ。左肩に鈍い痛みが走る。その痛みはまやかしなどではなく、ちゃんとしたこの世の痛みだった。

「チッ……再び、幻想に堕おちるんだ！」

　アランは両手を組み合わせて印を結び、前に突き出して唱えた。

「盲信せよ失墜せよ幻惑せよ堕だ落らくせよ――《脳内トリップNo Night Lip》」

　蝶たちが一斉に光を強める。再び眼前に広がる世界は、一体どんな理想郷だろう？　そこでは、みんな、現実よりも少しだけ幸せで、きっと誰だれもが少しだけ優しいから、現実よりも少しだけ居心地が良くて、優ゆう馬まは少しだけそんな世界を望んでしまう。けれど――。

「アラン、おしまいだ！」

　優馬は《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を振り下ろす。直刀が生み出す剣圧は、さながら鉄てつ槌ついのように蝶ちようを叩たたき潰つぶす。

　その一瞬で、光が弾はじけた。紅あかき鋼はがねの嵐あらし。あたかも劫ごう火かのごとく逆巻く赤、紅あか、緋あか。

　アランの顔から表情が消えた。崩れるように膝ひざを床につき虚空を見上げる。その目だけが悲しげだった。

　優馬はほんの一瞬思った。もしかしたら、誰だれもが救われる世界を最も望んでいたのは自分ではないのか、と。誰よりも人と関わることを恐れているのは自分だ。

　無力な自分を見せるのが、自分の醜さをさらすのが怖い。昔からそうだった。いつも自分に自信がなくて、五百月いせづき優馬でいることが堪たまらなく恥ずかしくて、情けなくて。でも、そんな優馬を助けてくれたのは他ほかでもないあゆきだ。優馬はあゆきに感謝してる。その想いを、優馬は守りたかった。

　だからこれは、何もかも徹てつ頭とう徹てつ尾び、自分の身勝手でしかなかったのかもしれない。

　そうも思った。けれど唇を噛かみしめる。今は感傷に浸っている場合ではなかった。

「さぁ、アラン。勝負はついた。僕の勝ちだ。今すぐに《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を停止させろ」

　虚空を見つめていたアランが、優馬に視線を移す。

　そして死刑宣告でもするように、厳かに、悲しげに、苦しげに、告げた。

「……俺おれには止められない。その方法を知らないんだ」

　優馬はその言葉の意味を理解できなかった。アランは今、何と言った？

「どういう……ことだ？」

「アラン・スミシーとは《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の管理プログラムでしかない。俺にできるのは『管理』であって、『停止』ではない。俺が止められるものではない。方法があるとすれば、俺を……俺こそを『停止』させることだ」

「そんな……まさか……」

　床が泥沼になったように感じられた。アランを停止させる、それはつまり……。

　そのときだった。凄すさまじい破壊音とともに――。



　　　†



　いつの間にか降り出した大粒の雨が、ツユリ・スカイ・タワー前広場を濡ぬらしていた。

　雨粒は青き焔ほのおに熱せられ、一瞬で蒸発していく。

　怨怨怨怨怨オオオオオン！　嘆き悲しむようなその咆ほう哮こう。

　途端、ノエルの眼前を巨大な髑ドク髏ロが埋めつくす。

　濡ぬれた髪を振り乱してノエルは宙を舞う。ノエルの利点は銃使いガンスリンガーでありながら、縦横無尽に空を駆ける脚にある。大口径の単発銃は、極大火力であろうとも方向さえ分かっていれば必ずしも脅威であるとは言い難い。避けることは可能なのだ。

　だが、ノエルはまるで踊るように身を切り返し、空を跳ぶ。受け手としてこれほどさばきにくい相手もいない。敵は、大砲を抱えながら跳躍しているようなものなのだ。

　だからこそ、ノエルと螢ほたる火びの戦闘は平行線を辿たどっていた。

　ノエルの背後から影が覆いかぶさる。血に染まったウェディング・ドレスを身にまとった《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》である。その腕が、空を裂き、地を粉砕する。

　螢火鉄葉ぶりきの《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》から放たれる髑ドク髏ロは、どんなに逃げても追いかけてくる追尾式であると同時に、獲物を追い込む役目を担になっている。油断していると挟み込むように背後から人型魔法具が仕掛けてくる。この繰り返しだった。

　単純なコンビネーションではあるものの、戦法はシンプルであるほど破りにくい。

　とはいえ、《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の攻撃そのものは単調だった。大口径の単発銃と同じく、どれだけの威力を誇ろうと、方向さえつかめれば避けられないものではない。

「ふん」

　ノエルは空中で身体からだをひねる。髑ドク髏ロは、ノエルに食いつかんと凶悪な牙きばを剥むくが、ノエルを外れ、その背後の人型魔法具へと向かう。

　そして弾はじける。雨粒が再び蒸発する。《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の周囲に浮かぶ七枚の鏡が髑ドク髏ロを反射した結果だ。

「すばしっこいなぁ、ノエルちゃんは」

　螢火鉄葉は笑う。銀糸のような雨は、彼女のことも等しく濡らす。

「きさまが愚鈍なのだ」

　ノエルは地面に着地し、大口径を構えたままそう答えた。

　互いに軽口を応酬し、致命傷を負わせられないまま。状況はこう着している。

　二人の距離はおよそ十メートル。その距離が広がることはあっても縮まることはない。

　螢火は終始、軽妙さを失しない。それが演技なのかどうかノエルの目には判断がつかない。だが――この状況はあまり芳かんばしいものではなかった。

　螢火鉄葉は様子を窺うかがっているようにも見える。だとしたら、まだ力を温存している可能性が考えられた。これは時間稼ぎなのかもしれない。ならば螢火が手を抜いている間に、ノエルが全火力を注ぎ込めばいい。そう、ノエルもまた十分に力を温存している。

　――だがしかし。

　ノエルが今ここで全力をつくすこと、それは果たして有効なのだろうか？

　螢火鉄葉は、第一級の指名手配犯でありながら、これまで、その容姿、年齢、性別まで一切が不明であった。螢ほたる火び鉄葉ぶりきと遭遇した調律士のほとんどがその場で死んでいる。生き残った者も、その後、命を落としてきた。従って螢火鉄葉という人物に関して機関はほとんど有益な情報を持ち合わせていないのだ。得体のしれない相手、底のしれない敵……。

　ならばノエルとしても戦況を見極めるために力は温存し続けなければならない。

　ゆえの平行線であり、こう着状態であった。

　……だからこそ、この状況は芳かんばしくない。

　長引けば長引いただけ、体力は奪われる。何より、ノエルの利点はその素早い脚。体たい躯くをしならせ、間合いを変幻自在に調節し、敵を翻ほん弄ろうすることにある。それは体力あってこそなせるものであり、戦闘が長引くほど奪われていくものだ。そのうえ、降り出した雨もノエルから素早さを奪うことにひと役買っている。

　さらに――。

　分厚い雨雲を外がい套とうのごとくまとった「もう一つの世界」がはっきりと見える。

　そのことがノエルを焦あせらせていた。

《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》については優ゆう馬まに任せる。ここは自分に任せろ。ノエルは優馬にそう告げたが、不安が一つもないと言えば嘘うそになる。

　アラン・スミシーは緋ひ村むらあゆきの中に存在する。そのあゆきを優馬は止めることができるのだろうか……。



　あの晩、優馬は自分を囮おとりに螢火鉄葉をおびき出せないものか、と言った。

　それは優馬が失しつ踪そう事件と螢火鉄葉を一つの事件として捉とらえていたからこその発想だった。鬼おに束づか響きよう士し朗ろうが失踪したことが優馬をより不安にさせてもいたのだろう。

　実際、その疑いはあったのだ。神隠しと、優馬を狙ねらう螢火鉄葉の存在はほとんど同時期に幸福商会へもたらされたものである。関連性を疑うことは自然の流れだ。

　ノエルは単独行動の際、アラン・スミシーについての調査を優先させた。

　というのは、まず優馬がもっとも気にかけている神隠し事件を解決すべきだと思ったからだ。螢火鉄葉と神隠し事件との間に関連性がないのだとしても、それをはっきりと証明するべきだった。

　調べてみると、神隠し事件のポイントでは確かに《歪わい曲きよく》が観測された。

《歪曲》の残ざん滓しを辿たどって辿って――そしてノエルは「ひまわり荘」へ辿りついた。

　そこで、ノエルは、見てしまったのだ。子どもたちが消えていくのを。

　そして、ただ一人、緋村あゆきだけが残った。

　それはおかしな現象であった。消えた人々は「ある場所」における《歪曲》の結果消えていた。つまり、「その場」で特殊な現象が生じているのだ。ならば、緋村あゆきも消えるべきだった。消えていておかしくない条件下で消えない人物、それは――。

　緋ひ村むらあゆきが神隠し事件の中心にいることを意味しているのではないか……。

　ノエルは緋村あゆきを問いつめた。

　それは、優ゆう馬まに知らせるべきことではない。優馬が何も知らないうちに解決したならば、そんなものは、そもそもなかったことと同じことになるはずだった。

　だが、すべては裏目に出てしまったのかもしれない。



　ノエルの思考を断ち切るように地響きが鳴り渡る。

　ノエルの軸足がぶれる。頬ほおに張り付いた髪を伝って雫しずくが垂れた。雫は再び雨と混じり、地面にできた水たまりに波紋を広げる。

「いよいよだね。このままなら、《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》が発動する」

　ノエルは螢ほたる火び鉄葉ぶりきを睨にらみつける。

「心配は無用だ。優馬が必ず阻止する！」

「心配、ね。ふふ、ねぇノエルちゃん。いいこと教えたげる。《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》はね、必ず失敗するようにできてるんだよ？」

「………………何の話だ？」

　地鳴りとは別の要因が、ノエルの足もとをふらつかせる。細かなガラスの破片のように間断なく滴しずくが落ちてくる。

「そういうふうにできてるの。だから、アランを止めることができなかったときは、人々は必ず滅びるの」

　螢火鉄葉はくつくつと笑う。

「アラン・スミシー自身は自動装置オートマトンだから、《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を止められないんだよ。力づくでというのなら……緋村あゆきを殺さないと」

　――ゆーまくんはアラン・スミシーを、緋村あゆきを殺すべきだよ。

　今ようやく、その言葉が内実を伴う。

「そして、アランを止められないと言うのなら――緋村あゆきをどうしても殺せないと言うなら、やっぱり人類は滅びるしかない。緋村あゆきのために、全人類を見殺しにする。これはこれで面白い結末だよね。だから、別にどちらを選んでもいいけど、どちらを選択しても、ゆーまくんは失敗するってわけ。自らの無力を思い知って絶望するゆーまくんは、きっと今よりずっと素敵なオトコノコになるよ」

　螢火鉄葉は目を細め、かすかに頬を紅潮させる。

「思わない？　想像してみて？　自分の弱さを知ったオトコノコは強くなるんだよ。そしてゆーまくんは、きっと――」

「ふざけるなッ!!」

　ノエルは螢火の言葉を遮るように叫んだ。

　ノエルの脳裏に、優ゆう馬まの顔が思い浮かぶ。一人でいることを好み、強くなりたいと口にするくせに、積極性には欠ける。どこか頼りなく、どこか寂しげな少年。

　でも、あのとき、優馬がいなければ、自分は今いま頃ごろこの世にはいなかった……。

　――俺おれを頼れよッ！　仲間だろッ！

　耳に響く優馬の力強い声。真実の声は深く心を打つ。それは一生治らない傷にも似ている。そんなふうに誰だれかに怒鳴られたことなどない。みな、ノエルを遠巻きに見ているだけ。《龍騎士ナイトアノール》であるミルア・ローゼンバーグの妹として。ノエル自身には興味はない。ノエルに言い寄ってくる者がいたとしても、それはミルアに取り入るためにノエルに近づくだけだった。自分は姉の飾り。そんな自分が好きではなかった……。

　ノエルは叫び続ける。

「きさまらの身勝手で命をもてあそぶな！」

　優馬は、けれど、ノエルの立場など気にしない。知らないのだ。

　ただ純粋に、ノエルのことを想い、助けるためだけに、優馬はやってきたのだ。

　簡単に命を投げ出していいわけがないように、簡単に誰かの命を奪っていいわけがない。

　優馬は真実の意味でノエルを助けようとした。イーサン・ソルトウォーターがどれほど危険な存在であるかを知った上で、たった一人であるにも関わらず助けに来てくれた。

「あいつに、誰かを殺させたりなどするものか！」

　ノエルは優馬が助けに来てくれたことがとても嬉うれしかった。とてもとても嬉しかった。

　だから、ありがとうと伝えるべきで、でも思い返せば、一度も優馬にそれを伝えていない。伝えなくては、と思う。ちゃんと優馬に言わなくてはいけない。

　感謝を言葉にするのは苦手だった。謝罪の言葉を口にするのも。

　一人の時間が長過ぎて、そもそもどうやって伝えればいいのか分からなくなっていた。

　でも、優馬には伝えなければと思ったし、伝えたいと思った。優馬にはもっと優しい言葉で言ってみたい。

　だから――……。

「きさまの思い通りにはさせない」

　ノエルはその目で見ている。優馬の血に濡ぬれた《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》がイーサンの胸を刺し貫くのを。ノエルを助けるためとはいえ、ノエルがイーサンを殺してしまわないように救いに来てくれた彼が、イーサンを屠ほふる瞬間を。

　優馬自身、そのことに疑問を抱いている節がある。優馬は一体何者なのだ？　分からない。だが、優馬を螢ほたる火び鉄葉ぶりきに譲り渡す気などない。まして、優馬を傷つけるようなことは許さない。

「あいつは――優馬は、わたしが守る！　おまえの好きにはさせない！」

　ノエルは大口径をスッと地面に向けた。鉄の銃身を伝って雨が落ちる。

「様子見は終わりだ。時間がないのでな。きさまをぶちのめす」

「何それ、強がり？」

「思う存分泣かせてやる、覚悟しろ」

「カッチーン」

　と、螢ほたる火びはふざけるように言った。同時に《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》を構える。

　ノエルは大口径を下へ構えたまま――唱えた。



「装填ロード、《白き暴龍ホワイト・ライオツト》」



　螢火鉄葉ぶりきは眉まゆを寄せる。

《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》がエネルギーを装そう填てんする。

　それは圧縮された風そのものだった。濡ぬれたノエルの髪を服を巻き上げ、周囲の水を吹き散らす。《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》が引き裂いたバスの残ざん骸がいさえ吹き飛ばす。螢火鉄葉は顔の前を覆った。



「薙ぎ払えブロウ・ザ・ウインドウ、大団円アポテオーズ!!」



　大口径が荒れ狂う風の龍を解き放つ。

　瞬間。ノエルは地面を蹴けった。龍と化した暴風がノエルを押しやる。

「くッ!?」

　声は螢火の小さな唇から洩もれた。それでも彼女の行動は迅じん速そくだった。動揺を最小限に、引ひき鉄がねを引く。だが、危機の認識に一秒を失い、発声に一秒。《索敵滅殺サーチ＆デストロイ》の引鉄を引き絞るのにさらに一秒を失っていた。計三秒。それは「ちめーてき」であった。

　ノエルの長い髪がなびく。

　爆風に乗ったノエルは、通常の倍速を以もつてして螢火との距離を縮めていた。

　そしてノエルは大口径を振りかぶるようにして、螢火鉄葉に向ける。

　螢火が放った髑ドク髏ロがノエルの左肩を行き過ぎる。ノエルの左肩を抉えぐっていくが、狙ねらいは定かではない。あくまでかすっただけ――。

　大口径の銃口は、螢火鉄葉の左肩にぶつかった。

　人型魔法具が主あるじの危機に反応する。濡れたウェディング・ドレス。その手にはめられていた肘ひじまでもある血染めの手袋は既にズタズタに引き裂かれていた。中から覗のぞく素手は肉が黒く腐食している。鉄骨めいた尖とがった爪つめがむき出しになっている。ノエルの背後より腕を振り下ろす。だが、それは主を守るには遅すぎた。

　ノエルの砲火をことごとく跳ね返す人型魔法具に付属している鏡も、本体が行動できないのであれば、存在しないも同然。

「ゼロ距離ならば逃げられまい」

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきは目を剥むく。

「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド、大団円アポテオーズ!!」

　青き火か焔えんの龍が、螢火鉄葉を飲み込んだ。

「ぐぁあああああああああああああああああああああああああああああッ!?」

　同時に、ノエルの背中に《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の爪つめが食い込む。

「く――ッ!!」

　鮮血が滴したたった。

　ノエルと螢火鉄葉は、暴龍とともに、タワーの中へと運ばれていく。
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　轟ごう音おんが館内に轟とどろく。鉄がコンクリートがガラスが、ひしゃげ砕け割れる音。

　優ゆう馬まの目が捉とらえたのは蒼そう焔の龍だった。すべてを焼きつくすように暴れ狂う焔ほのおが、壁と言わず床と言わず亀き裂れつを走らせる。

　そして、まるで龍を乗りこなすように突撃してきたのは、

　――若き《龍騎士ナイトアノール》ノエル・ローゼンバーグだった。

　火焔の龍が弾はじけ飛び、青い火の粉が飛び散る。ノエルは鋭い角度で床に着地した。

「ノエルッ!!」

　優馬はノエルのもとへ駆けつけようとして、しかし、魔法円の障しよう壁へきによって身体からだを弾かれてしまう。ノエルはこちらを一いち瞥べつし「ふん」と鼻を鳴らしただけだった。

　唐突に、獣のような咆ほう哮こうが耳をつんざく。

　優馬はそちらに目をやった。

「ノエル・ローゼンバァアアアア――――グッッッ!!」

　左腕をかばうようにして螢火鉄葉が叫んだ。その左腕は焼やけ爛ただれていた。衣服は融解し、焼け焦げた肉が覗のぞいている。炭化した皮膚のところどころが裂け、赤黒い液体をこぼす。

　すぐさまノエルは大口径を構える。

「観念するんだな、螢火鉄葉。きさまを調律士殺し及び《歪わい曲きよく》現象の乱用、イーサン・ソルトウォーターの脱獄手引きで連行する！」

　螢火は凄すさまじい形ぎよう相そうでノエルを睨にらんでいた。暗黒の瞳ひとみ。憎悪では足りず、嫌悪では物足りず、殺意ではまだ生ぬるい。そこにあるのは悠久の闇やみそのもの。筆舌につくしがたい呪のろいの視線でノエルを捉えていた螢火鉄葉は――。

　ふと、こちらを見た。視線がぶつかる。

　気け圧おされた優ゆう馬まはよろけるように一歩、後退する。

　そしてその瞬間、螢ほたる火び鉄葉ぶりきは呪のろわしい暗黒の瞳ひとみはそのままに、にやりと笑った。

　いや――螢火が見ていたのは……。

「殺さつ戮りくに酔え、《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》」

　螢火鉄葉が謡うのと同時に、瓦が礫れきを吹き飛ばし、《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》が跳び出す。ドレスの裾すそがはためいた。

　優馬は《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》を咄とつ嗟さに構える。

　ノエルもこちらに視線を向けた。長い髪が大きく跳ねる。

　次の刹せつ那な、人型魔法具が魔法円の障しよう壁へきと激突した。バチンッと赤い光が拡散する。魔法円は、一度発動すれば、外へ出ることも、中へ入ることもできないようだった。

　しかし、そうと認識したときには、《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の腕が魔法円の障壁を大きく歪ゆがめていた。まるでゴムの膜でも伸ばすように。

　ノエルは大口径を人型魔法具へ向ける。そして間髪開けずに引ひき鉄がねを引く。しかし、火か焔えんは人型魔法具の周囲を守る七枚の鏡によって弾はじかれてしまう。

　人型魔法具の腕が魔法円の中にめり込んでくる。同時にその腕は高圧電線にでも触れたように焼け焦げる。皮膚が泡立ち、パチンと肉が爆はぜた。そこからぐずぐずと崩れていく。中から覗のぞいたのは、表面を奇怪な紋様で覆われた骨だった。その紋様はイーサンの仮面の下にあったものと似ている……。

　思った途端、魔法円が破られた。要した時間はたった数秒。

　閃せん光こうで目がくらむ。

　同時に優馬の横を一陣の風が走りぬけた。

「螢火ッ!?」

　一瞬の出来事で、優馬はわずかに出遅れる。

　優馬の横を通り過ぎた螢火は、負傷の少ない右手をあゆきの胸に向けて突き出した。

　だが、あゆき――アランが螢火鉄葉の腕を押さえ、怒鳴る。

「一体、何の真ま似ねだッ!?　おまえは何者だッ!?」

「状況が変わったんだよ、アラン。悪いけど、《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を貸してもらうよ」

　螢火が言うのと、ほとんど同時に優馬も叫んでいた。

「あゆきを放せ、螢火鉄葉!!」

　優馬は直刀を振り上げ、飛び出す。

　ノエルもまた、螢火鉄葉に大口径を向けた――だが。

「チッ!!」

　極大火力は螢火鉄葉とともに、緋ひ村むらあゆきの身体からだも捉とらえてしまいかねないがゆえに引鉄を引くことができない。

「アランンンンンンッッッ!!」

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきは獣のように呻うなりながらあゆきに腕を伸ばす。二人の力は拮抗している。

「く、今度こそ助けるんだ、もう二度と失うものかッッッ！」

　アランが咆ほう哮こうする――そのとき、あゆきの身体からだを人型魔法具のボロボロの腕が捉とらえた。

「――ッ!?」

　飛び込んだ優ゆう馬まは直刀を振り下ろす。だが、それは人型魔法具を守る鏡に阻はばまれ、螢火に届かない。

　そして次の瞬間、アラン―――緋ひ村むらあゆきの胸に螢火鉄葉の手がぐぬんと突き刺さる。

「うッ、くッ、今度こそ、今度こそ助けるんだあああああああああああああああああッ!!」

　それでも、アランが螢火の手を押し返そうとする。

　だが、螢火の手は少しずつ、あゆきの身体に沈んでいく。

「ムダだよ、アラン。きみにはすべてを破壊してもらう」

　螢火鉄葉が調子を変えて優しげに言った。そして――あゆきの胸に深く腕を差し込む。

「あがぁあああああああああああああああああああああ!!」

「あゆきッッッ!!」

　それから螢火鉄葉は、何かをもぎ取るように、あゆきの胸から腕を抜いた。引き抜くと同時に、アランの声はやむ。螢火は、無造作にあゆきの身体を突き飛ばした。

　優馬はあゆきの名前を呼びながら駆け寄り、抱き起こす。胸から出血すると言うようなこともない。呼吸もある。あゆきは意識を失っているだけだった。

　だが、螢火鉄葉があゆきに近づくことを許してしまうなんて……。

「螢火鉄葉！　どういうつもりだ!?」

　螢火の手には銀色の球体があった。テニスボールほどの大きさで、クリスタルで作られた地球儀のようだった。

　そして、螢火鉄葉は身体を反そらせて笑う。口が裂けんばかりの哄こう笑しようが響き渡る。

「あははははははッはは！」

　螢火が右腕を優馬に差し出す。

「これが何だか分かる、ゆーまくん？　これがね、アラン・スミシーだよ」

　優馬は銀色の球体を見つめる。あれがアラン・スミシー？

「同時にこれが魔法具《閉じられた楽園》なんだよ。これを破壊すれば、《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》の発動を阻止できる」

　どういうことだ？　優馬は破壊された足もとの魔法円を見み遣やる。優馬はそれが《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を作動させるためのものと思っていたが、そうではないのか？　これは本当にただ侵入を拒むための防壁で、その用途は《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を守るためだった……。

「こちらへよこせ、螢火鉄葉！」

　ノエルが大口径を向けながら叫んだ。

「バカじゃないの？　そんなこと言われて渡すわけないじゃない」

「それをどうするつもりだ？」

　優ゆう馬まが問いただす。

「こうするんだよ」

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきは笑って、球体を床に落とす。それはゆっくりと落ちていき、そして床につくと同時にバウンドした。落ちるのとは逆に凄すさまじい速度で跳ね返る。そのまま天井へ向かって一気に跳ね――そうして消失した。

　優馬は球体が消えた先を見つめ、それから視線を下ろし、螢火を睨にらむ。

「……どういうことだ？　どこに消えた？」

「これで、もう《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を止められない。世界はおしまいだよ」

　ゲラゲラと、壊れたおもちゃのように螢火鉄葉は笑った。そして、ノエルにやられたらしい左腕をかばうように抱く。

「この腕のお礼だよ、ノエル・ローゼンバーグ。《穢憑ケガレツキ》とはいえ、仮にも《龍騎士ナイトアノール》、侮っていたよ。でも、もうおしまい。全部、ふっ飛ばしてやる」

「きさまッ！」

「そもそも、あたしは、どっちだっていいんだ。ゆーまくんが本物であっても、なくても。ただ、もしも……ゆーまくんがそうなら……」

「何を――」

　ノエルが言いかけている途中で、螢火鉄葉の姿が滲にじみはじめる。空間が歪ゆがんでいる。

「待て！」

　優馬は一歩踏み出そうとするが、あゆきを床に落とすような真ま似ねもできなかった。

　滲みゆく螢火鉄葉は、ゆっくりと優馬を見る。そして――言った。

「でも、ゆーまくん。こう思うことはない？　自分はどうしようもなく場違いだって」

　ドクン、と心臓が跳ねた。

「笑っていた次の瞬間に、ふとそれがニセモノのような気がすることはない？　気持ち悪い、そうは思わない？　そういうの全部をなりふり構わず壊してしまいたくなることは？」

「螢火鉄葉！」

　ノエルが跳び出す。優馬はまるで螢火の言葉で金縛りにでもあったように、その場を動けないでいた。螢火鉄葉は消えていく。

「ねぇ思わない？　自分には、本当はちめーてきな欠陥があるんじゃないかって」

「螢火鉄葉、きさま！」

　ノエルが大口径を螢火に定める。

「もし、きみが生き延びることができたのなら、そのときはまた会おうね、ゆーまくん」

　螢ほたる火びが消える……。

「ねぇ、ゆーまくん。きみが『糸を切る者スローター』なら、あるいは世界の終わりさえも……」

　そして、螢火鉄葉ぶりきは、夢のようにその輪郭を失わせた。

　優ゆう馬まは呆ぼう然ぜんとその場で固まっている。

　ただ心が騒いだ。ズキン、ズキンとこめかみが脈打つ。スローター……。

「優馬、しっかりしろ！」

　不意打ちのように。

　ノエルの鈴の音を思わせる声がした。優馬はハッと我に返る。ノエルの青い瞳ひとみが優馬を見据えていた。今は考えにふけっている場合ではない。そんな時間は残されていない。

「時間がないぞ！　止めるんだ！」

　ノエルの言葉に優馬は強く頷うなずいた。

「ごめん……あゆき」

　あゆきを床に横たえる。介抱するだけの猶予は残されていないのだ。

「絶対に『この世界』は僕らが守るからな！」

　そしてノエルと優馬は駆け出す。
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　無人のホールに二つの足音が反響する。エレベーター前に到着した。四基のエレベーターが並んでいる。優馬は階数表示のランプを見上げる。

　ランプは点灯していない。そもそもホールの中はかなり暗かった。非常灯がぽつりぽつりと灯っているばかりだ。電気が通っていないのだ。

「まずいぞ、ノエル。時間がない。階段を使うにも、ここは七〇階もあるんだ」

　階段を駆け上がっている時間などなかった。その間に世界は終わってしまう。

「どうすれば……」

　呟つぶやいた優馬はノエルを振り返り、そして絶句する。

　ノエルが床に膝ひざをついていた。顔は苦しげで、呼吸が浅い。

「――ノエル!?　どうしたんだ!?」

　優馬は駆け寄り、ノエルに手を差し伸べる。

「構うな、かすり傷だ」

　ノエルは忌いま々いましげに吐き捨て優馬の手を払った。触れたノエルの手はひどく冷えていた。

　何と言うことだ。自分の目は節穴なのか。ノエルの着衣は大きく引き裂かれていた。背中には深い裂傷が走っていた。《フランケンシュタインの花嫁メアリ・シエリー》の爪そう牙がによるものだ。肩にも傷がある。いや、小さな怪け我がも入れれば身体からだ中が傷ついていて、まだ生々しく血を滲にじませている。左肩には片翼の刻印が見える……。

　優ゆう馬まの視線に気づいたのかもしれない。ノエルは自身の肩をかき抱くようにして刻印を隠した。

「……階段を上る必要などない。考えがある」

　確かにノエルの身体も心配だが、自分たちには優先しなければならないことがある。

「どうするんだ？」

　ノエルは凛りんと立ち上がった。顔に浮かぶ疲労をスッと拭ぬぐう。

「こうするッ!!」

　ぶわん。言うが早いかノエルが右脚を繰り出す。つま先が優馬の眼前を通り過ぎる。それは見事な弧を描いた回まわし蹴げりだった。頑ガン！　エレベーターの扉を直撃。次いで、破壊音と共に扉が吹っ飛んだ。ノエルは格闘家のように「ふー」と呼吸を整える。

　優馬は深く眉まゆを寄せてへしゃげた扉を見み遣やる。

「…………普通、開かないだろ」

　ノエルが膝ひざなどついていたものだから不安に思ったが、心配するほどでもないのかもしれない……。致命傷を負って、こんなことできるはずがないから、そうなのだろう。

　扉の向こうはちょうど箱が下りている状態だった。電気が届いておらず薄暗い。

「これで、どうするんだ……？」

　いずれにせよ、エレベーターが動かないことに変わりはなかった。

　優馬はノエルの顔を見つめた。ノエルの長い髪からぽたり、ぽたりと滴しずくが垂れている。ノエルはそれを大きく後ろへ払う。彼女は天井を見上げていた。優馬もノエルの視線を追う。左手の直刀を伸ばせば、ちょうど届きそうなくらいの高さだ。何の変哲もない普通のエレベーターの天井だった。あえて言うならば、箱自体が少し大きいかもしれない。

　優馬は、もう一度ノエルに視線を戻す。

　ノエルはスッと目を細めた。そして――。

「こうする！」

　次の瞬間、優馬の後頭部に痛みが走る。

「うおっ」

　ノエルは、ぴょんと優馬をジャンプ台にして、天井をぶち破った。

　バコンと鉄板のようなものが吹っ飛ぶ。と同時に、優馬は倒され床に這はいつくばる。

「つつ……、何なんだよ」

　ノエルはそのまま穴から上に飛び出ていた。

「苦情はあとで聞いてやる。時間がない。とっとと掴つかまれ！」

　ノエルが上から手を伸ばしている。確かにその通りだ。今は一刻の猶予だってない。優ゆう馬まはノエルの手を掴つかんだ。グイと引き上げられる。

　エレベーターの上に立つと、非常灯による等間隔の明かりが上まで伸びているのが見えた。ただ、さすがに見通すことはできない。作業用なのだろうか壁沿いに梯はし子ごがあった。

　しかし、ここからどうするというのだろう。依然としてメインの電気が通っていないのだからエレベーターが動くわけでもない。まさか梯子を利用するわけでもあるまい。

「ここからはどうするんだ、ノエル？　今は一分一秒が惜しいんだ、引き返してる時間だってないよ」

　すると、ノエルがキッと優ゆう馬まを見据える。

「掴まれ」

「……掴まる？」

　意味が分からなかった。今さっきみたいに、天井へ上がるでもないのに、どこに掴まれと言うのだ。そう思っているとノエルが繰り返した。

「わたしに掴まるんだ！」

「な、何で？」

「いいから早くしろ！」

　有無を言わせぬ口調だった。その顔が真剣そのものなので優馬は余計に困ってしまう。

「掴まるって、どこに……」

　優馬はノエルを見る。破れた制服は雨に濡ぬれ、細い身体からだのラインを浮き立たせている。長い髪は雨水を蓄え、ぽと、ぽと、と雫しずくを垂らしていた。

「う……」

　こんな場合ではないと言うのに……。

　ノエルは優馬がぐずぐずしていることに痺しびれを切らす。

「何をしている早くしろ！　時間がないことを忘れるな！　わたしとて不本意だ。まことに遺い憾かんだが、罰ゲームだと思って耐えるのだ！」

　そこまで……。

「掴まるって言ったってどうすれば……？」

「ぐっと掴まれ！」

　ぐって。しかし、ここで押し問答をしている時間がないのもまた事実。

　優馬は恐る恐る後ろからノエルに掴まった。おぶってもらうような体勢のつもりだったが、図らずも恋人が後ろから抱き締めているような構図になった気がする。こんなことしたのははじめてだ。恐ろしく恥ずかしい。あゆきに見られたらきっと殺される。

「ひぅ、へ、変なとこを触るなッ！」

「触ってないよ」

「変な触り方をしているッ!!」

「してないって！　きみが掴つかまれって言ったんじゃないか……」

「……ぅ、後でコロス」

　何で。いやいや、ここは真面目まじめな場面だ…………そのはずだ。

「ちゃんと掴まっていろよ！　振り落とされるなよ！」

「そんなこと言っても……って、何それ、振り落とされるって？」

　聞き捨てならない言葉だった。振り落とされる？

「トラクション式エレベーターは『箱』と『錘おもり』の重量をバランスさせるという原始的な仕組みだ。本来ならば制御盤による制御が効いているが、幸か不幸か今は無効だ」

「何を言っているのか、僕にはさっぱり分からない」

「すぐに分かる」

　ノエルは小さく鼻を鳴らした。太いケーブルをノエルの右手が掴んでいる。

「……ねぇ、ちょっと待って」

　仕組み云うん々ぬんはよく分からなかったが、イヤな予感がした。こういう予感は大抵当たる。

「行くぞ、しっかり掴まっていろ」

　次の瞬間、優ゆう馬まの左手にノエルが手を重ねた。そのまま、優馬の手を操るように直刀を振るう。ザクン。箱と連結していたケーブルが切断される。ギギギギという何かが軋きしむ音が耳に届いた。同時に身体からだが重くなる。

「ひッ」

　そして――上から錘が落ちてくるのとは反対に……。

　逆パンジージャンプの要領で一気に上に引き上げられる。

「あぁああああああああああああああああああああああああああああッ」

　七〇階分である。約三〇〇メートルである。内臓が圧迫される。頬ほおがぶるぶる震えた。

「うるさいッ」

　凄すさまじい勢いで上へ引っ張られる。優馬は薄目を開けた。上に引き上げられる速度もさることながらこの薄うす闇やみの中では満足に視界がきかない。それでも優馬は目を凝らして、何とか進行方向を見上げた。ノエルの長い髪がなびく。その隙すき間まから見えたもの――。

「や、やはひヤバい。へんひょうひひひほふふふ天井に激突する！」

　ケーブルは天井へと続いていた。暗くてはっきりと見えないが行き止まりであることは確かだ。このままならば、衝突しておしまいだ。

「タイミングを合わせろ！」

　ノエルは叫ぶ。再び優馬の左手を振るった。優馬は逆らえない。そして、《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》が、天井を破壊する。ノエルは天井を超える瞬間にケーブルから手を放した。

　だが――身体はいきなり止まらず、勢いよく上に投げ出される！

「ぐぇ」

　優ゆう馬まは慣性の法則に従ってどこかの壁に背中をしこたま打ちつけた。そして落下。

「ぶぼッ」

　ノエルは直前で身体からだを反転させ、壁を蹴ける。しなやかに着地した。

「いつつ、し……死ぬかと思った」

　だが、これで一気に時間は短縮された。

　そこは配電盤などが集中した機械室らしかった。樽たるのようなものが並んでいる。それが巻き上げ装置のようだ。普通ならそれでエレベーターを上下させているのだろう。

　機械室の扉を抜けると、そこは階段だった。深い青色に塗られた壁。非常灯ばかりで薄暗いのは相変わらずだった。

「とにかく上だ！　屋上を目指すぞ！」

　ノエルに続き、優馬も階段を駆け上がる。駆け上がる。駆け上がる駆け上がる。さらに駆け上がる。そうして屋上へ続く扉が見えた。

　ノエルが扉を開け放つ。二人揃そろって屋上へ跳び出した。

　容よう赦しやなく雷鳴が轟とどろく。空はいよいよ低く暗い。

　まっすぐ降り注ぐ雨が、二人のことを無慈悲に濡ぬらす。

　そして――「もう一つの世界」。

　それは天と地が逆転したような光景だ。今しも空から落ちてきそうな迫力があった。

　さらに、優馬はそれを見つける。

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきが、あゆきから取り出した銀色の球体だ。屋上の中心、七、八メートル上空で、ぐるぐると回転しながら浮いている。球体は、先ほどはテニスボールほどだったはずなのに――今や軽自動車一台分ほどの大きさに膨れ上がっていた。

　螢火はあれが「アラン・スミシー」であり、「《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》」だと言った。ならば、あの球体を破壊すればすべてが終わる。

　だがそれは、アランを殺すことになるのだろうか……。

　けれども、そうだとしても……。

「アラン・スミシー!!」

　優馬は叫ぶが、当然のように球体は何も答えない。アランの意識の連続性がどうなっているのか、それも優馬には分からない。

　周囲を紫電が走っている。と――眩まばゆい閃せん光こうが優馬の目を駆け巡る。身体が震えた。

「うッ」

　遅れて凄すさまじい雷の音が耳をつんざく。球体に向かって雷が落ちたのだ。球体は、まるでそれによってエネルギーを増幅したように回り続ける。相変わらずバリバリと電流をまとっている。この雨の中で、近づくことはあまりにも危険だった。優馬もノエルも二人ともずぶ濡れだ。感電する危険があまりにも高い。

「近づけない……」

　優ゆう馬まは直刀を強く握りしめたまま呟つぶやく。

　すると、ノエルが一歩分、優馬よりも前に進み出た。



「牙を剥けプレパレーシヨン、《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》」



　ノエルは唱えた。

　拳けん銃じゆうの周囲が青い光に包まれ帯状に数字が躍った。異界の法則を読み込む方程式。

「近づく必要がどこにある？」

　ノエルが解除の呪じゆ文もんを唱えるのと同時に銃身のなかった銃は、その質量を無視して形を組み変えていく。さながら複雑な多面体を展開図へと開いていくかのごとく。

　ノエルの魔法銃《醜いアヒルの子症候群アグリー・ダクリン・シンドローム》は、大口径の単発銃へと姿を変える。優馬の魔法剣では接近を余儀なくされるが、ノエルの魔法銃であれば、わざわざ感電の危険を冒して近づく必要など皆無だ。



「装填ロード、《青龍の心臓ライト・マイ・フアイア》」



　大口径を中心に、空気が細かく震動していた。雨滴がノエルを避けていく。

　屋上にできた水たまりが幾重にも波紋を浮かべる。

　優馬を吹き飛ばすような圧力。べリベリと屋上のタイルが剥はがれていく。

　だが――。

「く……」

　ノエルは大口径を構えたままくずおれる。膝ひざをつくとびしゃりと水が跳ねた。

「ノエルッ!?」

　優馬は咄とつ嗟さにノエルを抱きとめる。

　憔しよう悴すいした表情。食いしばった小粒の歯の隙すき間まから苦く悶もんの息が漏れる。

「……問題ない」

　ノエルは言った。

「あるだろ、バカ！」

　螢ほたる火びとの戦闘で負ったノエルの怪け我がは、やはり見過ごしていいものではなかったのだ。それを自分は甘く見た。ノエルの何でもないような仕草に騙だまされてしまった。自分の不ふ甲が斐いなさに腹が立つ。

「きみはいつも――」

　言いかけて、口を噤つぐむ。それから優馬は言いなおした。

「僕らは、いつも間違えてばかりだ」

　優ゆう馬まは大口径を握るノエルの手を見み遣やる。ノエルの手は傷だらけだった。ささくれ立ち、泥で汚れている。何だか急に悲しくなる。人込みの中で、家族とはぐれてしまったような切なさ。

「弾を込めるのに、僕の力も使うんだ。血を媒介にすれば可能なはずだ」

　優馬の魔法剣《鮮血の深紅カラー・ミー・ブラツド・レツド》も、優馬の血液を媒介に異界の法則を解除させている。それを応用すればよい。ノエルに優馬の中にあるエネルギーを読み込ませるのだ。

　優馬は左手の直刀で右手の平を斬きり裂さく。

　ノエルは優馬の傷を辛そうに見つめた。

「唾つばつけときゃ治る。こんなの大したことじゃない。どうこう言ってる時間はないぞ」

　こくりとノエルは頷うなずいた。膝ひざをついたノエルに合わせるようにして、優馬も姿勢を低くする。後ろから抱き込むようにして、ノエルが構える大口径に手を添える。血がノエルの傷に触れる。瞬間――紅あかく発光した。雨が冷たいが、ノエルの体温を感じる。

　鬼おに束づか響きよう士し朗ろうがいつだか言っていた。人と人を決定的に隔てているものは皮膚である。愛する者と手を握っても、抱きしめ合っても、一つになることは絶対にできない。互いの皮膚がお互いを拒絶する。それが現実だ、と。

　あの銀色の球体がアラン・スミシーであり《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》であると言うのなら、今、自分は自分の意志で、一人の男を殺そうとしているのかもしれない。



    

  
    
      



    

  
    
      　世界のために、たった一人を犠牲にしようと言うのなら、それはやはり間違っていると優ゆう馬まは思う。それを許すような世界など最低だ。

　けれど、優馬はアランを止める。それがアランを殺すことになるのだとしても。

　優馬はアランよりもあゆきを優先するし――ノエルを優先する。仮にアランのほうが「正しい」のだとしても、自分は彼女たちの味方となることを選ぼう。

　そして、人の命を奪うのであれば、優馬はそれを生涯記憶すべきだと思う。一生、それを悔やみ続けるべきだ。その覚悟を自分に義務づける。

　ここでアランを殺すのなら、自分はそれを忘れない。



「再装填リロード」



　ノエルが叫ぶ。

　途端、視界がかすむ。右手が燃えるように熱い。それ以外の全身が冷たい。身体からだから力が失われていく感覚があった。血を抜かれるのに似ている。心臓が早鐘を打つ。

　優馬は歯を食いしばる。忘れるな！　目に焼きつけろ！

　優馬は銀色の球体とその背後に広がる「もう一つの世界」を睨にらみ据すえる。アランが叶かなえようとした「絶対の平和」のための楽園、あゆきが願った誰だれも傷つかない優しい世界。

　でも、優馬はそれを望まない。

　人が傷つけ合い、分かり合えぬ生き物だとしても、傷つけず理解し合おうと努力すべきだ。そうすることに意味はある。結局は分かり合えぬのだとしても。

　優馬は、もっとあゆきを理解したいし、ノエルを理解したい。そして自分のことも、もっと知ってもらいたい。だからどうということではないだろう。それはただそれだけだ。

「でも……それって最高じゃないか」

　そして、こうも思う。信じることは案外、簡単なことなのかもしれない。疑うのと同じくらい。

「吹っ飛ばすぞ！」

　優馬の腕の中でノエルが言った。その体温を優馬は絶対的に信じる。



「「獲物を貫けクイツク・アンド・デツド――大団円アポテオーズ!!」」



　放たれる暴流は、大口径を握る二人のほうを吹き飛ばすかのようだった。



「「いっけぇええええええええええええええええええええええ!!」」



　優ゆう馬まはノエルを抱え込むように地面を踏みしめる。

　靴の裏がギリギリと削れていく。

　集束した焔ほのおは球体を飲み込んだ。虚空が捻ねじれる。空間が断絶している。

　今、この瞬間、あの一角は完全なる「異界」と化していた。

　焔を巻き込みながら、内側へ捻じれるように球体はその形を放棄する。

　同時に、「もう一つの世界」もまた変形する。球体と同じように内側へと捻じれていく。

　質量の概念が存在しないのか、まるで粘土をこねるようだ。

　その光景はあまりにも現実離れし過ぎていた。そう、まるでよくできた映画みたいに。

　そして、巻き込まれ続けた焔が膨張した。

　光が収束する。打ち上げ花火が弾はじける寸前のように……。

　一拍置いて――重い空を吹き飛ばす。目を開けていられないほどの閃せん光こう。

　反動で優馬とノエルも吹っ飛ばされた。無ぶ様ざまに転げまわる。

　服は雨に濡ぬれ、血に濡れている。ボロボロだった。身体からだに力が入らない。どうすれば手の平を握ることができるのかさえ思い出せなかった。

　そして。

　風が凪ないだ。

　優馬は顔を上げる。

　見上げれば澄み渡った青い空。

　それはまるでノエルの瞳ひとみみたいだった。

　隣に目を向ければ、むくりと起き上がったノエルが、へちょりと唇を歪ゆがめていた。長い髪を後ろへ払う。服も頬ほおも髪も泥だらけだった。

「散々だ……」

「は……、ははっ、はははははははは」

　優馬は笑った。やけに長い一日だった。

　青空の中、流れ星が落ちていく。それは「もう一つの世界」の残像だろう。

　現実が戻ってきた。地上三〇〇メートルのビルの屋上から見上げているのに、太陽はずっと高いところにある。途端に皮膚をじりじりと焼きはじめる。それすら心地よく温かかった。優馬は一度強く目を瞑つむり、それから開く。

「なぁ、ノエル」

　優馬はノエルの顔を覗のぞき込こんだ。

「何だ？」

「《龍騎士ナイトアノール》の指輪、ちゃんと加護してくれたよ、ありがとう」

　ポケットから指輪を取り出して掲かかげて見せる。太陽を浴びて、キラリと光った。

　ノエルは優ゆう馬まをちらっと見て、指輪を一いち瞥べつし、しかし、すぐにぷいっと横を向いてしまう。長い髪が合わせてふわりと舞い、ノエルの顔を隠した。

「当たり前だ。由緒正しきものだ」

　ノエルはぶっきらぼうに言った。

　優馬はもう一度呼びかける。

「なぁ、ノエル」

「……今度は何だ？」

「ごめん」

「ふ、ふん」

　ノエルは腕組みをする。

「ま、まぁ、わたしにも非はある。……ごはんも、これからは自分で作る」

　頬ほおが少し赤い。かすかに朱に染まったノエルの耳を見つめながら優馬はまた笑う。

「ノエル、ごめん。きみは、僕のためを思ってくれたんだろ？」

　だから、優馬に知らせずに一人で行動したのだろう。

「ごめん。きっと、きみを傷つけた。だから、ごめん」

「そんなことは……」

「ノエル！」

　優馬はノエルの言葉を遮って抱きしめた。

「ひぅ!?」

　濡ぬれた髪が頬に張りつく。身体からだはさっきより少し冷たく感じる。お互い、力を使い切ったのだ。ノエルの身体はあちこちに傷が残っている。その傷すべてを包み込むように優馬は強くノエルを抱きしめた。

「な、なななな、何だ!?」

　ノエルの声が裏返る。

「ごめん、ノエル。ごめん。本当にごめん。無神経なのは僕のほうだった！」

　ちゃんとノエルに届くように。心を込めて言う。何度も繰り返し言う。誰だれも傷つけず、誰からも傷つけられない世界ではなく、誰かを傷つけ、誰かに傷つけられる世界を選んだのだから。自分は、何も言わなくても理解し合える「人間」ではなく、伝える努力をしなくては何も分かり合えない人間のままなのだから。

　ノエルの肩は細く、ノエルの身体は小さかった。

「ごめん」

「バカ者、は、はは、放せ！」

「ノエル、ごめん」

「分かったから放せというに！」

「分かってない。ノエル。ごめん」

「はー　なー　せー　！」

「ノエル、僕は――」

「分かったから放せと言っておろうがぁぁぁぁっ！」

　そして優ゆう馬まの顔面にノエルの拳こぶしがめきょりと突き刺さった。
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　優馬は夢を見た。とはいえ、それは悪夢ではなかった。

　そこは、どこかの野原だった。見覚えはない。一面の緑に白や赤や黄色の小さな花が散っている。子どもたちが目の前を駆けていく。風が温かい。緋ひ色いろの蝶ちようが飛んでいる。

　優馬の前に、見覚えのない男が立っていた。

　髪が長いせいで顔がよく見えない。どことなく優やさ男おとこのイメージだが、骨格は太い。肩幅もある。カーキ色のジャケットを羽織っていた。まるで軍人のような姿だったが、男がまとう繊細そうな印象からすればミスマッチな服装だった。

「昔、世界を救おうと躍やつ起きになった男がいた――」

　男が言った。どこかで聞いたことのある声なのだが、よく思い出せない。

　夢特有の曖あい昧まいな世界だった。

「だが、そいつは結局、世界を救えない。ヒーローものなら、主人公がカッコよく世界の危機を救うもんだがな」

　男が一瞬だけ笑ったような気がしたが、やはり顔はよく見えない。

「人間とは難儀な生き物だな。この理不尽で不平等で残酷な世界では本来的に生きていくことはできないのに、この理不尽で不平等で残酷な世界でしか生きていけない」

「何の話ですか？」

　優馬は問う。

「……昔観た映画の話さ。最近のガキは古典を観ないからな。一人くらいは知っていて然しかるべきだろう」

　男はそう言ったが、タイトルは口にしなかった。

「俺おれはこう見えて、コメディ映画が好きなんだ」

「……はぁ」

　こう見えて、と言われても優馬は男のことを何も知らないので、生返事をするだけだ。

「スタントマンが身体からだを張って演技をするようなものが好ましい。ＣＧなどという無粋なものは必要ない。ストーリーも最小限でいい。必要なのは『笑い』だけだ」

「笑い……ですか」

「スタントマンの演技に胸を高鳴らせ、彼らの滑こつ稽けいな仕草に腹を抱えて笑うのさ。笑うと体温が上がる。健康にもいい」

　そこで、不意に男は言った。

「緋ひ村むらあゆきと演劇を観に行く約束をしているのだろう？」

　どうしてここで、あゆきの話題が出たのか優ゆう馬まはさっぱり分からない。

「観に行くなら断然、喜劇を推奨する。人はもっと笑うべきだ」

　一体何の話か優馬は掴つかみかねていた。

「それから、緋村あゆきの心情にもっと気を使ってやれよ。あの娘はポーカーフェイスが上手すぎる。おまえがいつまでも鈍感男でいると、彼女を傷つけることになるぞ」

「あの、何の話です？」

　だが、男は微笑ほほえむだけで、もう答えなかった。両手をポケットに入れ、空を見上げた。

「今日はいい天気だ。こんな日なら、消えるのも悪くない」

「はぁ……」

　優馬も一緒に空を見上げた。しばらく流れる雲を眺めてから、顔を下ろした。

　と、男の後ろから女の子が走ってくるのが見えた。その子はまるで――。

　そこで夢から覚めた。目を覚ますと同時に夢は消えていった……。
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　よく晴れた午後――。

　その日、「ひまわり荘」の一行はバスに揺られていた。車内はクーラーがよく効いていて、ともすれば少し寒いくらいだった。

　夏休みの開始を祝うように、外ではセミの大合唱が響いている。

「よいか、小さき者たちよ」

　ノエルは言って、ハニーローストピーナッツをひょいっと宙に投げ、ぱくっと口の中に収める。子どもたちが「おお～」と感嘆の声を上げた。ノエルは女郎花おみなえし美み毬まりが見立てたらしいワンピースを着ていた。

「ノエル行儀が悪いよ。こぼすだろ」

「案ずるな、わたしを信頼しろ。無条件に」

「こういうときに使うなよ、何か信頼の価値が下がる……」

　優馬の声など聞こえていないようにノエルはどんどん荒あら業わざを繰り出す。揺れるバスの中ではハラハラする行為だ。

　優馬の隣で、みゆがそちらを眺めながら炭酸の入ったオレンジジュースをこくりと飲んだ。しゅわーとするときに「うぅー」と顔をしかめる。足は床まで届かず、ぶらぶらさせていた。今日は、お気に入りのウサギのバッグを肩にかけている。

「水すい蜜みつもご一緒してしまってよろしかったのですか？」

　眠たげな瞳ひとみで水蜜が綾あや乃のに訊たずねている。水蜜は白いチュニックに麦わら帽子姿だった。麦わら帽子は、今は膝ひざの上に乗せている。現れたときは一体、どこへバカンスに行くのかと思った。

「あら、いいのよ。優ゆう馬まくんのお友達なのでしょう？」

　ええ、と水蜜は小さく頷うなずいた。アップにした髪がぽわんと揺れる。

「それにしても優馬くんたら、女の子のお友達ばかりなのね」

　ええ、と水蜜はもう一度小さく頷いた。何となく生温かい笑みを浮かべていた。

　何だよ……と思って顔を逸そらすと、みんなとは少し離れた席で一人座っているあゆきと目があった。ショートパンツにシャツという活発なあゆきらしい服を着ている。

　だが、そのあゆきはぷくりと頬ほおを膨らませていた。

「……あゆき？　どうした？」

「何でもない！」

　しかし、その顔は何でもなくないのだが。

「バス酔い……じゃないよな？」

「違う」

　返事の切れ味は鋭いので、まぁ、違うだろう。

「気分悪いの？」

「悪くない……いや、悪い」

　どっちだよ。



　あれから数日が経った。

　失しつ踪そうしていた人々はみんな何事もなかったように戻ってきた。もちろん鬼おに束づか響きよう士し朗ろうも。

　瞬まばたきするよりも短い一瞬が引き伸ばされているだけ、というアランの言葉通り、誰だれも自分が神隠しに遭って消えていたなんてことを知らなかった。目を閉じている間にすべてが終わってしまって、目を開けた次の瞬間には何事もなかったように「さっき」が続いている。そんな感覚だったようだ。

　追跡調査に意味があるのかどうかは分からない。それでも追跡調査によって判明したこともあった。最初に消えてしまった少女、平ひら木き渉あゆむ。「ひらき・あゆむ」は、くしくも、「ひむら・あゆき」のアナグラムになっていた。

　そして、彼女は神隠しによる失踪者ではなかった。

　彼女は一週間ほど、姿を消しただけ。つまり、彼女は家出をしただけだった。

　勉強ができないわけでも、友達がいなかったわけでもなく、それどころかつきあって半年の恋人もいたにもかかわらず、彼女は冗談めかして「消えたい」と時折漏らしていたらしい。その感情が何に起因するものなのか、書類からそれを判断するのは難しい。思春期特有の病気みたいなものと笑うこともできるだろうが、優ゆう馬まは何となく笑えなかった。

　アラン・スミシーは、平ひら木き渉あゆむの失しつ踪そう後に本格的に動き出したことになる。

　むしろ、平木渉の失踪が、あゆきの心に作用したとも考えられた。

　優馬が「ひまわり荘」を去ったこと、それが失踪と結びつき、あゆきを不安にさせた、とも考えられるかもしれないが、それはいくらなんでも自うぬ惚ぼれだろう。

　ただ、アラン・スミシーに関する詳細は結局不明のままだ。彼は偽りの名とともに消えてしまった。アラン・スミシー、あるいは《閉じられた楽園パーフエクト・ワールド》を解析するために、あの球体の残ざん骸がいを回収しようとしたらしいが、あまりにもバラバラに砕け散ってしまったため上手く進んでいないらしい。

　あの球体の破壊とともにアランは死んだのか……。

　螢ほたる火び鉄葉ぶりきの捜索は続けられている。窪くぼ双ふた美び理り梨りという名の《特殊追跡班レースランナー》は元より存在しておらず、身元を証明するデータはすべて偽造であると判明している。そもそも、どのようにして機関に侵入したのか目下調査中である。

　そして、螢火が残した言葉、スローターとは……。

　すべては終わった……そう言えないところが苦しい。

　一つ解決しても、問題は残され続ける。

　そして。あゆきは、もうアランのことを覚えていない……。



「わぁああああ」

　急に子どもたちの声が上がる。見れば、子どもたちが窓にへばりついていた。

　ツユリ・スカイ・タワーが見える。遠くから見る分には何ともないが、やはり下から見上げると相当に大きい建造物だ。

「みんないい子にするのよ？」

　綾あや乃のが言って、みんなは「はーい」と返事する。

　今日はみんなで演劇を観に来た。演劇といっても堅苦しくはない。どちらかといえば、パントマイムに近いのかもしれない。人の身体からだを使った究極芸を見せてくれるショーだ。セリフもないのに、大笑いできるという。観客の多くが子連れの親子らしい。それは最近マスコミでも取り上げられて有名になった、タクミの所属する劇団のショーだ。

　子どもたちが席を立ってバスから降りていく。

「ちっちゃいお姉ちゃん、行こー」と呼ばれた水すい蜜みつが、その子に「《Love me more絶対服従, love me long必定隷従》。今すぐ、水蜜の身長について言及したことを謝りなさい」と《凶歌の縛りプライマル・スクリーム》を使っていたのは見なかったことにする。

「あと、水すい蜜みつがキレイって言いなさい」

　あんま乱用するなよ……。

「おい、優ゆう馬ま」

　ノエルが優馬を呼んだ。「何」と返事する前に。

「ぐもっ！」

　口の中にハニーローストピーナッツを押しこまれた。

「実に美味だ。きさまにもやろう」

「…………はひはほうありがとう」

　よし、と頷うなずき、ノエルは子どもたちを従えバスを降りていった。

　優馬もそれに続こうとして。とんとん、と肩を叩たたかれた。振り向く。

　その途端、頬ほおをぐさりと刺された。人差し指が優馬の頬をぐにぐにと押し上げる。

「何スか？」

「約束違う」

　約束……それは、布団の中にくるまっていたあゆきと交わした約束だ。その約束を履り行こうするために今日、こうしてここにいるのだ。

　――なぁ、あゆき。今度のことが落ち着いたら、どっか遊びに行かないか？

　――居間で見つけたんだけど、演劇のチケットがあったんだ。綾あや乃のさんがもらったんだろ。ペアだったから、一緒に行かない？

　どこが違うと言うのだろう？

「違くはないよ」

「ペアゆった」

「な、何だよ……」

「ペアゆった！」

「居間にあったのはペアだったけど、綾乃さんがいっぱいもらってたんだよ。だから、みんなで――」

「みんな、ね。百歩譲って、千歩譲って、億歩譲って『みんな』だとして」

「千歩から一気に飛んだな」

「うるさいっ！」

　ぐにぃぐにぃと頬を刺される。

「どうしてノエルさんや……あと知んない女の子までついてくんのよ！」

「知んないって、水蜜は……バイト先の子だよ」

　うん、嘘うそじゃない。

「水蜜？　呼び捨て？」

「何で一々、過剰反応するんだよ。いいじゃないか、チケットは人数分あるんだし、みんなのほうが楽しいだろ？」

　あゆきは顔を俯うつむかせる。優ゆう馬まの頬ほおから指が離れた。

「……あゆき？」

　あゆきは拳こぶしを握りしめて、わなわなと震えている。

「大丈夫か？　やっぱりどこか悪いのか？」

「――の」

　あゆきが何か言った。

「え？　何？」

「――馬の」

「……？」

「――優馬の！」

　そこで、あゆきはがばっと顔を上げた。左向きの髪が大きく跳ねる。

「優馬のばかぁぁぁぁぁ!!」

　あゆきはぎゅむりと握りしめた拳を、以下略。

　教訓――やっぱり、この世界ではいろんなことが分からない。



《“〝Welcome to the perfect world”〟closed》



    

  
    
      
　あとがき



　しずまれ我が左腕よぉおおお！

　どうも、二に階かい堂どう紘ひろ嗣しです。ただの腱けん鞘しよう炎えんです……。

『D-breaker#2』をお手にとっていただき、ありがとうございます。

　今回は優ゆう馬まの幼なじみ、緋ひ村むらあゆきちゃんのお話。であると同時に、新キャラが登場したり、優馬は歪わい曲きよく師しに狙ねらわれているらしいと分かったり、ノエルと仲たがいしたり……、盛りだくさんな内容になっています。楽しんでいただけたら幸いです。

　作中でも触れられていますが、「映画」のモチーフがあちこちに散らばっていたりします。

　思い返せば、高校二年生のときに文化祭に出展した映画がはじめての創作でした。甘酸っぱい思い出です（笑）。あの頃ころからあんまり成長していない気もしますが……。

　最後に謝辞を。

　本書は、担当様、イラストレーターのフルーツパンチ先生をはじめ、大勢の人々の手を経て世に送り出されています。関わって下さったすべての方々に深くお礼申し上げます。

　もちろん、手にとって下さったあなたにも。

　ではでは、またお会いできることを願いつつ、さよなら、さよなら、さよなら。

二階堂紘嗣



    

  
    
      



    

  
    
      　著者

　二階堂紘嗣（にかいどう・ひろし）

　　第４回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞「佳作」受賞、『ナインの契約書』でデビュー。

　　映画とロックが好き。



　イラスト

　フルーツパンチ

　　１月14日生まれ、奈良県在住のイラストレーター。

　　代表作に『花守の竜の叙情詩』（富士見ファンタジア文庫）、『彼女は戦争妖精』（ファミ通文庫）など。

　　http://joto.yukihotaru.com/



    

  
    
      D-breaker ディーブレイカー♯２
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